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1 は じ め に

財 団 法 人 日本 情 報処 理 開発 協 会 で は 、昭 和45年 より研 究 奨励 金 交 付 制 度 を

設 け 、電子 計 算機 の高度 利用 お よび適 用 分野 の拡 大 開発 に寄 与 す る技 術 と知 識

に 関す る研 究 、開 発 の うち優 れ た もの に対 して研 究 奨励金 と して交 付 して きて

お ります が 、本 報告 書は 、昭和51年 度研 究 奨 励金 交付 対象 研究についてと りま

とめ た もの で あ ります。

これ に よ って今 後 の研 究 開発 の 一助 となれ ば幸 い であ りま す。

昭和52年3月
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II研 究奨励金応募状況

本 年 度 は 、奨励 金 ・報 奨金 合 わせ て81件 の応 募 が あった。 機 関 、部 門別 の

応 募 状況 は次 の通 りで あ る。

(1)奨 励金 部 門68件

(内 訳)

大 学 企 業 そ の他 計

都 市

医 療

公 害

流通 ・経営

自 由

6

24

5

5

16

2

-

3

-

3

一

1

-

-

3

8

25

8

5

22

計 56 8 4 68

{2)報 奨金 部 門

(3)合 計

13件(企 業)

81件
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III選 考 方 針

`

(1)奨 励金 部 門 に つ い ては 、時 宜 に適 した独 創的 な研 究 であ り、近 い将来 実 用

に供 せ られ る可能 性 の 大 きい もの と認 め られ る もの を優 先的 に考 慮 した。

② 報奨 金 部 門 に つ い ては 、経 営 の効 率化 お よび社 会環境 の改 善 ・発 展 に著 し

く役立 ってい る もの を優 先 的 に考 慮 した。

(3)選 考 は審査 委 員 会(委 員 長 堀 越 禎三 氏 、副委 員長 山 内二 郎 氏)に おい

て 厳正 に行 わ れ た 。
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IV昭 和51年 度研究奨励 金交付

対象研究

件 名

〔奨励金部門 〕

(都 市)

L都 市化事象の計量地理学的分析

手法 のシステム化'

(医 療)

2.日 本 の 医 療 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

・ モ ァ ノレ

(公 害)

3.公 害 制 御 の 国 民 経 済 的 効 果 に 関

す る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

(流 通 ・経 営)

本 年 度 は該 当研 究 な し

(自 由)

4.マ ク ロ経 済 モ デ ルの 国 際 的結 合

に よる世 界経 済 モ デル の作 成 と応

用

担 当 者
授.与額

(千円)
ペ ージ

名 古 屋 大学 文 学 部教 授

石 水 照 雄i1,000… …1

他3名

東京大学 医学 部助教授

開 原 成 允

他2名

筑波大学社会工学系教授

宍 戸 駿太郎

他2名

1,000… …13

1,000・ ・・…29

京都大学経済研究所教授

森 口 親 司1,000…43

他2名



5.盲 学校 におけ る計算機指導 のため

の機 器 開 発、 な らびに関 連 した事

項 の研 究

〔報 奨 金部 門 〕

6.新 幹線 にお け る軌道 管理 の 電算

化

7.富 士電 機製 造㈱ 販 売在 庫 管 理 オ

ン ライ ン ・シ ステ ム

&博 報 堂 マ ーケテ ィン グ ・オ ン

ラ イ ン ・シス テ ムの研 究 開発

合 計8件

東京教育大学附属 盲学

校麺 ㌔ 利 三

他3名

目本国有鉄道施 設局管

理課 持 永 敬 彦

他6名

富士電機製造㈱ システ

ム部 岩 本 忠 吉

他2名

㈱博報堂マ ーケテ ィン

グ計画部

池 上 久

他

16oo.99000L

37ooo9002

78…09・002

501oolo・002

0065
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1.「 都市 化事象 の計量地理学的

分析 手法の システム化」

研究責任者 名古屋大学文学部教授 石 水

共 同研究者 名古屋大学文学部教授 井 関

名古屋大学文学部助教授 石 原

名古屋大学文学部助手 石 黒

照 雄

弘太郎

潤

正 紀
＼
》

■

窮

1.は じめ に

'地域 デ ータの 電算 機 処理 に つ いて は 、海 外 に おけ る と同 様 に、 わ が国 に お

い て も試 み られ る よ うに な った 。そ の処 理 の第1段 階 は 、地 域 デ ータ を電 算

機 に記憶 させ 、必 要 に応 じて数 表 ある い は分布 図 の形 で 出力 させ る情 報 検 索

型 の もの で あ り、第2段 階 は 、入 力 され た地 域 デ ータ を、 指 示 さ れ る方 式 に

従 って単 純 加工 した上 で 出 力 させ る単 純 計算 ・模 型 表 示型 の もの で あ る。 し

か し、第3段 階 の 計量 地 理 学 的 分析 表 示 型 の電算 機 処理 と して完 成 され た シ

ステ ムは ない。

そ こで本研 究 は 、都 市化 事 象 の分 析 を主 要 な課 題 と して 、計 量 地 理 学 的 分

析手 法 の シス テ ム化 を 目標 とす る。 さ しあた り、す で に開 発 され てい る ソ フ

トウ ェア を蒐集 ・整 理 した 上 、同一 の 電算 機 言語(FORTRAN)・ 同 一変 数

名 表 示 に統一 し、出力結 果 を解 釈 す るガ イ ドブ ックの作 成 を行 う。含 ま れ る

都 市化 事 象 の計 量地理 学 的 分 析手 法 は 、都 市空 間 の総距 離 分 布 分 析 、都 市化

事 象 の地 域 傾 向 面分 析 、都 市化 事象 の地 域構 成 分 析 な どで あ る。

都 市空 間 の総 距 離 分布 分 析 では 、都 市化地 域 に関 して 、そ の 内部 に含 まれ

る あ らゆる場所 に対 す る各 場 所 の アク セ シ ビ リテ ィ(近 接 性)を 求 め る手 法

で ある 。 また 、都 市化 事 象 の地 域 傾 向面 分析 は 、数値 表 現 され た都 市化 事 象

の うち 、局地 的 差異 を と り除 き、全 域 的 に規 則 正 しい空 間的 分 布 曲 面 を抽 出

・設定 す る。 さ らに 、都 市化 事 象 の 地域 構 成 分析 は、因子 分 析 に基 づ い て抽
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出 さ れ た都 市化 事 象 の基 本 的因子 に関 して 、対象 とす る都 市化地 域 の地域 区

分 を行 う もの で あ る。

本 研 究 は 、そ れ ら都 市化事 象 の空 間的 分析 を通 じて、そ の分 析 結果 を 、将

来 予 測 お よび都 市計 画 に資 す る こ とを 、最 終 的 な 目標 とす る もの で ある。

2.研 究 の 内容

2.1研 究 の 目的 と方法

都 市化 事 象 に 対 す る電算 機 に よる計 量 地理 学 的 分 析 シ ステ ム につ い ては

二 つ の方式 が 考 え られ る。 第 一 は 、具 体的 な都 市化 事象 そ れぞ れ に つ いて

異 な る計量 地 理 学 的 分析手 法 を、次 々 と適 用 して分 析 を進 め て い く方式 で

あ り、第 二 は 、計 量地 理 学的 分 析手 法 そ れぞ れ を、異 な る都 市化 事 象 に適

用 して分 析 しこ一 つの計 量地 理 学 的分 析手 法 の適 用 が終 了す るた び に 、次

の 分 析手 法 の 適 用 に移 行す る方 式 で ある 。前 者 は 、都 市化 事象 の機 構 につ

い て 、 あ らか じめ 体系(シ ステ ム)を 想定 し、事 象 ない し要素 そ れぞ れ 、

ま たは そ れ ら相 互 間 の連結 関 係(リ ンク)に つ い て 、適 当 す る分 析手 法 を

適用 す る もの で あ る。 この方 式 は 、都 市化 事 象 の システ ム の分析 に よって

直接 的 に都 市化 理 論 の構 築 や予 測 に よる計画 面 へ の 示唆 が得 られ る とい う

長 所 を もつ 一 方 、想 定 した都 市化 事象 の機構(仮 設)の 変 更 に よって 、適

用 す る分析 手 法 の入 れか え を図 らねば な らなか った り、 デ ータが欠 如 す る

場 合 に仮説 の変 更 な り 、その 部 分 に適 用 す る分 析手 法 を除 外 す る手続 きや 、

そ の 除外 に よ って関 連 す る別 個 の リンク(連 結 関係)の 分析 手 法 の変 更 を

可 能 に させ る手 続 きな ど 、分析 システ ム 自体 が極 端 に複雑 化 す る とい う短

所 を も もつ。 そ れ に対 して後 者 は 、都 市化 事 象 の シ ステ ムに 関 す る統 合 性

を保 持 した ま ま分 析 を進 め る こ とが困 難 とな る とい う短 所 とと もに 、計 量

地 理 学 的 分 析手 法 の 体系 を保 持 した ま ま分析 を進 め る ことが で きる とい う

長所 を もつ 。

と ころ で 、本研 究 は 、都 市化 事 象 の シス テ ム 自体 の分 析 よ りも、都 市化

事象 を分析 す る ため の計量 地理 学 的 分 析手 法 の シ ステ ム化 とい うこ とに 、
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研 究 目的 上 の重 点 が あ る。 そ こで 、本 研 究 では 、上記二 つ の 方 式 の うち 、

後者 の各 計量 地 理学 的分 析 手法 ご とに 、各種 の 都 市化事 象 を分 析 す る とい

う方法 を とる こ と と した。 した が って 、都 市化 事 象の シ ス テ ム 自体 につ い

ては 、そ の よ うな分 析結 果 か ら導 か れ た諸命 題 に基 づ い て仮 説 を設定 し、

異 なる時 点 お よび異 な る地域 に つ いての 同様 な分析 結果 か ら、そ の仮 説 の

検証 を重 ね る こ とに よ って理 論 の構築 を進 め 、予測 お よび計 画 面へ の基礎

とす る とい うこ とに な る。加 え て 、 この 計 量地理 学 的分 析 手 法 の シス テ ム

化 は 、適 用 可能 な事 象 と して は 、都 市化 事象 だけ で な く、工 業 化 や農 業 変

化 とい うよ うな他 の地 域 事 象 に も及 び得 る とい う、汎用 性 を もつ こ とに な

ろ う。

2・2現 在 ま で の成果

(1)概 況

本研 究 は 、四 つ の研 究 段階 か ら成 って い る。 第1段 階 は 、都 市地理 学

の 体系 お よび計 量地 理学 の体 系 の両者 か ら、都 市化 事 象 の 計量 地 理学 的

分析 と して適用 し得 る分析 諸 手 法を整理す ることであ り・第2段 階 は 、都

市化 事 象 の 計量 地 理 学 的分 布 諸手 法 に関 して 、開発 され て い る ソフ トウ

エ アを蒐 集 ・整 理 す る こ とで ある。 そ して第3段 階 は 、蒐 集 ・整 理 した

ソ フ トウエ ア の シ ス テ ム化 を図 るこ とで あ り 、最終 の 第4段 階 は 、 シス

テ ム化 した計 量 地理 学 的分 析 に関 す る ソ フ トウエ アの 出 力結 果(ア ウ ト

プ ッ ト)を 解 釈 し利 用 す るた め のガ イ ドブ ック を作成 す る こ とで ある 。

現在 ま で に、 上 記 四つ の研 究 段階 の うち達 成 した もの は 、第1段 階 お

よび(一 部 を除 く)第2段 階 で あ り、現在 は 、残 され た第2段 階 の一 部

作業 お よび第3段 階 の ため の準 備作 業 両者 を 、平行 して進 め てい る。

(2)第1段 階 に 関 す る成 果

本 研 究 の 第1段 階 、す 左 わ ち都 市化事 象 の計 量地理 学 的 分 析諸 手 法 の

整 理 につ い て の成 果 の概 要 は 、下記 あ通 りで あ る。

計 量地 理 学 で は 、地 表 事 象 の一 つ と して 、都 市化 事象 の空 間 的把 握 と

い う点 を重 視 し、そ の静 態 的把 握 と して 、分 布 パタ ー ン分 析 、 ネ ッ トワ
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一ク分 析 、地 域傾 向面 分 析 、 お よび地域 構 成 分析 が 行 わ れ 、そ の結 果 、
1)

都 市化 事 象 の空 間 的存 在 形 態(空 間構造)が 認定 され て きて い る。

(a)分 布 パ タ ー ン(pointpattern)分 析

都 市 ・都 市施 設 ・都 市地域 特性 の空 間的 分 布(点 分 布)、 お よびそ

れ らの変化 に つ いて の空 間 的分 布(点 分布)に 関 して 、空 間構 造 を認

定 す るため の 分析 で ある。 そ の ため の分 析手 法 と して は 、① 空 間 的

分 布 につい て の分 布 中心k・ よび分 布 の散 布 度 を求 め る"centrogra-

phy"の 諸 手 法(R.Bachiの 標 準 距離…な ど)、 ② 空 間 的分布 の ラ

ンダム ネス(均 等 分布 ・ラ ン ダム分 布 ・凝 集 分布)を 判 定 す る最 近 接

法(nearestneighbormethod)お よび区画 法(quadratmethod)に

よる諸手 法 、③ 空 間的 分 布 の分 布密 度 関数 、空 間 的分 布 間 の相 関 分

析 、空 間的 自己相 関(spatialautocorrelation)な どの空 間統 計 学

的諸 手 法 の三 つ の グル ー プが あ る。

(b)ネ ッ トワーク(network)分 析

都 市 お よび都 市域 内 の構 成地 域 につ いて 、相 互 間 を結 ぶ 交 通網 ・通

信網 や 、行政 区 画 ・土地 割 な どの よ うに 、い くつか の ル ー ト(区 間

edge)に よって 、 一つ の 体系 に結 合 され た一連 の地理 的位 置(結 節 点

vertex)に つい て 、空 間構 造 を認定 す るた めの分 析 で あ る。 その た め
2)

の 分析 手 法 と して は 、主 と して回路 ネ ソ トワー クに つ い て 、平 面 グ ラ

フ を対 象 と し、そ の ネ ッ トワークの構 造 お よび発 達 の程 度 を判定 す る
3)4)5)

目的 の下 で 、結 合 度 お よび近 接度 を指標 と して 、① 純粋 に グ ラ フ言 語

」

1)空 間 構 造(spatialstructure):地 表 事 象 が もつ 、 多 少 と も規 則 的 な(2次 元)

空 間 的 な ま と ま り を 、 空 間 構 造 と よぶ 。

2)回 路 ネ ッ トワ ーク(circuitnetwork):回 路(サ ーキ ッ ト)を 含 む ネ ッ トワ ー

ク

3)結 合 度(comectivity):結 節 点 相 互 間 の 結 合 の 程 度 。

4)近 接 度(accessibility):結 節 点 相 互 間 の 近 接 しや す さ の 程 度 。

5)グ ラ フ言 語:グ ラ フ 理 論(graphtheory)に よ る諸 示 数 。
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だけ に よる分 析手 法 と、② 幾 何学 的 言 語 を含 む分 析手 法 とが ある。 前

者 につ いては 、 β(ベ ータ)示 数 や 累乗 結 合行列 が 、 ま た後者 に つ い

て は 、 π(パ イ)示 数 や`(イ オ タ)示 数 な どが あ る。

(c)地 域傾 向 面(trend-surface)分 析

数 値表 現 され た都 市化 事 象 の うち、非 体系 的 ・局地 的 ・偶 然的 差 異

を取 り除 いた 、体 系 的 ・全域 的 ・規 則 的 な差 異 を もった空 間 的面(2

次 元 ない し3次 元)に つ いて 、空 間 構 造 を認 定す るた めの 分 析 で あ る 。

そ の た め の分析 手 法 と しては 、人 口密 度 ・昼 夜間 人 口比 ・都 市的 産 業

人 口率 な ど各種 の都 市化 指 標 に 関 して 、① 多項式近 似 法(3変 量 法 お

よび4変 量 法)、 お よび② 二 重 フ ー リエ級 数 近似 法 の両 者 が 適用 さ れ

る。

(d)地 域 構 成(regionalization)分 析

都 市化 事象 ま たは都 市化地 域 を構 成 す る多数 の 要素 間 の相 関 か ら 、

相互 に独立 な少 数 の因 子(成 分)を 抽 出 し、それ ら因 子(成 分)(多

次元)の 空 間 的 分 布 に つ いて 、空 間構 造 を認定 す るた めの 分 析 で あ る。

そ の た めの分 析 手 法 と しては 、人 口 ・世帯 ・事 業所 な どに関 す る各 種

の 指 標(変 量)に つ い て 、① 主 成 分 分 析 お よび② 因子 分 析(Q技 法 ・

R技 法;S技 法 ・T技 法)の 両 者 が 適 用 され てい る。

他 方 で は ま た、 都 市化 事象 の 動 態 的把 握 と して 、空 間 的相 互 作 用 分

析 、空 間的 拡散(過 程)分 析 、お よび空 間的 行動 分析 が行 わ れ 、 そ の
6)

結果 、都 市化 事 象 の空 間的 現 象形 態(空 間的 過程)が 認定 され て きて

い る。

(e)空 間的 相互 作 用(spatialinteraction)分 析

2個 以 上 の都 市 また は都 市域 内 の構 成地 域 相互 間 に お け る 、人 口 ・

物 資 ・情報 な どに よって示 され る 直接 的 ・間 接的 な結 合 ・交流 関係 に

6)空 間的 過程(spatialprocess):地 表 事 象 の空間 構造 を形成 させ た時'空 間 的

な 段階 の 系列 な い し機構 を 、空 間的過 程 と よぶ 。
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つ い て 、 空 間 的 過 程 を 認 定 す る た め の 分 析 で あ る 。 そ の た め の 分 析 手

法 と し て は 、 ①1次 元 モ デ ル に よ る 分 析 手 法(距 離 ・移 動 モ デ ノレ、 重

力 モ デ ル 、 介 在 機 会 モ デ ル 、 ポ テ ン シ ャ ル ・モ デ ル)、 お よ び ②2次

元 舌 デ ル に よ る 分 析 手 法(シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル 、 最 適 化 モ デ ル 、

マ ル コ フ 連 鎖 モ デ ル)の 両 者 が 適 用 さ れ て い る 。

(f)空 間 的 拡 散(spatialdiffusion)分 析

都 市 域 内 ま た は 都 市 周 辺 地 帯 、 あ る い は ま た 都 市 群 に お い て 、 人 口

・物 資 ・情 報 ・変 革 な ど が 、 一 つ も し く は 少 数 の 地 点 に 発 生 し 、 あ る

い は 導 入 さ れ て 、 漸 次 伝 播 し 、 そ れ ら の 受 容 地 域 が 広 が っ て い く空 間

的 過 程 を 認 定 す る た め の 分 析 で あ る 。 そ の た め の 分 析 手 法 に は 、 ① ヘ

ー ゲ ル ス ト ラ ン ド(T .Hagerstrand)・ モ デ ル(第1～ 第Wモ デ ル)

と 、 ② そ の 他 の モ デ ル(J.C.Hudsonの 階 層 的 拡 散 モ デ ル 、L.A.

Brownの マ ル コ フ 連 鎖 に よ る 拡 散 モ デ ル)と が あ る 。

(g)空 間 的 行 動(spatialbehavior)分 析

都 市 化 地 域 に お け る 居 住 活 動 ・ 消 費 者 行 動 な ど に 見 ら れ る よ う に 、

個 人 ・世 帯 ・人 口 集 団 な ど の 地 理 的 単 位 が 、 日 々 ・週 単 位 ・季 節 単 位

・ ラ イ フ サ イ ク ル に お い て 示 す 、 主 体 的 行 動 の 空 間 的 過 程 を 認 定 す る

た め の 分 析 で あ る 。 そ の た め の 分 析 手 法 と し て は 、 ① グ ー ノレ ド(P.

Gould)ら の メ ン タ ル ・マ ッ プ 分 析 手 法(主 成 分 分 析)、 ② ホ ー ト ン
7)

お よ び レ イ ノ ル ズ(Horton,F.E.&D.R.Reynolds)の 行 動 空 間

分 析 手 法(シ ス テ ム ・モ デ ル)、 お よ び ③ ヘ ー ゲ ル ス ト ラ ン ド(T.

H5gerstrand)の 空 間 的 行 動 の 時 ・空 間 モ デ ル の3者 が あ る 。

㈲ 第2段 階 に 関 す る 成 果

本 研 究vak－ け る 第2段 階 、 す な わ ち 都 市 化 事 象 の 計 量 地 理 学 的 分 析

7)行 動 空 間(actiqnspace):個 人 が 情 報 を もつ 都 市 の あ らゆ る場 所 お よび そ れ ら

の 場 所vaつ い て個 人 が 思 い つ く主 観 的 な 便 益 な い し選 好 の 集 ま り(Horton,F.E.

&D.R.Reynolds,1971).
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●

諸 手 法(上 記(2)参 照)に 関 し て 、 関 発 さ れ て い る ソ フ ト ウ ェ ア の 蒐

集 ・整 理 に つ い て の 成 果 の 概 要 は 、 下 記 の 通 り で あ る 。

(a)分 布 パ タ ー ン 分 析

tt
centrography"の 諸 手 法 に関 す る ソフ トウエ ア と して は 、CENTRO

(AProgramforCentrographicMeasures)(Hultquist,J.,

Holmes,J.,&L.A.Brown)が あ る 。 こ の ソ フ ト ウ エ ア は 、IBM

360/75用 にFORTRANWで 書 か れ た も の で 、 含 ま れ る 分 析 は 、

① 平 均 中 心(MeanCenter)、 ② 標 準 距 離(StandardDistance)、

③ 標 準 半 径(StandardRadius)、 ④ 回 転 の 主Uttoよ び 回 転 角 度

(PrincipleAxes&AngleofRotation)、 ⑤ 楕 円 度 係 数(Coe-

fficientofCircularity)、 ⑥ 平 均 中 心 移 動 角 度 お よ び 同 移 動 距 離

(Angle&DistanceofDisplacement)、 ⑦ 標 準 楕 円 プ ・ ッ ト ・外

縁 部 デ ー タ の 百 分 比 別 除 去(PlotOptions)で あ る 。

ま た 、 区 画 法 に 関 す る ソ フ ト ウ エ ア と し て 、CONRAT(Anderson,

D.L.&M.cliff)が あ る 。 こ れ は 、cDC3400用 にF℃RT

RANIVで 書 か れ た も の で 、 名 目 尺 度 ま た は 二 進 法 尺 度 で 示 し た(都

市 化)事 象 の 数 値 の 空 間 的 分 布 に お け る ラ ン ダ ム ネ ス を 判 定 す る も の

(ContiguityRatio)で あ る 。 こ れ をttK"色 問 題 の 場 合 に 拡 張 し

た ソ フ ト ウ エ ア がKcoLOR(M,cliff)で あ り 、2次 元 分 布 に 関 し

て 平 均 値 ・分 散teよ び 各 モ ー メ ン ト を 求 め る も の がMAPDATAで あ る 。

㈲ ネ ッ ト ワ ー ク 分 析

地 表 面 上 の2地 点 間vcos・ け る 大 円 距 離 お よ び 方 位 を 求 め る ソ フ トウ

エ ア と し て 、DSTAZ2(Pitts,R.,Patton,C.,&D.F.Ma-

rble)が あ る 。 これ は 、IBM1620用 に 開 発 さ れ た もの で 、高 速 処 理 が

可 能 で あ る 。 この プ ・ グ ラ ム に よ る出 力 結 果 は 、 幾 何 学 的 言 語 を含 む 分 析 手

法 に よ る ネ ッ トワ ー ク の 分 析 に対 して 、入 力 デ ー タ と して の 役 割 を 果 た す 。

同 様 な プ ロ グ ラ ム と して は2,000本 を超 え な い 区 間(edge)に つ い て 、 最

短 径 路(minimumpath)を 求 め るMINPATH(A.Scott)お よび 結 節
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点(vertex)間 の近接度を求め るNODAC(D.F.Marble)が ある。

(c)地 域傾 向 面 分 析

多項 式近 似 法(3変 量 法)に よっ て地 域 傾 向面 を求 め る ソフ トウエ

ア と して は 、SURFACE(Good,D.1.&M.Cliff)が ある。 これ

は、CDC3400用 にFORTRANWで 書 か れ た もの で、含 まれ る

分 析 は 、3次 ま での 各地 域 傾 向面 式 お よび 同分 布 図 、原 デ ータ分 布 図 、

お よび3次 ま で の各 残差 値 分布 図 で ある。 ま た 、 よ り高次 の地 域 傾 向

面(多 項 式 近 似 法 、3変 量 法)を 求 め るプログラムとしては、TREND

SURFACEANALYSIS(Good,D.1.&O.T.Spits)が ある。

これ は 、IBM7040用 にFORTRANiVで 書 かれ た もの で 、含

まれ る分 析 は 、①6次 まで の各 地域 傾 向面 式 、② 原 デ ー タ(計 測値)

・6次 まで の各 地 域傾 向面 の計 算 値 、 な らび に同残 差 値 、③6次 ま で

の各地 域 傾 向面 分布 図 、④ 同残 差 値 分布 図 、⑤ 原 デ ータ分 布 図 、⑥ 誤

差 尺 度計 算 結果 一覧 表 で ある。 この ソ フ トウエ アは 、3変 量 の多項 式

近似 法 に よって 地域 傾 向面 を求 め る もの と して は 、現在 ま で の ところ

地 域 傾 向面 に関 す る次数 の 上 で最 高 次 の もの で あ る。

(d)地 域 構成 分 析

地 域 構 成 分析 は 、単位 地 域 別 の主成 分 得点 ま たは 因子 得 点 を求 め、

次い でそ れ らを も とに 、汎 距 離行 列 を求 め 、単 位 地 域 の グル ー ピング

に よって地 域 区 分 を行 う とい う 、2段 階 か ら成 って い る。そ れ ら両者

の うち 、前 段 階 につ い ては 、通 常 の主 成 分分 析 ある いは 因子 分析 の プ

ログ ラムが使 用 され る。

そ れ らの うち、R技 法 の因 子分 析 には 、R-MODEFACTOR

ANALYSISPROGRAM(R.J.Sampson)が あ る。 この ソ フ トウ

エ アは 、IBM1620用 にFORTRAN皿 で書 かれ た もの で 、含

まれ る分 析 は 、① 各 変量 の 偏差 範 囲 ・平均 値 ・標 準 偏差 、② 相 関行 列

③ 適 合度 ・重相 関 変 数(第1変 量 に対 す る)・ 標 準 偏 回帰 式 お よび偏

回帰式 、④ 因 子行 列 、⑤ 各 回 転 ス テ ップ ご との 分散 、⑥(ヴ ァ リマ ッ
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ク ス)回 転 後 の 因 子 行 列 ・共 通 性(コ ミ ュ ナ リ テ ィ)、 ⑦ そ の 他 で あ

る 。

そ れ に 対 し て 、Q技 法 の 因 子 分 析 に は 、Q-MODEFACTOR

ANALYSIS(J.E.Klovan)が あ る 。 こ の ソ フ トウ エ ア は 、IBM

360用 にFORTRANINfで 書 か れ た も の で 、 含 ま れ る 分 析 は 、 ① デ

ー タ 行 列 の 行 ベ ク トル の 平 均 値 、 ② 行 ベ ク トノレの 標 準 化 、 ③ ホ ッ テ リ

ン グ 法 に よ る 固 有 値 お よ び 固 有 ベ ク トル 、 な ら び に ④ 主 成 分 型 の 因 子

行 列 で あ る 。

(e)空 間 的 相 互 作 用 分 析

マ ル コ フ 連 鎖 モ デ ル の 適 用 に つ い て は 、 い く つ か の ソ フ トウ エ ア が

用 い ら れ て い る 。MARKOVI(D,F.Marble)は 、 ① 推 移 確 率

行 列 、 ② 均 衡 ベ ク トル 、 ③ 平 均 第1到 達 期 間 、 ④ 分 散 行 列 を 求 め る プ

ロ グ ラ ム で あ る 。

そ れ に 対 し て 、MARKOVI[(D.F.Marble)は 、 単 純 吸 収 マ ル

コ フ 連 鎖 モ デ ル の ソ フ ト ウ エ ア で あ り 、 ① マ ル コ フ 連 鎖 の 基 本 行 列 、

② 吸 収 ま で の 期 間 の 平 均 値 お よ び 分 散 、 ③ そ の 他 が 求 め ら れ る 。

(f)空 間 的 拡 散 分 析

ヘ ー ゲ ル ス ト ラ ン ド ・タ イ プ の 空 間 的 拡 散 モ デ ル に 関 す る ソ フ ト ウ

エ ア と し て は 、COMPUTERPROGRAMSFORTHEOPERATIO-'

NALANALYSISOFHAGERSTRANDTYPESPATIALDIF-

FUSIONMODELS(Marble,D.F.&S.R.Bσwlby)が あ る 。 こ

れ は 、CDC3400用 にFORTRANIVで 書 か れ た も の で あ り 、

次 に 六 つ の プ ・ グ ラ ム か ら成 っ て い る 。 ① 正 方 形 メ ッ シ ュ の そ れ ぞ れ

に 位 置 づ け た 人 口 が 、 情 報 の 受 容 後 直 ち に 変 革 を 受 容 す る 確 率 が 、 変

革 受 容 者 か ら 同 未 受 容 者 ま で の 距 離 の 関 数 で あ る と す るHSgerstrand

モ デ ル に つ い て 、5行5列 の 平 均 情 報 場(MeanInformationField)

に よ っ て シ ミ ュ レ ー シ ・ ン を 行 う プ ・ グ ラ ムHAAAG、 ②HAAAGシ

ミ ュ レ ー シ ョ ン に お け る 各 段 階 別 の 情 報(変 革)受 容 者 数 の 時 間 的 変
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化(各 段階 別受 容者数 の平 均 値 お よび標 準偏 差)、 同変 化 曲線 に対 し

て標 準 偏 差1以 上 お よび1以 下の シ ミュ レー シ ョン(変 革 受 容)段 階

別 平均 受 容 者数 を求 め る プ ・グ ラムHAGPLOT、 ③HAAAGシ ミュ

レー シ ョンの各 段階 別 の情 報(変 革)受 容 者数 の 空 間的 分 布(各 メ ッ

シ 。 別)を 求 め るHAGMEVARの ・者to・ ・ グ ・・一 プ を 成 して い る.ま

た 、 こ の ソ フ ト ウ エ ア に お け る い ま 一 つ の グ ル ー プ は 、 不 定 形 メ ッ シ

ュ 上 に お け る 空 間 的 拡 散 過 程 の シ ミ ュ レ ー シ ・ ン を 行 う④ プ ・ グ ラ ム

NONCELA(正 方 形 メ ッ シ ュ 上 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム

HAAAGに 対 応)、 ⑤ プ ・ グ ラ ムNONPLOT(HAGPLOTに 対

応)、 お よ び ⑥ プ ・ グ ラ ムSANDM(HAGMEVARに 対 応)の3者 で'

あ る 。
8)

な お 、H5gerstrandモ デ ル に 含 ま れ る 障 壁 効 果 に つ い て の シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン 用 に は 、SYSTEMATICBARRIERSTUDY,MONTE-

CARLOSIMULATION(R.S.Yuill)が あ り 、 こ れ は 、IBM

7090用 にMAD(MichiganAlgorithmDecoder)で 書 か れ た も

の で あ る 。 さ ら に 、 前 記 のContiguityRatioを 用 い て 、H5gerst-

9)

randモ デ ル に お け る 近 接 効 果 を 検 証 す る ソ フ トウ エ ア と し て は 、 既

述 のCONRAT(Anderson,D.L.&M.Cliff)お よ びKCOLOR(M.

Cliff)が 適 用 さ れ る 。

(g)空 間 的 行 動 分 析

P.Gouldら の メ ン タ ル ・ マ ッ プ を 主 成 分 分 析 の 適 用 に よ っ 七 求 め

解 析 す る ソ フ ト ウ エ ア は 公 刊 さ れ て い な い が 、 通 常 の 主 成 分 分 析 の プ

8)障 壁効 果(barriereffect):森 林 や湖 沼な どの障壁 が 、個 人的 接 触 を阻 害 また

は遮断 す るた め に、個 人的 情報 の伝播 を 阻害 ・ 遮断 し、 したが って変 革 の拡 散を阻

害 も し くは遮断 す るとい う、そ の効果

9)近 接 効果(neighborhoodeffect):す で に変革 を受容 した人 に近 接 して いれば

い るほ ど、 その 人 との接触 の 機 会 が多 く、 したが って、変革 につ いて の個 人的 情 報

を受 け取 る機 会 が多 いため に 、新 しい変 革 受容 者 は 、すで に変 革 を受 容 してい る人

の近 くに 出現 す る確率 が 高 い とい う、そ の効果 。
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ロ グ ラ ム を 用 い てmodifyす れ ば 、 同 ソ フ ト ウ エ ア の 作 成 は 可 能 で あ

ろ う(未 入 手)。

2.3今 後 の 計 画

本 研 究vak・ け る 上 記 の 第2段 階 の 作 業 に つ い て は 、 上 記 の ほ か 、

(1)す で に 蒐 集 し て あ る が 内 容 を 充 分 検 討 し て な い ソ フ ト ウ エ ア

② 本 研 究 担 当 者 ら が 作 成 し た プ ロ グ ラ ム

(3)未 入 手 の ソ フ トウ エ ア

が あ る 。(1)に つ い て は 、 例 え ば2次 元 の 地 理 的 空 間 に お け る 平 均 中 心(bi-

variatemean)お よ び メ デ ィ ア ン 中 心(bivariatemedian)を 求 め る プ

ロ グ ラ ムPITTSBURGHVERSIONOFMATPROGRAM(D .R.Se-

ymour)が あ り 、(2)に つ い て は 、 例 え ば 都 市 空 間 の 総 距 離 分 布 を 求 め る プ

ロ グ ラ ムTOTALDISTANCE(石 水)が あ る 。 ま た(3)に つ い て は 、 例 え

ば 、4-VARIABLETRENDSURFACEANALYSIS(Robinson,

G.&K.B.Salih)が あ る 。 そ こ で 今 後 、 ま ず そ れ ら(1)～(3)の 作 業 を

可 能 な 限 り 進 め る こ と を 計 画 し て い る 。

次 に 、 本 研 究 に お け る 第3段 階 、 す な わ ち 蒐 集 ・整 理 し た ソ フ トウ エ ア

の シ ス テ ム 化 を 図 る 作 業 に 入 る 計 画 で あ る 。 こ の 作 業 に つ い て は 、(1)各 ソ'

フ トウ エ ア を 同 一 の 電 算 機 言 語(FORTRANIV)に 書 き 直 し た 上 で 、 テ ス

ト ・ ラ ン を 行 い 、 そ れ に よ っ て 、(2)デ ー タ ・ フ ァ イ ル の 設 計 、 お よ び(3)出

力 結 果 の 表 示 形 式 の 設 計 を 検 討 し た 上 で 決 定 す る 。 そ の 上 で 、(4)対 象 と す

る す べ て の ソ フ トウ エ ア に 対 す る メ イ ン ・ プ ・ グ ラ ム を 作 成 し 、 各 計 量 地

理 学 的 分 析 手 法 の ソ フ ト ウ エ ア を 、 サ ブ ・ル ー チ ン な い し オ プ シ ョ ン の 形

で 統 合 ・ 整 理 し 、 利 用 上 の 簡 便 化 を 図 る 。

最 後 に 、 本 研 究 に お け る 第4段 階 、 す な わ ち シ ス テ ム 化 し た 計 量 地 理 学

的 分 析 に 関 す る ソ フ ト ウ エ ア の 出 力 結 果 を 解 釈 し利 用 す る た め の ガ イ ド ブ

ック 作 成 の 作 業 に 入 る 計 画 で あ る 。 従 来 、 個 別 的 な ソ フ ト ウ エ ア の 出 力 結

果 に つ い て さ え 、 そ の 計 量 地 理 学 的 情 報 を 充 分 活 用 し 、理 論 構 築 ・予 測 お

よ び 計 画 面 へ の 利 用 が 図 ら れ て い る と は 、 必 ず し も い い が た い 。 そ の 意 味
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で、 この 第4段 階 の作 業 は い重 要 な意 義 を もつ と考 え る。 そ こで 、都 市化

事 象 に関 す るデ ータ につ い て 、上記 第3段 階 でシ ス テ ム化 した計 量地 理 学
10)

的 分析 手 法 の ソ フ トウエ ア、GIS-QG(VersionI)の 適用 を繰 返 し、出

力 結果 の解釈 ・利 用 の た めの ガ イ ドブ ックを 、有用 性 を もった もの と して

完 成 す る よ う努 め る計画 で ある。

●

10)GIS-QG(VersionI)

Geography,VersionI・

GeographicInformationSystembyQuantitative
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2.「 日 本 の 医 療 の

シ ミュ レー シ ョン ・モ脅 レ」

研究責任者 東京大学 医学部助教授 開 原 成 允

共同研究者 東京大学 医学部助教 授 藤 正 巌

東京都老人総合研究所助手 川 村 昇

、

1.は じめ に

現在 、 日本 の 医療 の現 状 を把 握 す る ため に種 々の統 計 調査 が 、毎 年 又 は そ

れ以 上 の頻 度 で行 われ 、そ の結 果 が発 表 さ れ てい る。 こ う した統計 調 査 を行

い発 表 してい る のは 、単 に国等 の 公的 機 関 に限 らず 、民 間機 関 や国 際 機 関 に

お い て も、か か る統 計類 の整備 に大 きな努 力が は らわれ て い る。

こ う した統計 類 は 、現在 の 医療 の実 情 を調 査 しそ れ を発 表 す る とい う点 に

も1つ の意 義 が あ る。 しか し、最近 では 医療 の分 野 に も計 画性 の概 念 が 導入

され た結 果 、 こ うした統 計 は将来 の 医療 の あるべ き姿 に対 し、計 画性 を も、っ

て対 処 す るた め の基 礎 的資 料 と して 、増 々 大 きな重 要性 を もつ よ うに な って

い る と考 え られ る。

日本 に おい て も、医療 関 係 の統計 類 は 著 し く多 い。そ の数 は 、恐 ら く100

をは るか に越 え る もの であろ う。 又公 的機 関 の発 表 す る こ うした統計 類 は 、

そ の正 確 さに お い て世 界的 な水 準 に ある ことは広 く認 め られ て い る と ころ で

あ る。

しか し、 日本 で 多 く発 表 され てい るか か る統 計 類 の利 用 方法 につ い ては 、

まだ十 分 開発 され て い ない よ うに も思 われ る。現 在 多 くあ る医療 統計 の間 の

相互 の関 連 性 や相 互 の影 響 につ いて は 、 あま り知 られ てい な い し、又 、将来

の 日本 の医療 の動 向 を予測 す る手 法 も、ま だ十 分 開発 され て い ない 。す で に

の べ た如 く、か か る統計 類 の もつ 大 きな意 義 は 、過去 の 日本 の医療 の実 態 を

記述 す る よ りは む しろ、過去 のデ ータ分析 か ら、将 来の 計画 の基 礎 デ ータ を
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得 る こ とに ある こ とを考 えれ ば 、統 計値 の利 用 方法 に 関 して は 、更 に 多 くの

研 究 が必 要 と考 え る。

ここに行 った研 究 は 、以 上 の よ うな観 点 に た って、国 又 は地 方 自治体 レベ

ル で調 査 され た統 計値 を分 析 し、将来 を予測 す る一 つ の手 法 を確 立 しよ う と

す る もの で ある。 ここに用 いた手 法 は 、 コン ピュータ ・シ ミ ュ レー シ ョンで

ある。

す なわ ち、 日本 の医療 の シ ミュ レー シ ョンモ デル を作 成 し、 この 中で 、種

々の統計 値 の相 互 関連 を分 析 し、そ の結 果 か ら将 来 の動 向 を 、予測 値 と して

計 算 しよ う とす る もの であ る。

かか る手 法は 、ま だ決 して完成 した手 法 とはい い難 い 、否.む しろ 、未 だ

多 くの批 判 もあ り、そ の用 い方 を語 れ ば 、有 害 で ある場 合 さえ もある で あろ

う。

しか し、これ ま で行 わ れ た他 分 野 の研 究 にみ る如 く、他 の手 法 に よっ ては

達 成 し得 ぬ結果 を導 き出 し、一 つの議 論 の素材 を提 供 す る こ とは 十分 可能 で

あ る。す で に経 済 予測 や 産 業 界 にお い ては 、 かか る シ ミュ レー シ ョン ・モ デ

ルの手 法 は 多 く用 い られ 、一定 の成果 を収 め て きた が 、医 療 の世 界 で は 、未

だ この よ うな試み は 少 な い。 した が って 、 ここに一 つ の試 み と して、 か か る

手 法 を医 療 の世 界 に も導 入 し、そ の成果 を世 に 問 うこ とは 、十 分意義 が ある

と考 え る。 これ が 、 こ こに本研 究 を着 手 す る に至 った経 過 で ある。

仰

2本 研 究 の目的

本研 究 の第一 の 目的 は 、 日本 に おいて過 去 に発 表 され た 多 くの 統計 類 が 、

相互 に矛 盾 な く、一 つの整 合性 を もって説 明 し得 る よ うな シ ミュ レ ーシ ョン

・モデル を作 る ことに あ る。 この ことは 、い いか え るな らば 、 日本 の医療 の

各 分野 ご との反 映 で ある種 々の統 計値 の 、相互 の動 きを関連 さ せ つつ分 析 し、

そ れぞ れ の変数 の間 に 内在 す る 関数 関係 を 、明 らか にす る こ とに他 な らな い。

また 、 こ こで作 られ た モ デル は 、 日本 の国 全 体 の マ ク ロ レベ ル の モデ ル で

あ る。そ れ は 、現在 あ る種 々の 統計 値 が 、国 とい う単 位 で発 表 され 、そ れ以
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下の 単位 では 、著 し く値 が得 に くい とい う実 情 に よる。 しか し、こ こで研 究

され て い る手 法 は 、他 の レベ ルの 問 題 に対処 し得 ないの で は な く、十分 な デ

ータ さえ あれ ば 、 よ り小 さな単位 の 医療 の問題 の解析 に も、十 分 用 い得 る も

の で ある と考 え る。

本研 究 の第2の 目的 は 、第1に 設定 した 目的 が 、 ある程 度 達 成 され た上 で 、

そ の結 果 に基 き 、将来 の 日本 の 医療 を予測 しよ う とす る もの で あ る。過 去 の

統計 値 の 間の 、相 互 の 関数 関係 が 明 らか に なれば 、そ の 関数 関 係 が 、将 来 も

持 続 す る もの と仮 定 して 、将来 を 予測 す る ことが 可能 とな る し、又 、種 々の

政 策 の 変化 をそ の 中に適 応 して み る こ とも又 、可 能 とな る で あろ う。 これ が

本 研 究 の 目標 の第2で あ る。

しか し、将 来 とい って も、前 節 での べ た如 くそ の範 囲 は広 い 。 こ こで 、一

応 の 目標 と定 めて い る のは 、現 在 を起 点 と して 、20年 以 内 の動 向 で あ る。

こ の期 間 を 目標 と して い る のは 、過去 に得 られ たデ ータが主 と して 、15年

間 の もので あ るか らで あ り、過 去 のデ ータ を越 え て予測 す る こ とは 、か な り

の 無理 が ある と思 われ るか らで あ る。

次 に問題 に なるの は 、 「医療 」 とは 、何 を指 すの か とい う点 で あろ う。 医

療 とい う言 葉 の意 味 す る所 は 、 著 し く広 く、種 々の経済 的 因 子 や 社会 的 因 子

迄 、相互 に関連 を もって い る。 したが って 、一 つ の考 え方 は 、 医療 モ デル と'

い う ものが 、独立 して存在 す る とは考 え られ ず 、 日本 の社 会 とい うモ デル の

中で 、そ の 一環 と しての み 医療 モ デルが 、考 え られ る とい う もの で あ ろ う。

この考 え方 は 、十 分根 拠 を もっ もの で あ り、事 実 、後 に ものべ る ご と く.

医療 の統 計 値 は 、種 々の社 会 的 な因 子 と、深 い かか わ りあい を もって い る よ

うに思 われ る。

しか レ、こ こで は 、一 つ の ス テ ップ と して 、か か る社 会 的 な因 子 の影 響 は

一 つ の外 的 な変数 と して
、モ デル の 中 に導入 す る こ とと し、 医療 モ デル の 中

・の変 数 が
、逆 に社 会 に影 響 を もつ よ うな こ とが 、比 較的 少 な い よ うな所 に、

そ の境 界 を定 め 、 モ デル を作 って い った 。確 か に 、医療 の 問題 は 、長期 的 に

み た場 合 、 日本 の経 済 社 会 に大 きな影 響 を もた らす で あろ う。 しか し、 こ こ
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で想定 した20年 の 範 囲 にお いて は 、医療 が 経 済 ・社 会 に影 響 を及 ぼ し、そ

の影 響 が再 び医療 にか え って くる よ うな事実 は 、無 視 し得 る もの と考 え て 、

まず 最 初 の ア プ ロー チ を試 み たの で ある 。

5.方 法

図1に 、医療 モ デル の基 本 的 な考 え方 を示 す 。本研 究 にお いて用 いた手 法
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モ デ ル の 基 本 的 考 え 方

斗

は 、基 本 的 に は 、人 ・物 ・又 は資金 が 、 ある率 を もって流動 して お り、そ の

間 に 、相 互 に影 響 を与 え あ う関数 関係 が 、存 在 す る と考 え る考 え 方 で あ る。

この考 え 方は 、シ ステ ムズ ダイナ ミックス と共通 す る もの で あるが 、シス テ

ムズ ダイナ ミ ック スの如 く、将来 の トレン ドを予測 す る ことを 目的 と して 、

で き る限 り多 くの 変数 を 、内性 化 して い くの では な く、まず 、上記 の考 え 方

に た って 、各 統計 値 の相互 関係 を 、分 析 してい こ うとす る もの で あ る。

本 研 究 は現 在 も継続 中 であ るの で 、 こ こでは これ迄 に分析 の行 われ た 医療

需 要 の分 析 につ い て記 す 。

図2は 、 医療 需 要 モ デルの 基本 的 な考 え方 を示 した もの で あ る。 人 口を健

●

4
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≡

図 一2モ デル の基 本 構造1

康 人(X1)、 無 自覚 の病 人(X2)、 自覚 は してい るが 医療 機 関 にか か っ

てい な い病 人(X3)、 医療 機 関 にか か って い る病人(X4)の4つ の レベ

ル に分 割 した。健 康 人 が病 人 に なるの は 、疾 患 発 生 の要 因 が作 用 し、そ の発

生 率 は 、主 に環 境 の 変化 や予 防 医学 の発 達 に よ り影 響 を受 け る。無 自覚 の病

人 が 自覚 す るた め の要 因 と して は 、文化 や教 育 の影 響 が考 え られ る。 た とえ

ば 、無 自覚 の病 人 が 、そ の病 気 の教 育 を受 け る こ とに よ り、 ま た 、 テ レビ等

でそ の病 気 が話 題 に な り、一 般 の人 々の関心 が 高 ま る こ とに よ りそ れ を 自覚

す る。病 気 で あ る事 を 自覚 したす べ て の人 々が 、医療機 関 に かか って い る訳

で は な く、医療機 関へ のaccessibilityが 作 用 して いる。 このaccessibility

は医療 供 給 側 の 要 因 と 、個人 所 得 、医療 保険 給付 率 の経 済 状 態 に よ り決 定 さ

れ る。 医療 機 関 に か か ってい る人 の大 部分 は 、再 び健康 人 へ もど るが 、 この

時 作用 す る回復 率 は 、医療 供 給 量 と、治療 医学 の進 歩 に関 係 して い る もの と

思 わ れ る 。

各 レベ ル 間 の流 水 量(レ イ ト)を 決 定 す る係 数 をCRと す れ ば 、医 療 需要

モ デル は、数 式 的 に

dX1 -CR1・XT十CR9・X2十CR10・X3十CR5・X4 -CR2・Xl
dt
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dX2 _CR2.X1_CR9・X2-CR3・X2

dt

dX3 -。CR3.X2-CR9・X3-CR4・X3
dt

dX4 =CR4.X5_CR5・X4-CR6・X4

dt

XT=X1十X2十X3十X4

と な る 各 要 因 の 影 響 は 、 年 令 的 に 異 な っ て い る と考 え ら れ る の で 、0～14

才 、15～44才 、45～64才 、65才 以 上 の4つ の ブ ・ ッ ク に 分 割 し た

階 層 的 な モ デ ル を 、 実 際 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 用 い た 。(図3)

一◆0-14yrs

－←15-44yrs

→45-64yrs

自[ゴ 一65-yrs

図 一3モ デル の基 本構 造2

さて 、 われ われ は 、 この 中の人 口構 成CR2、CR3、CR4、CR5を 医療 需

要 に関係 あ る最 も基本 的 な因 子 と考 え る こ とと し、 これ らの動 向が 医療 需 要

を大 き く左右 す る もの と考 え た。 従 って 、医療 需 要 の動 向 を この因 子 の 変化

に還 元 して分 析す る とい う方 針 をた てた 。

t

●

ぐ

4.利 用 し た デ ー タ

利 用 し た デ ー タ は 、 次 の と お り で あ る 。

ま ず 、 レ ベ ル に 関 す る 統 計 値 を 表1に 示 す 。

X1か らX4迄 あ る が 、 こ の う ちX1、X2は 、 統 計 値 と し て は 得 ら れ な
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表 －lLevel及 び 関 係 あ る 統 計 値

b

記 号 名 称 関係ある統計
甫

Xl 健 康 者 ・

X2 無 自覚 の有病者

X3 医療機関にかかっていない病人

X4 現在医療機関にかかっている病人 受療率

ΣX 全 人 口 人 口動態

X3十X4 自覚 してい る有病者 有病率

い 。X3に つ いて は 、有病 率 に 人 口 を乗 ず る こ とに よ り有病 者数 が 得 られ る

か ら、 これ か らX4を 減 ず る ことに よって 、求 め る ことが で き る。

X4に つ いて は 、受療 率 に人 口を乗 じた もの に 、更に診 療 間 隔 を乗 ず る こ'

とに よ り求 め られ る。 す な わ ち 、次式 で あ る。

x・ 一人 ・ ・警警 ・瀕 間隔(日)

フ ロー に関係 ある統 計値 と しては 表2に あ る如 くで ある。

表 一2係 数 及 び関係 あ る統 計 値

■

記号 名 称 関係 あ る統計

Rl 出 生 率 出生率

R2 罹 患 率(理 論値)

R3 無自覚の患者が自覚するようになる率

R4 有病者 が患者 にな る率 初診患者数

R5 患者 が回復 す る率 一疾患あた鳴 病日数

R6 患者 が死亡 す る率 死亡率

R7 前の年冷層 か ら移 っ てくる率 (人 口動態統計)

R8 次の年令層 へ移行 す る率 (人 口動態統計)

R9 無 自覚 の病人 が自然 に回復す る率

RlO 有病者が医療機関に頼 らずに回復する率 医療機関選択率

R7及 びR8は 、本 モデル が4つ の年 令 階 層 か ら成立 して い る ため に 、 こ
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の年 令 階 層 の間 の フ ローを示 す係 数 で ある。

R2は 、健康 な人 が病 気 に な る真 の意 味 での疾 患 発 生率 で ある。 しか し、

病 人 は 、 この状 態 にお い ては 、ま だ 自覚 して い ない ため に 、 この 「真 の意 味

での疾 患 発生 率 」 を 、測 定 す る こ とは不 可能 とい う他 は な い。 した が って 、

この モ デル の計算 に おい て は 、す で にの べ た如 く、 この率 は一 定 とい う仮 定

を 設け て 、そ の率 を推 定 し、計算 を行 ったの で あ る。

R2と 同様 に 、R3も 測定 す る ことは著 し く困 難 であ る。 したが って 、 こ

の係 数 は 、 この モ デル の 中の未 知 数 と して求 め られ た。

R4は 、 自覚 して いる病 人 が 、診 療機 関 にか か って い る病 人 に変 る係 数 で

あ る。 この係数 は 、現在 、 発表 さ れて い る統 計 値 の 中で は 、初 診患 者 数 が対

応 す る 。た だ し、 この 相対 的 な変化 は 、十分 意 味 を もつ もの と考 え られ るが

そ の実 数 は 、必 ず しも、他 の統 計値 と十 分 な整 合 性 を もって い ない 。

R5に あた る統 計値 は 、 現在 発 表 さ れて い な いが 、 この 率 に関 係 ある統 計

値 と して 、患者 調 査 の 中に 、一疾 患 あた りの疾 病 日数 が あ る。 これ は 、平 均

値 と して 示 され て な く、そ の分 布 が記 載 され て い るが 、 この1疾 病 あた りの

傷病 日数 は 、そ の逆数 が 、回復 率 と密 接 な関係 を もつ。 理 論 的 に は 、 も し、

X4の レベ ルか ら流 出 す る フ ロ ーがR5の み で あれば 、等 しくな る筈 で ある

が 、実 際 には 、X4か らはX6と い うフ ロ ー も流 出 してい る。 しか し、R6

は 死亡 率 で あ り、疾 病 の 回復 に比 べ れば 、著 しく低 い値 で あ りほ とん ど無視

し得 る。 した が って 、傷病 日数 の 逆数 をそ の ま ま回復 率 と考 え られ て も、ほ

ぼ 、誤 りは ない もの と考 え られ る。 しか し、実際 に発表 され て いる統計 値 は

分布 が 示 され て い るのみ で あ り、又 、か か る値 は 、一般 に正 確 性 を期 す る こ

とは 、著 しく困難 と思 われ る。 したが って 、相 対的 な傾 向 を重 視 して 、モ デ

ル の 中に この値 をあ ては め てい った。

R9は 、無 自覚 の うちに病 気 が 直 る率 で あ るが 、 これ も統計 か ら求 め る こ

とは不 可能 で あ り、未 知数 と して他 の変 数 か ら求 めた。

R10は 、医療 機 関 にか か る こ とな く、健 康 人 に戻 って い く率 で あ る。 こ

れ は た とえ ば 「薬 局 で薬 を買 って のん でカ ゼ を なおす 」 人 に相 当 す る。 これ

一20一

⑨

4



b

■

に対応 す る統 計 値 は 、患 者 調査 の 中の 医療機 関選 択 率 が あ る。

5.結 果

5.1過 去 の医 療 需要 増 加 を説 明す る係 数 の変 化

1955年 か ら1975年 に至 る、過去 の 医療 需 要関 係 の 統計 値 の変化

を説 明す る ため に は 、 この モ デ ルの 中 で定 義 され た係 数 は 、 どの よ うな動

きを示す と考 え るべ きで あろ うか?

図4は 、 この係 数 の変 化 を示 してい る。
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図 一4係 数 の年 次 変化

横 軸 は時 間軸 で あb、 左 端 が1955年 で ある。 又 、 グ ラ フの線 を構 成 し

て い る数 値 は 、モ デ ル の各 レイ トに定義 され た数値 と一 致 してい る。

す なわ ち、 「2」 の変 化 は 、前 節 に おい て のべ た仮 定 に したが って 、一

定 値 と した もの で 、 これ は 、統 計 値 か ら定 め られ た もの で は ない 。

最 下端 に 「1」 で 示す 線 が あるが 、 これ は 出生率 の 変化 を 示す 。又 、 こ

れ には16」 が 重 な って い る。 これ は 、出生 率 、死亡率 共 に他 の 係数 に比

し著 し く小 さい た め基 線 に近 くな って いて 、そ の変 化 もこの グ ラ フ上 では 、

明 らか に な って い な い。

「4」 の変化 は 、外 来 患者 数 か ら推 定 され た値 を代 入 し、他 の値 と整 合

性 を も,たす よ うに定 め た もの で 、1967年 頃迄 上昇 す るが 、そ の後 減 少
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す る。

「5」 は 、一疾 患 あた りの疾 病 日数 の逆 数 か ら推定 した もの で 、次第 に

減 少 の傾 向 をた ど ってい る 。

13」 は 、以 上 の係数 か ら推定 に よ って求 め た もの で あ るが 、著 しい上

昇傾 向 を示 して い る。

「9」 は 、 「2」 の変化 とほぼ 同 じで あ るが 、 「3」 の 上昇 に伴 な い や

や減 少 す る。

以 上 の こ とを医 療 需要 とい う立場 か ら解 釈 す るな らば 、医療 需 要の増 加.

を係 数 の変化 とい う観 点 か らみ た時 は 、大 きな要 因 と して 、

① 無 自覚 の病 人 が 自覚 す る ようにな る率 の 上昇=レ イ ト3の 系数(CR3

と記 す)の 上昇

② 疾 患 の回 復率 の低 下(CR5の 減 少)

の二 つ が考 え られ る。

これ は 、 いわ ば

①10年 前 は 、少 し位 熱 が あ って も病 気 とは 思 わ な か っ た人 が 、最 近 で は 、

少 しで も熱 が あ る とす ぐ病 気 と思 って 医者 にか け こむ とい うこと と、

② 最 近 は 、病 気 が 次 第 に慢性 化 し、一 度 外来 に通 い は じめ る と、一生 医 者

に かか らなけれ ば な らない病 気 が増 え て きた。

の二 つ の数 値的 な表 現 に他 な ら ない 。

CR4の 変化 も興 味 あ る所 で あb、 最 近 の 医療 供 給 の 不足 を示 してい る

よ うに も思 われ るが 、 この段 階 で結論 づ け る こ とは 困 難 で あ る。

5.2過 去 に おけ る医療 需 要増 加 の分 析

す で に5.1に お い て 、係数 の変化 か ら、過 去 の 医療 需 要 の増 大 の原 因 を

推定 した が 、 これ を更 に定 量的 に把 握 す るた め 、次 の 分析 を行 った。

す な わ ち 、1955年 の医療 需 要 を起 点 と して 、一 つ の係数 のみ が変 化

した と仮 定 した時 に 、医療 需 要 は 、 どの よ うに な っ た筈 で あ るか を計算 し、

現在 の 需 要増 の 内部 構 造 を求 め た の で ある。

需 要 を求 め た条件 は 次 の如 くで ある。
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(1)人 口構 成 の 変化 のみ起 り、CR3、CR4、CR5は 、全 て一定 で あ

った と仮 定 した場 合

(2)人 口構 成 の 変化 にCR3の 変 化 の みが加 わ った時 。

(3)人 口構 成 の変 化 にCR5の 変 化 のみ が加 わ った時 。

この計 算 の結 果 を図5に 示す。
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図 一5過 去 におけ る医療 需要 の構 造 解 析

第1の 人 口構 成 の変 化 のみ が起 り、他 の係 数 は変 化 が起 らなか った とす る

と、医療 需 要 は ほ とん ど増加 してい ない。 老人 は 、一 般 に高 い受 療 率 を も

って い るか ら、老 人 人 口が増 加 す れば 、そ れ だけ で も、全 体 の病 人 数 は増

え る筈 で あ る。 事実 、僅 か なが ら、病 人数 は増 加 して い るが 、過 去15年

間 には 、人 口構 成 の 変 化 に よる需 要増 は 、それ 程 大 きな要 因 とは な って い

な い。

これ に対 し、CR3の 変 化 が加 わ った場 合 の病 人 数 の変 化 は 大 き く、全

体 の 需 要増 の50%以 上 を 占めて い る。 又 、CR5の 変化 もか な りの需 要

増 を惹 起 した こ とが解 るが 、 これ は 、CR3に 比 べ れ ばそ れ程 大 きな値 で

は な い。

/
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以 上 の こ とか ら明 らか な こ とは 、過 去15年 間 に起 った変 化 の 要因 と し

ては 、無 自覚 病 人 が 自覚 す る よ うにな る率 の変 化 が最 も大 き く50%以 上

の原 因 を形 作 ってお り、次 い で 、疾病 の慢 性化 が あ り 、人 口 の老 令化 に よ

る需 要増は 、ほ とん ど無 視 し得 る と考 え られ る 。

5.3医 療 需 要の将 来 予測

前 節 ま でに述 べ た過去 の需 要 の分 析 に した が って 、次 に 、将来20年 に

わ た る 日本 の 医療 需 要 の予測 を行 って み よ う。

この時 、前提 と して は次 の もの をお く。

(1)こ のモ デル に 示 され る医療 需 要の 構造 は 、将 来 にお い て もあては ま る

もの とす る。

② 真 の疾 患の 発 生率 は 、将 来 も変化 しない もの と仮 定 す る。

(3)CR3の 増 加 は 今後 も続 くが 、そ の増 加傾 向 は 減少 す る。 そ の理 由 は

CR3とCR9の 和 が1.0/日 を越 え る こ とは 、理 論 上 あ り得 ない 。

したが って 、 上限 は存 在 す る筈 で あ る。 また 、将来 いか に医療 が進 歩

した と して も、疾 患 に罹 患 して 、す ぐに 自覚 す る よ うに な る とは考 え

難 い か ら、1.0以 下の点 で 上限 とな る筈 で あ るか らで ある。

(4)CR5の 減 少 は 、今後 も続 くが 、そ の減 少傾 向 は ゆ っ く りとな る。 そ

の理 由は 、CR3と 同様 で 、CR5が0と なる とい うこ とは、病 気 に

な った人 が なteら な くな る こ とを意 味 す るの で 、0以 下 に な る こ とは

あ り得 ない。老 令 人 口に お い ては 、今 後 、CR5は0に 著 し く近 づ く

と思 われ るが 、若年 層 にお い ては 、CR5は 減 少 す る とは考 え られ な

い。

(5)CR4の 変化 は 、一定 とす る。 これ が一 定 となる ため には 、医療 の供

給 が 、需 要 に十分 追 いつ い て い く必要 が あ る。 この こ とに つ い ては 、

別 に論 ず るが 、 こ こでは 、一 応 この仮 定 にお い て計算 す る こ と とす る。

さて 、以 上の 仮定 に よって計 算 した将来 の 医療 需 要は 、図6に 示 す 如 く

で あ る。
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図 一6医 療機 関 にか か って い る病 人 の将来 予 測

この図 は 、医療 機 関 にか か ってい る病 人 の数 を 、年令 階 層 別 に示 した もの

で あ り、老 人 の患 者 が 、次第 に増 加 してい く傾 向 を示 してい る。

しか し、全 体 と しての患 者数 の増 加 は 、過去15年 間 程急 激 で は な く、

全 体 と して 、増 加 は ゆる やか に な ってい る。 この増加 の ゆ るや か に な る一

種 の 変 曲点 は 、1975年 頃 に あ らわれ 、 これ は 、受療 率 が減 少 を示 した

事実 と も よ く一 致 して い る。

さ て 、前節 に な ら って 、将 来 の医療 需 要増 の構 造 を分 析 してみ る とどの

よ うに な る であ ろ うか。

前 と同 じよ うな方法 に よ り 、1975年 を起 点 と し、
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(1)人 口構 成 のみ の 変化 した時

(2)CR3の み が変 化 した時

(3)CR5の み が変 化 した時

の そ れぞ れ の患 者数 の変化 をみ てみ よ う。 、

この計 算 結果 は 、 図7に 示す 通 りで あ る。 ここで 明 らか な ことは 、過 去

15年 間 の場 合 と異 な り、CR5の 変 化 が 大 きな要因 と して浮 び あが って

きて い る こ とで ある。
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図一7将 来 の医療 需要の予測及 びその構造解析

CR3は 、 これ に比 し、そ の影 響 は 小 さ くな っ てい る。 又 、人 口の 老 令

化 に よる需 要増 も、か な り大 きな比 率 を示 す よ うに な る。

以 上 の事 実 は 、今 後 の医療 需 要 は 、構 造 的 にか な り過去 とは異 って い る

こ とを示 してい る。 増 加の 率 と しては そ れ程 高 くない が 、疾 患 の慢 性化 ・

老令 人 口の増 加 に伴 う医療 需 要 の増 加 とい う、本 質 的 な意 味 での需 要 増 が

将来 の需 要 増 であ る こ とを意 味 して お り、 これ に対応 す るに は、単 に数 の

み の供給 を増 加 す る とい うこ とでは 、最 早 対処 し得 ない ことを 示 して い る

よ うに思 わ れ る。

↓

ガ
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6.結 語

以 上 、ま だ研 究 途 上 で あ るが 、 日本 の医療 モデ ル を作 成 し、 医療 需 要 の分

析 を行 った研 究 の これ ま で の成果 を記 した。

本研 究 は 今後 も継続 して い く もの であ り、諸 方 面 よ りの御 批判 をお願 い し

たい 。

●

■

■
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3.「 公害 制御 の 国民経 済 的効 果 に

関す るシ ミュレーション ・システム」

◆

研究責任者 筑波大学社会工学系教授 宍 戸 駿太郎

共同研究者 筑波大学社会工学系専任講師 和 合 肇

筑波大学社会工学系助教授 丹 羽 富士雄

●

■

■

1.は じ め に

本 研 究 グルー プは既 に昭和49年 と50年 に わた って、 公 害規 制 の 強 化 と

防 除投 資の 増大 を国民 経 済 的 にい か に評 価 すべ きか とい う目的意 識 の 下 に研

究 を続 け て きた。 具体 的 には 、我 国 の産 業 を60部 門 に分 割 し、 公 害 規 制 の

影 響 を部 門別 、 マ ク ロ別 に検 討 し、 その 成 果 はOECD環 境 委員 会 専 門 家作

業 委員 会 な どで報 告 され て い る。本 研 究 は今 ま での これ らの 研究 を さ らに発

展 させ る もの で あ り、 特 に リサ イ ク リング問題 、 デー タ処 理(デ ー タ ・ベ ー

ス) 、 各 種情 報 の プ レゼ ンテー シ ョンの シス テ ム化 を 目的 と して い る。

(1)リ サ イ ク リング デー タ の 収集

リサ イ ク リング の対 象 は産 業 及 び生 活廃 棄物 に別 かれ 、 産業 廃 棄 物 の デ

ー タは各 産業毎 に、 生 活廃 棄物 の それ は 、地 方 自治体 の一部 で収 集 され て

い るが 、 充分 で は ない。 従 って、先 ず 、 これ らの デー タ を収 集 し整 備 す る

必 要 が あ る。

(2)経 済 、 社会 、技 術 デー タベ ー スの作 成

本 研 究 を行 うに 当 た って は、 従来 の よ うな一 分野 だけ の デ=タ では な く、

各 分野 にわ た るデー タ が必 要 で ある。 例 え ば、 産業 連関 表 や 、 国民 所 得 デ

ー タ を始 め とす るマ ク ロ関係
、 指標 な どの経 済 デー タ、 価 格 、公 害 な ど に

対す る意 識の 変化 な どの社 会 デ ー タ、 リサ イ ク リング技 術 に 関す る技 術 デ

ー タが あ る よ うな多 種 ・多 量 の デー タ を有 機 的 に結合 し、 か つ効 率 的 な利

用 を 可能 にす るデー タ ・ベ ー スの作 成 を 目的 とす る。
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(3)シ ミュ レー シ ョン

先ず 、 部 門別 公害 デー タの積 み 上げ と して公 害 防 除投 資 の必 要量 を試 算

し、次 に この結 果生 じる資本 コス トの増 大 効 果 を価 格決 定 に反 映 させ る よ

うマ ク ロモ デ ル を再 編成 す る。次 に この 資本 コス トの概 念 を産 業 連 関 モ デ

ル に適 用 し、公 害 防 除投 資 に よる資本 係数 の増 大 に対 す る影 響 を価格 効 果

と所得 効果 の両 面か ら総 合 的 に分 析す る。 更 に意識 変 化 と リサ イ ク リング

技 術 の変 化 か ら産業 連 関表 の技 術 系数 等 の 修 正 を行 い、 産業 構 造 の変 化 、

輸 出 入構 造 の部 門 別の 質 的変化 、そ して公 害政 策 の 総合 的 評価 を各 種 シ ミ

ュ レー シ ョンを通 じて行 うもの で あ る。

次 に この よ うに して、 得 られ た結 果 を単 に数 表 や 図表 化す るだけ で な く、

オ ンラ イ ン ・リアル タ イ ムの マ ン ・マ シン コ ミ ュニケ ー シ ョンの利 点 を最

大限 に利用 して、 シ ミュ レー シ ョンの効 率 化 、合 理 化 を 図 る。

ぺ

2.研 究 概 要

昭和40年 代 の 後半 にな ってか ら、公 害 問題 が次 第 に深 刻化 し始 め、 公 害

規 制 を強化 す る必 要性 が 主要 産業 一 と くに重 化学 工 業 部 門 を中 心 と して重 要

視 され る よ うに な った。 公 害防 除 のた め の投 資 活 動 は、45年 前後 を境 とし

て急 激 に増 大 し始 め、 国民 経済 に与 え る効果 も拡 大 す る傾 向 に あ り、 昨 今 の

不況 下 に あ って も、 この ため の投 資 は依 然 と して増 加 の一 途 をた ど って い る。

公害 規 制 の 強化 と、防 除投 資 の増大 を 国民 経 済 的 にい か に評価 す べ きかが 、

以 下わ れ われ の課 題 で ある。

通 常 の ミ ク ロ分析 の立場 か らは、公 害 発 生部 門 での 公害 防 除 費用 の 自 己負

担(従 来 は被 害 者 が金 銭 的 に、 あるい は非 金 銭 的 に負 担 してい た部 分 の 自 己

負 担)、 す なわ ち、外 部 効果 の 内部 化 に よる影 響 は 、 費用 と価 格の 上 昇 を通

じて需要 量 の減 少 を もた'ら し、 この ため に生 産 と雇 用 は低 下 し、 当該 部 門 の

設備 投 資 もま'た減 少 す る。 しか し この こ とは マ ク ロ的 にみ る と、 か な り異 な

った効 果 とな って現 われ て くる。 まず公 害 防 除機 器製 造 部 門の生 産 は拡 大 し、

これ が 関連 部 門 に対 して波 及効 果 を もた らす のみ で な く、 所得 の 増大 が さ ら

4
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に 消 費 と投 資需 要 と を誘発 させ る と言 うケイ ンズ 流 の有 効需 要 と雇 用 の上 昇

と な って現 わ れ る。 さ らに ミク ロ的 観点 で は あるが 、拡大 効 果 を伴 う もの と

して 、公 害発 生 部 門 とは競 争的 な産業 を考慮 す る必要 が ある。 例 えば 、化 学

工業 に おけ る公 害 費 用 の増大 は、 割 高 の化学 繊 維 か ら割 安 の天 然 繊維 へ と需

要 の シフ トを もた ら し、 この結 果 、前 者 の 生 産縮 小は、 後 者の 生 産拡 大 に よ

って か な り相 殺 され る可能性 が生 じる。 この場 合 には、 有 効需 要 全体 の 減少

は 比 較 的軽 微 に 止 ま る公 算 が大 きい。

一方 やX中 期 的観 点 に立 つ と
、 公 害規 制 の 強化 は、公 害発 生 比 率 の高 い老

朽 資産 の陳 腐 化 を著 る しく促 進す る傾 向 が あ るか ら、 この結 果 補 填投 資へ の

需 要 が増 大 し、 こ ＼で も、有 効需 要 の拡 大 が 生.じる。

今 回 の分 析 計 画 では 、 とbあ え ず部 門 を20部 門 前後 に分割 し、 公害 規 制

の 影 響 を部 門別 な らび に マ ク ロ別 に検 討す る予 定 で ある。 まず、 第 一 ス テ ッ

プ と して、 公 害 関係 の デー タ の収 集 とモ デル の基 礎 とな るマ ク ロ、 な らび に

1/O面 での デ ー タバ ン クの 作成 を行 わ な くては な らな い。 この ため 、以 下

に お い ては 、 公害 規 制 の 効果 をマ ク ロ面 にの み しぼ って、 予備 的 な分 析 を試

み る こ と と した。 また 、今 回 の作 業 に用 い られ た 公害 デ ータ と、 マ ク ロな ら

び に1/O関 係 の デー タバ ンクの構 想 につ い ては そ の概略 を後述 す る。

'

●

5.年 次 マ ク ロモ デ ル によ る分 析

まず マ ク ロモ デル で あ るが 、後 述 す る部 門 別 公 害 デー タの つ み 上げ と して、

公 害 防 除投 資 の必 要 額 を 試算 し、 つ ぎに この結 果 生 じる資本 コス トの 増大 効

果 を価格 決 定 に反 映 させ るため に、 そ れぞ れ の価 格 決定 関数 に修正 を施 した。

通 常 の価 格 決 定 関数 は 、 コス ト要 因 と しては 単位 労働 費 用(unitlabor

cost)を 、また需 給 要 因 と して は 稼動 率指 数 を用 い てい るが 、 この方 式 では

公 害防 除 費 用 の よ うに 、殆 ん どが 資本 費用 で あ る よ うな場合 の価 格 形成 には

不 向 きで あ る。 した が って価格 決 定 関数 には 以 下 の よ うな総 合要 素 費 用 を導

入 し、 これ に よ って 資本 コス トの上 昇 効果 を反 映 させ る こと と した。
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(1)f=(or・Lw十JUu・Lu+1)た ・Kp)/q

　うを
(2)1)cp=F(f,Pp,Pπe,ML-1)

記 号:f=総 合 要 素 費 用 、or==賃 金 、Mu=:個 人 業 主 一 人 当 賃 金 、Lω=雇 用

者 数 、Lu=個 人 業 主 数 、Pk=単 位 当 り 資 本 使 用 費 用 、Kp=民 間 資

本 ス ト ッ ク 、V=実 質GNP、Pcp==消 費 支 出 デ フ レ一 夕 、Pp=公

共料 金 指 数 、Pme==輸 入価 格 指数 、 万言=通 貨 供 給残 高、 なお(2)式

は 対数 関 係 で表 わ さ れ てい る。

す なわ ち、(1)式 のfは 全 産業 の平 均 単位 当 り総 合要 素 費 用 で ある か ら、理

想 を云 え ば② 式 に は消 費支 出に 見合 うウ ェイ トに変 換 して 推定 す る方 が 望 ま

しい。 しか し この た めに は、 消 費支 出部 門 用のLw/VやKp/γ の デ ー タが 必

要 に な り、 モ デル を不必 要 に複雑 化 して しま う恐 れが あるの で、 これ は次 回

の多部 門 モデル の 分析 に譲 る と して、 今 回 は、 各最 終 需要 別デ フレ一夕にすべ

て この(1}式 のfを 一率 に費 用変 数 と して使 用 す る こと と した。 なk・(1}式のPk

は 、 資 本 の 使 用 韻 用(USER。 。、t。f・api・ ・1)で 、 法 人 税 率(Rn、

利 子率(i)、 資本 財 価格(Piρ)、 償 却率(dp)の4者 か ら構 成 さ れ て い

る。(す なわ ち、Pk==〔(i/100)/(1rRl)〕 十dp)。 このD.Jorgenson

型 の資本 コス ト概 念 を60部 門別 の 産業 連 関 モ デル に適 用 して公害 費用 の測

定 を行 った最 初 の試 み は、 宍 戸〔1〕にあるが、 これ と連動 したマ クロモデ項2〕は、

単位 労 働 費 のみ か ら費用 変数 が構 成 され て い た。今 回 の 分析 は 、産 業 連 関 モ

デル との連 動 前の純 粋 にマ ク ロ的 実験 では あ るが 、 公害 防除 投 資 に よる資 本

係 数 の増 大 が 、 仇 を通 じて費用 と価格 に直 接 影響 す る点 で は よ り斉合 的 で あ

り、 これ に よ って需 要 収縮 的 な価 格 効果 と需 要拡 大 的 な所 得効 果 とを総 合 的

に分析 す る こ とが 可能 と なる。

基 礎 とな った年 功 マ ク ロモデ ル は、 構 造 方 程 式 は35本 、定 義 式 は41本

4

鳥

〔1〕Shishido,S.andA.Oshizaka:ttEconometricAnalysisoftheIm-

pactsofPollutionControlinJapan",OECDmimeo.1975

〔2〕 宍 戸 駿 太 郎 ほ か:「 短 期 経 済 予 測 マ ス タ ー モ デ ル の 研 究 」 経 済 企 画 庁 経 済 研 究 所,昭 和

45年 一
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の計76本 の連 立 方程 式 シス テ ムで、(1)資 本 費用 の導入 、(2)価 格体 系 と分 配

構造 との 斉合 性 、(3)金 融、 財 政 、 国際 収 支の三 者 を結 合す る通 貨 の 需給 バ ラ

ンスの 導入 、 な どの 面 に重 点 を置 い て開発 が行 わ れ た。 構 造 パ ラメ ー タ の推

定 に当 っては、 単純 最小 自乗 法 と主 成 分 分析 に よ る二 段 階最 小 自乗 法 の2種

類 が試 み られ たが 、 現在 の とこ ろ後者 は ま だ完 全 に作業 が終 ってい ない の で、

前者 を採用 す る ことに した。OLSに 固有 の偏 りが乗数 分 析 な どには若 干 現

われ る可能 が あ る こ と をあ らか じめ断 ってお・きた い。

シ ミュ レー シ ョンは 三 つ の ケー スにつ い て行 わ れ 、第 一 の ケー スは 公害 防

除投 資lpeの 効 果 を、第 二 の ケー スはIpeが 補 填 投 資(Rp)を 誘 発 す る もの

と して、両 者の総 合 効 果 に つ い て分析 を行 った もの で あ る。IpeとRpの 関係

に つい て は、 当 面の 暫 定 的 な仮 設 と して△∬pe=△Rpと し、企業 は[>d(p=・AKp.i

を当 面の 目標 とす る と仮 定 してみ た。す なわ ち、 ∫μ の 増 加 に よる資 本 コス

トの上 昇 を避 け る ため に、 ∫戸 の増 分 をRpの 増 加 に よ って相 殺 し、Kpを コ ン

ス タン トに維 持 す る とい う前 提 で ある。 この場 合 には、 費 用 の 上 昇要 因 は減

少 す るが、 生 産能 力 の拡 大 要 因 もまた小 さ くな る。

表 一1はIpeの み の 効果 を計 測 した もの で、 有 効 需要 の拡大 、 と くに実 質

GNP(V)の 拡 大 は顕 著 に現 われ てい る。 一方 、要 素 費 用(ア)の 上 昇 に

表 一1

公 害 防 除 投 資(∬pe)の 効 果(ケ ー ス1)

48 49 50 51 52
、

1. 前 提: △1ρ θ 1.69 L73 1.89 227 1.22
一一 ー ー 一 一___ 一 一 一 一 一 一

皿. 結 果:
"
△ γ 4.45 6.Ol 5.30 4.00 一1 .15

△ γ6 0.32 1.17 L84 229 224

△1ρ 282 473 4.71 4.10 0.67

△ ∫ 一1 ,4 5.7 14.8 20.0 221

△ ρ lJ 5.8 10.9 15.6 16.4

△ ρc 一 〇.7 28 6.6 10.2 125

△ β∫ 一 〇.84 一233 一1 .78 －L41 0.21

△ML 一 〇.83 一282 一 〇.14 L51 3.65

△z 0.16 0.48 0.55 0.40 ＼ 0.05
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よる価 格効 果 も大 き く、 これ が それぞ れの デ フ レー タ の価格 上 昇 とな って他

の有 効 需 要、 と くに政 府 消費 、 政府 投 資、 住宅 投 資 を相 当に 削減 してい る。

しか し他 方 での 民 間設 備投 資 と個 人消 費支 出 の増 大 が大 巾に 上廻 るた め実 質

GNP全 体 は か な り増 大 す る結 果 とな ってい る。 一方 、国 際 収 支は悪 化 し、

このた め通 貨 供給 は減 少 し、資 金需 給 の ひ っ迫 か ら利 子率 は か な り上昇 して

い るの が 目立 つ。

表 一2は 、 ケー ス2の 資本 の除 却(Rp)の 効果 を追加 した もの で、予 想通

りfとPの 上 昇 は 当初3年 間 は ケー ス1よ り も低 くな るが、最 後 には む しろ

需要 拡 大 の た め にケ ー ス1を 上 廻 る上 昇 とな って い る。 有 効 需要 が3年 目以

降 上 昇 し始 め るの は 、補 填投 資需 要 が次第 に増 大 し始 め る ため で あ って、 長

期 的 イ ンフ レ圧 力 は 、 ケー ス1よ りも高 ま ってい る と見 るべ きで あ ろ う。 利

子率 につ い て も と くに後半 以 降 ケー ス1を か な り上廻 る結 果 が表 れ てい る。

表 一2

公 害防 除投 資(lpe)と 補 填投 資(Rp)の 総 合効 果(ケ ー ス2)

4849505152

1.前 提: △ ∫ρ■ L691.731.892271,22

△Rρ L69L73L892.271.22

L結 果: △ 〃 4,435,735,765,551.17

△ γ6 0.030.58LO31.361.49

△1ρ 2774,615,045.35279

△ ∫ 一263.81L818.124.2

△ ρ 0.85,410,616,620.0

△ ρ6 一1 .31.85.19.Ol3.4

△8∫ 一〇.83-230-L92-205-0.81

△ λイL 一 〇.83-285-0.310.773.00

△ 乞 一 〇.160.470.580.550.33

表 一3は 、 ケ ー ス1の 効 果 を 、Ipeの 有 効 需 要 面 で の 所 得 効 果 と 、 △Kpe

の 費 用 面 で の 価 格 効 果 と に 分 離 し て 比 較 す る た め に 、 と く に 後 者 の 効 果 の み

に っ い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た も の で あ る 。 △Kpeに よ るfの 上 昇 は そ
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れ そ れ の デ フ レ一 夕 を押 し上 げ るた め、実 質 有効 需要 は 明瞭 に低 下の傾 向 を

示 してい る。 通 貨供 給 も国 際収支 の黒字 か ら増大 を続 け て お り、 この た め利

子率 の 低 下傾 向 が 注 目され る。

要 す るに 、 この表 か ら見 る限 りに お いて は、 公 害規 制 に 関す る悲 観 論 は、

所得 効 果 を無 視 した場 合 にの み妥 当す る こ とが 明 らか と な ってい る。

表 一3

公 害 防除 投 資(∬pe)の 価 格効 果(ケ ース3)

4849505152

1.前 提: △ κρθ L69L731.892271.22
-一 一 一 一一 一 一 一 ー 一 一 一

皿.結 果: △ γ 0.010.29-0.42-L46-220

△ γε 一 〇.010.280.480.520.56

△ ∫ρ 0.070.17-0.23-LO9-L94

△ ∫ 1.4234.24.00.4

△ ρ 0.50、91.30.7-2.0

△ ρc 0.71.322230.6

△ β∫ 一 〇」Ol-0 .040.100.600.99

△"L 0,010,050,210,870.90

△ ε 0,000.01-0.03-0.14-0.26

記

∫ρθ=公 害 防除 投 資(実 質)

Ve;能 力GNP(実 質)

∫=要 素 費 用

ρτ=消 費 支 出デ フ レ一夕

ML=通 貨供 給 量

号 表

V=GNP(実 質)

Ip=民 間 設備 投資(実 質)

j('=GNPデ フv－ 夕

Bf=経 常 収 支

ε=全 国 銀 行 貸付平 均 金利

●

今 後 は 、 わ れ わ れの マ ク ロモ デル シ ミュ レー シ ョンの結 果 を、 産 業 連 関 モ

デ ル に フ ィー ドバ ックさ せ て、産 業 別 の需要 構 造 、 生産 と貿 易 の構 造 、雇 用

の構 造 な どの変 化の 分析 が行 われ る。 産 業連 関 モ デル では 、価 格 効 果 と所 得

効果 が 合成 され て部 門 別 の 中間需 要 を誘 発 し、最 後 に、部 門別 の生 産 、輸 入

並 び に雇 用 の 水 準 が 決定 され る。理 想 的 には 、 これ ら部 門別 の変数 の平 均 値

とマ ク ロモ デル の 変数 とは 完 全一 致す る こ とが望 ま しい が、 これ らは、 両 モ

一35一



デル 相 互間 の フ ィー ドバ ックを さ らに繰 返 す こ とに よ って 、 か な り斉 合性 を

高 め る こと も不 可能 では ない。 図一1に 示す よ うに、部 門 別 の価 格 分 析 か ら

始 ま って、 マ ク ロ分 析 を通 じて部 門別 の実物 分析 に終 る形 に、 さ らにそ の 影

響.を価格 ブ ロ ックに持 ち込 む と繰 返 し計 算 は一 層複 雑 に な るが 斉合 性 は さ ら

に高 め られ るで あろ う。

物実

ル

,デモ

融ロ金ク∈マ

格

`価

管

物実

ル

!デ一,モ'〇一/　1、

格

『価

図 一1部 門別 の価 格 分 析

4

4.公 害 デ ータの推 定

まず 、計 量分 析 に おい て 、公 害 因 子 の効 果 を計量 的 に測定 し、 シ ミュ レー

シ ョン分析 を行 うに あた って次 の よ うなデー タの 収 集 と整 備 が必 要 に な る。

公 害 因 子別 に各 産 業vateけ る生 産額 単位 当 りの発 生 額(Py)を 計 測 し、次

に この発生 額 を除 去 す るた め に、 どの位 の 費用 が必 要 で あるか を推 定 す るた

めの公 害 因 子防 除 マ ト リックス(Pa)を 因 子別 な らび に産業 別 に求 め る。 実

際 の公害 の排 出額(Pe)は 、 この発 生 マ トリ ック スか ら防 除 マ ト リックス を

除 い た残 差 と して求 め られ る。 す な わ ち、

●
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Pgij-Pα 輌」=P杉`ゴ

この場 合 、iは6種 類 の公 害 因子 、 ノは20部 門 の産 業 で あb、Pは 生 産

一 単位 当 りの各 種 の公 害 因子 で あ る。

公 害 防 除 費用 に 関 しては 、 簡略 化 の ため に減価 償 却 のみ を計 上 し、経常 費

用 の部 分 は省 略 した。 従 って、公 害 費 用の増 加 は 減価 償 却 費の 増加 で あ り、

生 産 に寄 与 しない 固 定 資本 ス トックの増 加 と して 考慮 して あ る。

さて、 上記 の三 つ の 基本 的デー タの 中 で、経 済 分析 に直接 必 要 な ものは 防

除 マ ト リックス の金 額 表 示 で ある が、 環境 目標 と斉合 性 を もたせ る ため には 、

発 生 マ トリ ックス に関 す るデー タ が不 可欠 で あ り、 これ らが欠 け て い る時 に

は 排 出 マ トリ ックス で表 わ され る環 境 目標 を達成 す る具 体 的 手段 を欠 く事 に

な る。 我 国 で は、 この 種 の公 害 因子 別 、産 業別 の発 生 、 防 除、 排 出 に関す る

デー タは まだ暫 定 的 な もの と言 え る。6種 類 の公 害 因子 の 中 で、 発 生 、防 除 、

排 出 の三 つ が 斉合 的 に得 られ るの は、S(ix、BOD、 及 び産 業 廃 棄 物 の三 因

子 で、そ の 他 の粉 塵 、NOx、COxに 関 す る 資 料 は防 除 額 のみ に限 定 されて

い る。 ところ で、SOxに つい ては 日本 エ ネル ギー 経済 研 究 所 の デー タ を中心

に して試 算 が行 われ て お り、 環境 目標 は環 境 庁 の政策 、 防 除原 単 位 につ い て

は 日本 エ ネル ギー経 済 研 究所 並 び に経 済企 画 庁 資料 か ら試算 を行 った。BOD

につ い ては環 境庁 資 料 を基礎 に推 計 を行 い、産 業 廃棄 物 に関 して も同 様 で あ

るが 、 これ は約15種 類 の産 業廃 棄物 毎 にマ ト リックス を作 成 し、 加 重 平均

に よって最 終 的 に得 た もの で あ る。

以 上の3つ に つ い ては 、 マ トリ ックスの型 式 で デー タが利 用 可能 で あ るが 、

粉 塵 そ の他 とNOxとCOxに ついては総量 と して の政 策 目標 が ある が、 発生 マ

トリ ック スに 関 す る 資料 が な いた め に、直 接 防 除マ ト リックス に つ い ての み

試 算 を行 った。 ま ず、 粉 塵 そ の他 に つい て はSOxデ ータ を経 済 計 画 デー タ と

照 合 し、 検 討 の 上推 計 した もの で あb、NOxに ついて は、 環 境庁 資料 を基礎

にSOxの 防 除 量 と比 例 関係 に あ る もの と想 定 して産 業別 の試 算 を行 ってい る。

COxに つい て は 、 これ も環境 庁 資 料 に よって直接 防 除 費 用 を計 算 してい るが 、

産 業 別 め発生 量 に関 して は 資料 が な い ので、 自動 車製造 部 門 自体 で防 除活 動
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が行 われ る と仮 定 して、 自動 車製 造部 門 の 公害 防 除投 資 に類似 の支 出 と して

今 回は処 理 す る事 と した。

5.経 済 ・社 会 デ ー タ ベ ー ス 、

本 研 究 を 行 う に あ た っ て は 、 従 来 の よ う な 一 分 野 だ け の デ ー タ だ け で は な

く 、 各 分 野 に わ た る デ ー タ が 必 要 で あ る 。 又 、 デ ー タ 構 造 も各 種 の デ ー タ の

特 性 に よ っ て 多 様 な も の と な ら ざ る を 得 な い 。

今 ま で の と こ ろ 、 多 量 の 経 済 ・社 会 デ ー タ を 管 理 し 、 更 に 分 析 可 能 な も の

に す る デ ー タ ベ ー ス と し て は 、CODASYLDBTGReport(1972)等

に ま と め ら れ て い る 様 に い く つ か あ る 。 我 々 が 考 え て い る デ ー タ ベ ー ス は 、

CODASYLDBTGを 基 礎 と し た 、 例 え ばGPLAN/DMS(Generalized

PlanningSystem/DataManegementSystem)と 似 た シ ス テ ム で

あ り 、 む し ろ こ れ を よ り簡 単 化 し操 作 し 易 く し た も の で あ る 。DMSの 構

造 は 図2に 示 す よ う に 、 デ ー タ ベ ー ス と そ の 構 造 を 表 わ す ス キ ー マ 、 そ し て

デ ー タ 操 作 言 語(DML…DataManipulationLanguage)か ら な る 。

ス キ ー マ は デ ー タ 記 述 言 語(DDL…DataDescriptionLanguage)か

ら作 成 さ れ 、 そ れ は デ ー タ ベ ー ス 上 の レ コ ー ド ・タ イ プ 、 ア イ テ ム ・タ イ プ

そ し て セ ッ ト関 係 に 関 す る 記 述 を 含 ん だ も の で あ る 。

DDL言 語 に 従 っ て 各 デ ー タ に 関 す る 情 報 を 書 き 、 そ れ をDDLAnaly-

zerに よ っ て 実 行 し た ス キ ー マ が 作 成 さ れ る 。DMLは デ ー タ の 加 工 、 修 正 、

検 索 、 保 存 を 行 う た め の も の で 、FORTRAN文 の サ ブ ル ー チ ン 、 コ ー ル,

の 形 で 取 扱 う。 ユ ー ザ ー は 、 端 末 か ら 全 体 を 統 括 す る プ ロ セ ッ サ ー に よ っ て

コ マ ン ド を 送 り、 デ ー タ を 検 索 し、 編 集 し、 そ れ ら を プ リ ン ト或 い は グ ラ フ

化 し た りす る 。 更 に 、 登 録 し て あ る ユ ー ザ ー プ ロ グ ラ ム を 実 行 し 、 そ の 結 果

を グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ を 用 い て 図 形 化 し た り、 或 い は グ ラ フ 化 し た

り し な が ら シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う事 に よ っ て 、 い わ ゆ る 計 算 機 と 対 話 し な

が ら作 業 を 進 め る 事 が 可 能 と な る 。

し か し な が ら、 現 在 は ま だ そ の 体 系 の 一 部 が 具 体 化 し て い る だ け で あ り 、
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今 後 の課 題 の一 つ と して考 え る必 要 が あ ろ う。

●

DDL

Analyzer

Data

Deseription

Language

Data

Manipulation

Language

中間

File

図 一2公 害 分析 用 デ ー タベ ー ス

■

6.将 来 の 計 画

公 害 制 御 に おい て最 も困 難 な問題 の一 つ は、 そ の対象 が 広大 無 辺 かつ 悠久

な環 境 であ る こ とで あ り、 ま たエ コ システ ム の一 要 素 と して、 この環 境 と関

係 を持 つ 人間 の価 値 観が 多様 か つ 不安 定 な こ とで あ る。 す な わ ち公害 に関 す

る政 策 の 策定 に あた って は、 政 策 の結 果 の予 測 が 困 難 で ある こと と、 また 予

測 が 可能 で あ って も政 策 に対 す る評価 が各 人 各 様 で コ ンセ ンサ スを得 難 い と

い う二大 困難 を有 してい る。 この二大 難 問 の シ ステ マ チ ック な解決 に挑 戦 し

よ うとす るの が 、 わ れわ れ の将来 の研 究 で あ る。 この研究 に必 要 なデ ー タ ・

パ ンク とシ ミュ レー シ ョン ・ソ フ トウ ェア に おい て は、す でに今 まで の研 究
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にお い てほぼ 準備 され た。 公 害 制 御政 策 の予 測 と評 価 につ い て は、 筑波 大 学

の建 設 計画 を も考慮 しつ つ、 以 下 に述 べ る よ うな公害 制 御の 政 策評 価 システ

ムの 設 計 を計 画 して い る(図 一3参 照)。

この システ ム の 中心 は 、専 門 家 に よる討議 で あ り、 そ の討 議 に よ って まず

各 種 の実行 可 能 な または 計画 中の 政 策が 将来 どの よ うな影 響 を どの よ うに方

knaB

ya

施aD

lPS

&U

.
lD

PC

●

4

バ オベレー.

家に よる

討議

Y㌧ 玉
具 九 ・?ご

図一3公 害 制 御 の政策 評価 システ ム
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面 に及 ぼ す か を 明 らか に す る。 この 討議 に際 しては 図一3に 示 した よ うに、

デ ィス プ レイ装 置 とデー タ ・バ ンクが 縦横 に使 用 され る。 使 用の 目的 は主 と

して、 予 測方 程 式 、条 件 式 の 定式 や 改善 、各 種 デー タ お よび 予測 結 果 の表 示

な どで あ る。 以 上 が この シ ステ ムの第 一 フ ェーズ で ある。

第 二 フ ェー ズ は政 策 の 評価 で あ る。 専 門家 に よる討 論 の過 程 に お い て も、

政 策 結 果 の予 測 のみ な らず 、政策 の 評価 も並 行 して行 われ るが 、 前 述 の よ う

に公 害 、環 境 問題 の 困 難 さ の一 つ は 関係 者 の利害 がふ くそ うして い るばか り

で な く、価 値 観 も変 動 す るの で、 評 価 を専門 家 のみ に任 せ る こ とは 必 ず し

も得 策 では ない。 政 策 の 評価 には な る.べく多 数 の一般 市 民 の参 加 が必 要 で あ

る。 市民 は この システ ム の参 加 に よ り、 問題 の所 在 と将 来 像 を知 り、 自 ら判

断 す る。 した が って 制限 情 報 の下 で の判 断 の不正 確 さや 不安 定 性 は避 け られ

るで あ ろ う。 彼 らは 自分 の意 見を政 策 に対す る評 価 とい う形 で開 陳 す る こ と

が で きる。 ま た社 会 を構 成 す る多 数 の 人 々の利 害 関係 や価 値 観 の 相違 を知 っ

て判 断 す る こ とが で きる。 す なわ ち合 意形 成 の一翼 を担 うの であ る。 この よ

うな システ ムへ の参 加 は 一般 にCATV,TV&Telな ど に よ る の で あ

ろ うが 、 これ らの メデ ィ ア を使 用 す る こ とに よ り、 市民 の 参加 へ の モ チ ベー

シ ョ ンが 高 ま る こ と も当 然期 待 で き る。 この過程 にお い ては 、 デ ィス プ レイ

とデー タバ ン クは、 シ ミュ レー シ ョン結 果 を含 む各 種情 報 の提 示 の ほ か に、

集 計 され た一 般市 民 の 評価 の構 造 分 析(多 変 量解 析 な どの統 計 分 析)な ど も

表 示 され 解 説 され 、 価値 意 識 の 構 造 も明 らか に な る。 また これ に よ って よ

り よい合 意 形成 が 得 られ る で あろ う。

われ われ は この よ うな政 策 評価 システ ム の設計 と実験 実施 に今 後 挑戦 す る

計 画 で あ る。
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4.「 マグロ経済 モデルの国際的結合 による

世界経済 モデルの作 成 と応用 」

4

研究責任者 京都大学経済研究所教授 森 口 親 司

共 同研究者 慶応義塾大学工学部教授 森 敬
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●

1.は じ め に

現 在 わ れ わ れ はGEのMARK皿 シ ス テ ム お よ び 京 都 大 学 計 算 セ ン タ ー の

M-190シ ス テ ム を 利 用 し て 世 界 経 済 モ デ ル の プ ロ グ ラ ム お よ び デ ー タ ベ

ー ス を フ ァ イ ル し
、 慶 応 大 学 お よ び 京 都 大 学 か ら そ れ ぞ れ 端 末 利 用(Silent

700等 の 電 話 線 利 用 に よ る)が 可 能 な 状 況 に あ る 。

わ れ わ れ の 研 究 計 画 は つ ぎ の よ う な も の で あ る 。

DCountryModelの 推 定 、 プ ロ グ ラ ム 化 の 自 動 化

iDAIternativeなLinkageSystemの テ ス ト

LinkageSystemと は 、 各 国 モ デ ル か ら ア ウ ト プ ッ トさ れ る 輸 入 量 と 輸

出 価 格 を イ ン プ ッ ト し 、 ア ウ ト プ ッ ト と し て 各 国 の 輸 出 量 と 輸 入 価 格 を 与 え

る よ う な シ ス テ ム で あ り 、 現 在 ペ ン シ ル バ ニ ア 大 学 、 ス タ ン フ ォ ー ド大 学 お

よ び 京 都 大 学 で そ れ ぞ れ 開 発 が 進 め ら れ て い る 。 こ れ ら のAlternative

Systemを そ れ ぞ れreplaceで き る よ う な サ ブ シ ス テ ム と し て 作 成 し 、 こ

れ に よ っ て 世 界 貿 易 モ デ ル を 、 こ と な っ たLinkageSystemの も と で テ ス

ト し 比 較 研 究 を 行 う。

m)イ ン フ レ ー シ ョ ン の 国 際 的 波 及 に つ い て の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 分 析

国 際 化 し、 景 気 や イ ン フ レー シ ョ ン が シ ン ク ロ ナ イ ズ し て 発 生 す る 現 代 の

世 界 経 済 で は 価 格 上 昇 が 世 界 的 に 波 及 し て ゆ く過 程 を 計 量 的 に 分 析 す る こ と

が 必 要 で あ る 。 ま た 進 行 す る イ ン フ レ ー シ ョ ン に 対 し て 各 国 の 政 策 的 対 応 は

異 な る で あ ろ うか ら 、 こ の よ う な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 分 析 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト参 加
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グル ー プが 、そ れぞ れ 各 国 の端末 を通 して実 験 に参加 し、各 国の 政 策 的対 応

にか ん して情 報 を他 の グ ルー プに 即 時流 しつ つ行 うの が適 当 で あ る。 そ のた

めの 世界 的 ネ ッ トワー ク作 りを試 み る。

2.「 世 界モ デル 」の概 要

各 国 のマ クP計 量 モデ ル を貿 易部 門 を通 じて結 合 す る こ とに よ って、世 界

貿 易 を整合 的 に予 測 す る こ との で き る 「世界 モデル 」 を作 成 しよ うとい うの

は、 計 量 モデ ル の発 展上1つ の ご く自然 な考 え方 で あろ う。

資源 問題 は 、世 界 全体 が1つ の経 済 システ ム で ある こ とを強 く私 た ちに印

象 づ け、私 た ちの 「1国 経 済主 義 」 的発 想 に 転換 を迫 って い る。1つ の国 民

経 済 をマ ク ロ計量 モデル に よって と らえ て、 これ を1国 の経 済 政 策 の 立案 や

予 測 に利 用す る こ とが で きる よ うに、 世界 経 済 を表 わす1つ の統 一 的 なモ デ

ル を作 成 して、世 界 貿易 の変 化 を予 測 した り、 景気 変動 の国 際波 及 を計量 的

に掌 握 す る こ とが で きな い だ ろ うか。 プロジ ェク ト 三リンクは この よ うな 目

標 を、各 国 のマ ク ロ計 量 モ デル を結 合 す る こ とに よ って 実現 し よ うと、8年

前 に スター トした。 それ は現 在 も発 展 しつ つ あ る プ ロジ ェ ク トで ある が、 こ

れ ま での と ころ 何 を達成 し、そ して さ らに どの よ うな可 能性 をは らん で い る

だ ろ うか。 資 源 問題 や イ ン フ レー シ ョンな ど、 現在 世 界 各 国 を追 い 立 て て い

る諸 問題 と関 連 させ なが ら展望 してお こ う。

この プ ロジ ェク トは ペ ンシルバ ニ ア大学 の ク ライ ン教 授 に よって組 織 さ れ、

IMFの サ ポー トの もとに始 め られ た。 現在 、 この プロジ ェク トの も とで、

日、 米 、英 をは じめ ヨー ロ ッパ 諸 国計13カ 国 の マ ク ロ計 量 モデ ル、 国連 貿

易開 発 機構UNCTADの 低 開発 国4地 域 モデル(ア ジア、 ア フ リカ 、 中近 東 、

中南 米)お よび東 欧 社会 主 義 圏 の域 内貿 易 モ デル が 、貿 易部 門 を通 して結 合

され てい る。 日本 か らは、 京 都大 学 マ ク ロ計 量 モ デル、 アメ リカは ペ ン シル

バ ニ ア大学 の ウ ォー トン ・モデ ル が この リンク ・モ デル の 中に組 み こまれ て

い る。

先 進13カ 国 は 個別 のマ ク ロ計 量 モ デル に よ って代 表 さ れ てk・ り、 この う

'

▼
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表 一1"プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ン ク"加 入 の マ ク ロ 計 量 モ デ ル

4

●

1.国 別の マ ク ロ

計 量モ デル

四半期モデル

年次モデル

{i};㌫

{
⑧ カ ナ ダ

⑪ オラ ンダ

② アメ リカ

⑤ ベル ギー

③ イ ギ リス

⑥ フ ィン ラ ン ド

⑨ フ ラ ンス ⑩ 西 ドイ ツ

⑫ オー ス トリア ⑬ ス ウ ェー デ ン

一[撫{1灘{il;1∵ ㌫

ち 日、 米 、 英、 豪 、ベ ル ギー 、 イタ リア、 フ ィン ラ ン ドが 四 半期 モ デル 、残

りは年 次 モ デル で ある。

ま た発 展途 上 国 に つい て は、 ア ジア、 ア フ リカ、 中近 東 、 中南米 とい う4

つ の地 域別 の グル ー プ分 け を行 い、そ れ ぞれ に つ い て、 国連 の貿 易 開 発機構

が年次 モデ ル を作 成 した。 なお 「中近 東 」 は石油 産 出国 グ ルー プと して の特

徴 を もたせ るた め に、 リビアが加 え られて い る(し か し、 ア ル ジ ェ リアが依

然 と して アフ リカ グルー プに含 ま れて い る な ど必 ず しも整 合 的 で ない)。

これ らのモ デル は 、 サ イズ にお いて も、 またモ デ ルの特 定 化 の仕 方 に おい

て も、 それ ぞ れ 独 自性 を もつ が 、 輸入 関数 に関 して、以 下 に 述 べ る商 品 分類

に従 うとい う一点 に おい て共 通 し、そ してそ れ に よって リン クが 可能 とな っ

て い るの で あ る。 これ は リンク ・モ デル の一部 を構 成 してい る社 会主 義 圏 モ ,

デル につ い て も例 外 では ない。

この モ デ ルは ソ連 と東 欧6カ 国 を含む 社会 主 義 圏 をカバ ー す る もの で あ り、

UNCTADグ ル ー プに よって作 成 され た。 そ の特 徴 は次 の よ うな もの で あ

る。① 輸 入 需要 の 決 定要 因の1つ で ある国 内需要(生 産)は そ れぞ れ の 国 の

計 画 に よって与 え られ る。② 自由諸 国へ の 輸 出は 自 由諸 国 間 貿易 の大 きさ に

依 存 す る。③ 社 会 主 義 圏 の域 内 貿易 姶 ゴ(社 会 主 義 国 τの社 会主 義国 ノか ら
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の 輸入)は 、 乞国の 総 輸 出 に依 存 して決 ま る(こ れは 社 会主 義圏 に か ぎ らず、

外貨 準備 が総 輸入Xiを 制 約 す る よ うな国 に はす べ て妥 当 す る。 た とえば 、15

年以 上前 の 「ドル 不 足 国」 お よび現在 の発展 途 上国)。

以 上 の よ うな条 件 の も とで は、 社 会主 義 圏 の域 内貿 易 構造 が、 自由諸 国 と

の貿 易 と リンクす る ことに な る。 そ の関 係 をフローチャー トで示 す と、図 一1

の とお・りで あ る。

■

'

図一1社 会 主 義 圏 と世界 貿 易 の リン ク

自由諸 国へ の輸 出 が社 会 主 義国 の総 輸 出 お よび域 内貿 易 に影 響 し、 ま た個

々 の国 内経済 計 画(お よび計画 の ソ ゴ)が 残 差 と しての 自由諸 国 か らの 輸入

を決 定す る。 この 部 分 つ ま り〃SFが か な り大 き く変化 し、 世界 貿 易 市場 に大

きなイ ンパ ク トを与 え る こ とは た どえば1973年 来 の ソ連 の 小麦 の買 い 付 け

にみ られ た通 りで あ る。

プPジ ェ ク ト ・リンクでは 、 商 品 を国 際標 準分 類(SITC)に 従 って、①

食 糧 ・飲料(SITCのok－ よび1)、 ② 鉱物 性燃 料(SITCの3)、 ③ そ の

他粗原 料(SITCの2お よび4)、 ④ 工業 製 品(SITCの5か ら9ま で)の

4グ ルー プに 分け る こ とにな ってk至 り、 これ らの商 品 グル ー プ ご とに 、 い ま

述べ た整 合 性 の条 件(つ ま り総 輸入=総 輸出)が 満 た され な くて は な らな い。

●

●
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4

この た め、各 国 計 量 モ デル を リンク して、 全体 の整 合性 を維 持 し、 また 各

国 、 各地 域 間 の貿 易 の 流 れ も同時 に決定 し うる よ うな リンク ・シス テ ムの 開

発 に力 が注 が れ て きた。

私 は 、 これ らの多 くの モ デル の結 合 や リンク ・モ デル の全体 を コ ン トロー

ル す るセ ン トラル シス テ ムの 開発 に たず さ わ って きたの で、以 下 で は この よ

うな世界 貿 易 モ デル作 成 上 の 問題 と、 モ デル に よる分析 と予 測 の 可能 性 につ

い て考 え てみ た い。

⑱

◎

●

5.計 量 モ デル 結合 上 の 問題

1国 の計 量 モ デル に は普 通 い くつか の 商 品 グルー プ別 の輸 入 関数 と、 輸 出

関 数 とが含 ま れ てい る(輸 出は仕 向 け地別 に分類 され る こ と もあ る)。1国

の レベル で予測 を行 うと きには、 世 界 貿易 量 や アメ リカ のGNPな ど を外 生

的 要 因 と して ある値 を想 定 し、 これ を条件 と して、 その 国 の活 動 水 準 とそ の

構 成 要素 、 そ して輸 出 入 を求 め る。

い ま世 界 の各 国 が こ う した方 法 で 個々 の 輸 出入 を予測 した と しよ う。 す べ

ての 国 が、 世 界貿 易 〃 に つい て一 致 した想 定 に も とつい て予 測 を行 った と し

て も、得 られ る各 国 の 輸入 の総計Mが 、 この7va-一 致す る保 証 は ない。 とい

うよ りも、XやMは ▽ か ら大 き くずれ るのが 普通 で ある。 この こ とか ら、 個

々 の 国 の輸 出入 の 予測 の仕 方 が整 合 性 を欠 く もの で ある こ とは 明 らか で あ ろ

う。

世界 全 体 を1つ の市 場 と して み れば 、1国 の 輸 出は他 の 国々 の 輸 入 で あ る

か ら、貿 易 の総 計 に つ い ては、

総 輸入M=総 輸 出X

とい う恒等 的 な関係 が成 りたつ は ず であ る。 しか し各 国 レベ ル での 予測 を

積 み上 げ る と き、 この よ うな恒 等 関 係が 満 た され る保証 は ま った くない の で

あ る。

以 上 の 考 察は 、貿 易 を商 品 グル ー プに分 類 す る とき、個 々の 商 品 グルー プ

ご とに成 立す る ことは 明 らか で あ ろ う。 つ ま り、 整合 的 な世 界 貿 易 モ デル で
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は 、商 品 グル ー プ ご とに 、XニMが な りた た なけ れ ば な らな い。 また 、 この

条 件 を満 た す値 だけが 均衡 世 界貿 易量 と して の意 味 を もつ わ けで あ る。

ま た、 世界 貿 易 モ デル では 、各 国 の 輸 出価格PXiの 加 重 平 均 と して各 国 の

輸 入価 格PMjが 与 え られ る。 か りに、各 国 の マ ク ロ ・モ デル の アウ トプ ッ ト

と して、 輸 入量Miと 輸出価 格PXiと がそれぞ れ 与 え られ る とす れば 、 これ に

対 応 して各 国 の 輸出 量Xiと 輸入価格 とが整 合 的 に決 ま って い なけれ ば な らな

い。 これ が モデ ル を結 合す る と きの基 本 的 要請 で ある。

ところ で、 各計 量 モデル の 輸入 関数 をつ か って各 国(地 域)の 輸入 を決 定

す る こ とにす れ ば 、 輸 出関 数は世 界 市場 全体 の観 点 か らみて 、各 国 の 輸 出量

を整合 的 に 与 え る もの では ない。 リン ク ・モ デル では この理 由か ら、各 国計

量 モ デル の 輸 出 関数 を取 り除 き、 これ に か え て整合 的 に輸 出が決 定 され る シ

ス テム を採 用 してい る。 そ れ は貿 易 マ トリ ックス を使用 す る方 式 で あ る。 そ

こでま ず、 貿 易 マ トリ ックスそ の もの につ い て簡 単 に説 明 して お こ う。

ある商 品(ま た は商 品 グル ー プ)に 関す る貿 易 を考 え よ う。i国 か らブ国

へ の 商品 の 流 れ を 乃 」で表 わす と多国 間 の 商 品の流 れ を投入 産 出表 と同 じよ

うに行 列 の形 に表 示 す る ことが で きる。 この よ うに個 々の取 引の流 れ をマ ト

リックス で表 現す る とわ か りやすい。表一2は1972年 の全 商 品貿 易 につ い て

の表 で あ り、 全 商 品 につ い て、 た とえ ば 日本 か らアメ リカへ の 輸 出はgo億

ドル、 アメ リカか ら日本 へ は49億 ドル とい う ぐあい に 読 み とる こ とが で き

表 一2世 界 の 貿 易 の マ ト リ ッ ク ス(1972年)

(単 位:10億 ドル)

ECイ ギ リス カナダ アメ リカ 日 本 その他 世 界

EC 6L6 6.3 L1 9.1 L2 443 123.6

イ ギ リス 5.6 一 LO 3.0 0.4 14.3 24.3

カ ナ ダ L1 L3 一 137 1.0 2.6 19.7

ア メ リカ 8.7 26 121 一 4.9 20.7 49.0

日 本 2.2 1.0 1.1 9.0 一 15.4 28.7

そ の 他 34.3 14.5 24 2α8 1L4 80.3 163.7

世 界 113.5 25.7 17.7 55.6 18.9 177.6 409.0

略
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る。 マ ト リック スの右 端 の欄 には各 国か らの 輸 出総 額 が示 され 、最 下 段 の欄

に は、各 国 の 輸 入総 額 が示 され る。 そ して右端 最 下 段 に あ る数 字 は、 世 界全

体 の貿 易額 で あ る。 これ が各 国の 輸 出総額 の 和 お よび輸入 総 額 の和 に等 しい

こ とは 明 らか で あろ う。

この よ うに して つ く られ る貿 易 マ トリ ック スは、 世 界 の貿 易構 造 と各 国 の

貿 易 収 支 の状 態 を表 わす 基本 的 な情 報 を提 供 して い るわ け で あ る。

◆

■

4.輸 入係 数 とそ の変 化

貿 易 マ トリ ックスは 、 この よ うに世 界 の貿 易 の流 れ を み るの に大変 便 利 で

あ るが、 これ をさ らに加 工 して、 各 国 の総 輸入額 に 占め る輸 出国別 の比 率 を

求 めてみ よ う。 これ は投 入産 出表 か ら、投 入 係数 表 を求 め る手続 き とま った

く同 じで あ り、 そ れぞ れ の た ての 列和 でその 列 の個 々の数 字 を割 れ ば よい。

表 一3の 数 字 は この比 率 を百分 率 で示 した もの で ある。

表 一3貿 易 シ ェア係 数 表(1972年)

金

●

EC イ ギ リス カ ナダ ア メ リカ 日 本 その他 世 界

EC 54.2 24.5 6.2 16.3 6.3 24.9 30.2

イ ギ リス 4.9 一 5.6 5.3 21 8.0 5.9

カ ナ ダ 0.9 5.0 一 24.6 5.2 L4 4.8

ア メ リカ 7.6 10.1 68.3 一 25.9 11.6 1L9

日 本 1.9 3.8 6.2 16.1 一 8.6 7.0

そ の 他 30.2 56.4 135 37.4 60.3 45.2 40.0

世 界 100.O
l

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

さて、話 を進 め るた め に以 上の 関係 を数 学 記号 で整理 して お こ う。 ノ国 の

輸 入市 場vak・ け るi国 の 相対 的 シ ェア を シ ェア係 数 と呼 び、 α`」と書 くこ と

にすれ ば、 そ れ は 、

αり=T↓ ゴ/Mj

で定 義 され る。i国 の 輸 出総 額Xi=Σ ㍗ ゴと他 の 国 々 の輸 入総 額 との 間 には 、
j

x・=ξ α靖
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とい う関 係 が成 りた つ。 も し、 ↓国 の シ ェア係 数 がすべ て の 輸入 市場 にお い

て予 測 で きる もの とす れ ば、 本 来 定 義式 と して の上 の 関係 は 、各 国 の 輸入 需

要 か ら 乞国 の輸 出 を決 定 す る方 程 式 と して オペ レー シ ョナル な意 味 を もつ も

の にな る。

そ こで、 シ ェア係数 の 予測 可能 性 を次 に検 討 してみ よ う。

5.シ ェア 係数 の 変動 要 因

1国 の 輸入市 場1・(as'ける あ る国 の シ ェアはい ろい ろ な要 因 に よって変 動す

る。 アメ リカ の輸 入市 場 を例 に とる と、 日本 の シ ェアが60年 代 を通 じて か

な り急 速 にふ え た こ とは 周知 の とお りで あ る。 これ に対 して 西 ドイ ツのそ れ

はわず か に低下 し、 カナ ダ の シ ェ アは60年 代 の前半 に低下 し、 後 半 に上 昇

してい る。

?

亭

表 一4貿 易 シ ェア と相 対 価格 の 動 き

(ア メ リカ輸入市場 ・工業製品)

輸 出 国 カ ナ ダ 日 本 西 ドイ ツ
▲ ` ▲

, 、

シ ェア 相対価格 シ ェア 相対価格 シ ェ ア 相対価格
.

1961 23.1 LO38 137 LO43 1&0 α984

63 226 1.0 169 1.0 124 1.0

65 2L3 1,Ol8 2α8 0956 11.7 1,007

67 27.0 1,022 1&7 α951 1L8 1,016

69 26.5 1,079 2Ll α957 1L4 LO

72 289 α965 221 α994 lL1 LO58

`

まず 変動 要 因の第1と して、 輸 出価格 の 相 対的 な変 化 をみ る と、 わが 国 の

場 合、 輸 出価 格 の相 対 的 低下 は 明 らか で あ り、 西 ドイ ツは、 この期 間 中 に行

われ たマル クの切 り上 げ の効 果 もあ って、 相対 価 格 が わ ずか なが ら上 昇 して

い る。 日本 お よび 西 ドイ ツに つい て は、 この よ うに、 シ ェアの変 化 と相対 価

格 の 動 きの間 に強 い 関係 が あ る とみ て よい だ ろ う。

これ に対 してカ ナ ダをみ る と、 輸出価 格 の動 きと シ ェアの 変化 とは む しろ

●
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⑨

●

●

逆 の関 係 に あ るか の よ うで あ る。65年 以 降、 カ ナ ダの 輸 出価格 の 相 対的 上

昇 に もか か わ らず、 カ ナ ダの シ ェアは 上昇 して い る。 この こ とは 、米 加 間 の

貿 易 に関 して、価 格 競 争 力以 外 の有 力 な要 因 が介 在 す る ことを示 す もの で あ

る。 実 際、1965年 の アメ リカ ・カ ナ ダ間 の 自動 車産業 に関す る協 定 にみ ら

れ る よ うに、 アメ リカ か らカ ナ ダへ の直 接投 資 が急 速 に進行 し、 そ の結 果 と

して、 カ ナ ダへ の 中間財 の輸 出、 カ ナ ダか らア メ リカへ の完 成 品 へ の輸 出 が

増 加 して い るの で あ る。

この例 が示 す よ うに、 任 意 の2国 間 の貿 易 の動 向は、 単 に価 格 競 争力 の 変

化 だ け で な く、長期 的 には 貿易 政 策 や 資本 移動 の流 れ、 そ して2国 間 の歴 史

的 文 化 的 関係 の 強 ま り(た とえばEC諸 国間 の域 内貿易 の動 向)に よって影

響 さ れ る。

ま た短 期 的 な要 因 と して は、 個 々 の国 々 の国 内 の 景気 と輸 出産業 の供給 能

力 に よ って か な り影響 され る こと も よ く知 られ て い る。 わ が国 の ア メ リカ 輸

入 市 場 にお け る シ ェ アは(工 業製 品 に関 して集 計 す れ ば)、 表 一4に み る

よ うに、1963年 と67年 の2回 、 停 滞 も し くは 減少 を示 して い るが 、 これ

は これ らの年 にお け る 日本 国内 の 需給 ひ っぱ くとい う事 情 を反 映 してい るの

で あ る。 逆 に国 内 需要 の 停滞 に よ って生 ず る輸 出供 給能 力 の増 大 が 、必 ず し

も価 格低 落 を伴 うこ とな しに、輸 出の増 加 を もた らす こ とが ある。 これは 耐

久 消 費 財 の販 売 に必 要 なサー ビス網 の拡 大 、 ブ ラ ン ドの確 立 の た めの努 力 、

、受 注 か ら納 入 ま での時 間 の短 縮 な ど、 直接 に は 価格 に現 われ て こない 競争 上

の 要 因 が、 輸 出供 給能 力 の増大 と と もに強 化 さ れ る ことを示 して い る よ うで

あ る。

さ らに も う1つ の要 因 と しては 、 日米 間 の繊 維 製 品、 鉄 鋼製 品 に関 す る 自

主 規 制 にみ られ る政 治 的 プロセ スが ある。 ど こま で一般 的 にいえ るか は問 題

で あるが 、 ある国 の 輸入 市場 にお け る1国 の シ ェアが、 ある水 準(た とえ ば

20%)を こえ る とか 、 あるいはある成 長率 をこえて急増す るときには、輸 入国

側 の国 内 競 争産 業 に与 え る調 整 上 の負 担 が大 き くな りす ぎて、1つ の政 治 的

イ ンパ ク トを生 じ、 これ が輸 入 国 に おけ る保 護 主 義 的立 法措 置 や 輸 出国 側 に
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対 して 「自主規 制」 を要 望 す る とい った 事態 を まね くこ とにな る。

さて以 上の 諸 要因 を考 慮 して、1国 の 輸 出の 他 国市 場vatoけ る シ ェ アの変

動 を、① ドル 建 に換 算 した相 対価格 、② 輸 出国 側 の供 給能 力 と輸入 国 の 市場

の 大 き さ との相対 的 な関係 、 を主 た る説 明変数 と して、 回帰 分析 を行 った。

これ を方 程式 で表 わす と次 の よ うに な る。

鋤 ・・… 一 ・・+it9・d・y_eq.Mti
Ｌtt+・ 吻 鷲+X・ ・D」

(ノ=1,…,n,t=1,… ・ τ)

た だ し 、

RPXi=PXit/PXi,o

お よ び 、

PCMi」-
hEIWhＬP)Q㌦ 夕!々 元≡1

さ らにま た 、SXiは 、 輸 出国iの 輸 出能 力 を あ らわ す変 数 で あ り、Mjは 輸入

国 ノの 総 輸 入 で あ る。 上 の式 で βiは 、世 界市 場 におけ る輸 出 国iの 輸 出 の代

替 の弾力 性 に対 応 す る。 この 上 の 方程 式 の第2の 説 明変数 は 、 輸 出国iの 総

輸 出能 力が 輸 入国 ノの総 輸 入量 に対 して どの よ うな変 化 が生 じて い るか を表

わ し、 非 価格 要 因 を表 わす もの と考 え られ る。 また 、第3の 説 明 変数 で あ る

Djはi国toよ び ノ国 の あい だの 関係 を支 配 して い るそ の他 の要 因、 つ ま り地

理 的 お よび歴 史的 な特 殊性 を考慮 す るた め に加 え られ た もの で あ る。 上 の 回

帰 方程 式 の推 定結果 は表 一5に 示 され て い る。

一52一

ゆ

禽

●



`

■

'

表一5プ ー ル され たデ ータ に よる輸 出 価格 弾 力 性

国 際標準 分 類5-9グ ルー プ

ア メ カ

カ ナ ダ

本

ル ギ

フ フ ス

西 ツ

タ ア

オ フ ダ

オ ー ス ト リ ア

ス ウ ェー デ ン

ギ ス

発 展 途 上 国

一1 .209

(3.OO)

-1 .127

(L20)

-2539

(294)

Z761

(3.89)

-L622

(262)

0.028

(O.07)

-1 .676

(5.18)

-0 .385

(O.98)

-0 .304

(L41)

-1.424

(3.10)

一 α422

(1.40)

-1 .342

(O.62)

0.218
(L74)

-O .204
(1.10)

0.636
(4.03)

-0 .049
(O.42)

0.048

(O.46)

0.138

(2.18)

O.218
(3.48)

0.180
(L77)

O.681
(5.58)

O.106
(1.00)

0.424

(&14)

0.748
(4.74)

一2331

-O .438

6.低 い輸 入 の 価格 弾 力性

シ ェア係 数 は 国 際競 争 力 の変 化 や 、通貨 調 整に対 して比 較 的敏 感 に反 応 す

るこ とが た しか め られ る。 と ころが 、 これ に対 して各 国 の マ ク ロ計 量 モ デル

の輸 入 需要 関 数 で計 測 され る価格 弾 力性 は一 般 に低 い。 この場 合 価 格弾 力性

とは 輸入 品価 格 と国 内競 争 財 との間 の代 替の 弾 力性 であ る。 国 内 に 有力 な競

争産 業 が ない 食料 、原 料 お よびエ ネルギー 資 源 につ い て は 輸 入弾 力性 がゼ ロ

に近 い こ とは 明 らか で あ るが、 工 業 製品 輸入 につい て も、 価 格 弾 力性 が大 き

いの は カ ナ ダ、 西 ドイ ツ、 イ タ リア く らい で ある。

さて 輸入 の 価 格弾 力 性 が なぜ 低 い のか とい うこと 自体興 味 あ る問題 なの だ

が 、 さ しあた って これ を事 実 と して受 け入 れ る と、 リン ク ・モデ ル に よって

表 わ され る世 界貿 易 体 系 の特 徴 は 、① 各国 の総 輸 入 需要 は 価 格 の変 化 に対 し
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て反応 せ ず む しろ そ れぞ れ の 国内経 済 活 動水 準 に大 き く依 存 してい る。② 他

方総 輸入 に 占め る各 輸 出国 の シ ェアは価 格体 系 の 国際 的 な変 化 に対 して か な

り大 き く反 応す る、 とい うこ とに なる。 この特 徴 は後 で多 国 間通 貨 調 整 の効

果 を検討 す る際 に大 切 な意 味 を も って くる。
シ

(幻 最 近 の計測 結 果 では 、 わ が 国 をは じめ と して 、 アメ リカ にお い て も よ

り高 い 輸入 の価 格 弾力 性 が え られ て い る。 わが 国 の場合 、輸 入市 場 が 自

由化 の進 展 と と もに しだい に 競争 的 に な って きた こ とと無 関係 でな い で

あろ う。

◆

7.リ ンク ・モ デル の システ ム

さ て、以 上 の よ うな方 法 で、貿 易 の シ ェア係 数 の 変動 を予測 す るモ デル が

作 成 され る と、初 め に述べ た よ うに貿 易 シェ ア行 列 ∠が予測 さ れ る ことに な

る。そ う して この推 定 値 と しての 貿易 シ ェア行 列 の各 列 の列 和 がそ れ ぞ れ1

に等 し くなる よ うに全 体 を調 整 して お くと、 そ の よ うな行 列 ∠の も とでは各

国 のマ ク ロモ デル か ら決 定 さ れ る輸 入需 要 に対 応 して各 国 の輸 出量 が決 定 さ

れ 、 しか も輸 入 の総 計 と輸 出の総 計 とは世 界 全体 と して相等 しい とい う制 約

が 常 に満 た され る こ とに な る。

リンク ・モ デル を1つ の世 界経 済 のマ ク ロ計量 モ デル と して み る とき、貿

易 シ ェア行 列 の推 定 と、 そ れ に よって各 国 モ デル の 輸入 量 か ら各 国 の輸 出量

を決 定す る部 分 はlinkageの ための中心的 な システ ム とな る。 世 界 の マ ク ロ

計量 モデル を シス テ ム と して なが めれ ば、 この 中心 的 なlinkageシ ステ ムの

もとに13カ 国 の個 別 マ クp計 量 モ デル お よび4地 域 の発 展 途 上 国地 域 モ デ

ル、 さ らに社 会 主 義 圏 お よびそ の 他 自 由工 業 国 の モ デル が 図2の よ うに結 合

され て い る。 図 一2は1っ の フロー ・チ ャー トと して み る こ とが で き、link-

ageシ ス テ ムは各 国 のマ ク ロモデル お よび各 地 域 モデル に対 して必 要 なイ ン

プ ッ トつ ま り輸 出量 お よび 輸入 価 格 を与 え るの で あ る。 この よ うな イ ン プ ッ

トが 与 え られ る とそ れぞ れ の モ デル が順 番 に解 か れ、 一定 の 収束 計算 法 の も

とで各 国 の国内 の経 済変 数 の 値 が同 時 的 に解か れ る こ とに な る。 つ ま り、 個

」

叱
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MAIN

1/Oコ ン ト ロ ー ル

カ ナ ダ ・・ギ一 州
日 本 イ ギ リ ス ア メ リ カ ア ジ ア 共 産 圏

'フ
フ ン ス ア フ リ カ そ の 他

西 ドイ ツ 中 近 東

イ タ リア 中 南 米

図 一2リ ン ク ・ シ ス テ ム の ア ウ ト ラ イ ン

●

々 の 国 お よび地域 モ デル か らア ウ トプ ッ トと して 新 しく国 ご との 輸入 量 お よ

び国 ご との輸 出 価格 が 得 られ る。13国 お よびそ の他 の地 域 ご とに この よ う

な計 算 が ひ とわ た り終 了 す る と、 これ らの ア ウ トプ ッ ト全体 が 再 びlinkage

システ ムの イ ン プ ッ トと して新 し く与 え られ る。 そ してlinkageシ ステムの

中で新 しい貿 易 シ ェア係数 行 列 が計 算 され、 そ の も とで 新 しい 輸入 ベ ク トル

に対応 す る各 国 の 輸 出ベ ク トル お よび輸 入価 格 ベ ク トル が 与え られ、 これ が

個 別 の計 量 モデ ル に イ ン プ ッ トと して 与え られ る。

この よ うに リン ク ・モ デ ルは 、世 界 全体 の貿 易 の 水準 と世 界各 国 お よび各

地域 の経 済 変 数 を同時 に収 束計 算 で解 く大 きな連 立方程 式 システ ム で あ る。

～二の よ うな・モデ ル は個 別 の各 国 計量 モ デル 自身 が50な い し200程 度 の 内生

変 数 か らな る連 立方 程 式 モ デル で あ るの で、 リン ク ・モ デ ル全体 を1つ の計

算 シス テ ム と して電 子 計 算機 の コァ の部 分 に常 駐 させ る こ とは で きない。 わ
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れ わ れ の 現 在 と っ て い る 方 式 で は 、linkageシ ステ ムお よ び そ の 他 の 個 別 の

マ ク ロ 計 算 モ デ ル を そ れ ぞ れoverlayシ ス テ ム と し て フ ァ イ ル し て お き 、

overlayさ れ たtreeに した が っ て 順 番 に サ ブ シ ス テ ム を 解 い て ゆ く 、 と い

う方 法 で あ る 。 い ろ い ろ な 効 率 化 の た め の 努 力 が 行 わ れ た 結 果 、 現 在 の リ ン

ク ・ シ ス テ ム はIBM370-168の シ ス テ ム で 一 回 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に 要

す る 計 算 時 間 は 数 十 秒 の オ ー ダ ー に な っ て い る 。

8.多 国間 通 貨調 整 の効 果

ス ミソ ニ ア ン合 意 に よる1971年12月 の通 貨調 整 や1973年 前 半期 の主

要 国通 貨 の フ ロー トに よる再 々調 整 が世 界 貿易 と各 国 の貿 易 収 支に及 ぼ す 影

響 につ い て、 リン ク ・システ ム を土 台 に して考 え てみ よ う。

まず、 為 替 レー トの変 化 は各 国 の 輸 出 競争 力の 相対 的 変化 を もた ら し、 日

本 をは じめ とす る切 り下 げ 国 の シ ェアを 上昇 させ る。 この結 果 と して、 他 の

事情 が 変化 しなけ れ ば、 切 り上 げ国 の 輸 出 の減少 、切 り下げ 国の 輸 出増 加 を

もた らす。

しか し、 こ こでい う 「他 の 事情 一定 」 なる仮定 は 現実 には 成 立 しない の で

あ って、 日本 の 輸 出の低 下 は 、 国 内活 動 水準 の低 下 を通 じて 輸入 需 要 の 減少

を もた らす か ら、 ア メ リカ の増 加 す るは ず の輸 出 は実 現 しない か も しれ ない。

通 貨 調整 が もた らす 効 果 は この よ うに して価 格効果 だけ では な く、2次3次

の波 及 的所 得 効果 との総 和 と して と らえ なけ れば な らない。

ス ミソニ ア ン合 意 に よる為 替 レー トの変 化率 がそ の ま ま各 国 の ドル建 輸 出

価格 の 変化 に反映 す る もの と仮 定 して、 これが世 界 貿易 に もた らす 効果 を測

定 した結果 が表 一6に 示されてい る。実 質 輸 出の動 きは 多国 間通 貨 調 整 に よる

競 争力 の 変動 を反 映 して い るが 、 輸入 の動 きでは 輸 出の変 化 に よ る国 内 乗 数

効 果 が支 配 的 で ある。(但 し発 展 途 上 国の 輸入 は 外貨 準備 額 と輸 入価 格 の 比 、

つ ま り実 質 外貨 水 準 に よ って決 定 され る傾 向 が強 い の で、先 進 工業 国 か らの

輸入 価格 の上 昇は 実質 輸入 に マ イ ナ スの効 果 を も って い る こ とに注 意 してい

た だ き たい)。

欠
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表 一6ス ミ ソ ニ ア ン 協 定 の 効 果(1972年)

(単 位:億 ドル)

◎

`

輸出への効果 輸入への効果 貿易収支への効果

(実 質1963年 価 格)(実 質1963年 価 格)(名 目)

日 本
一

一57 .6-193-253

ア メ リ カ 29536104

カ ナ ダ 62315.6

イ ギ リ ス a1・0939

フ ラ ン ス 一1.8-07-31

西 ド イ ツ 一367-1L3L3

イ タ リ ア 一4 .5-1,9-99

発展途上国 17.0-0L57.5

'

,

貿 易 収支 へ の 効果 が 、 実質 輸出入 へ の 効果 に比 して 小 さい こ とに人 は驚 く

か も しれ な い。 しか し、 これは ドル 建輸 出価 格 の動 きか らみ て 当然 の結 果 な

の で あ る。 切 り上げ 国 で は 輸 出 に よる ドル の受 け取 りの 減少 は 実質 輸 出の減

少 に比 して小 さい し、 他 方切 り下 げ 国 の輸 入価 格 が 上昇 してい るか ら、 ドル

の支 払 い は実 質 輸 入 の増 加 を大 き く上 回 るか らで あ る。

以 上 の こ とか ら、 多国 間通 貨 調 整 を行 って もた だそれ だ け では 、切 り上 げ

国 の 国内 の経 済 的 シ ョックが大 きい わ りには 、貿 易 収支 均衡 化 へ の効 果 が 大

き くない こ とが わか る。 だが 、 もち ろん他 の 条件 は一定 で は な く、通 貨 調 整

に伴 って、通 常 は切 り上 げ 国 で は拡 張 的経 済 政 策 が とられ 、切 り上 げ 国 に お

け る実質 輸 入 の減少 は この補 整 的拡 張 政策 に よって くい とめ られ 、 黒字 幅 の

減 少 は よ り大 き くな るは ず で ある。 また切 り下 げ 国 では 通常 国内 の イ ン フ レ

ー シ ョンを抑止 す るべ く引 き締 め策 が と られ る。

ところが1971年 か ら72年 に かけ て の現 実 は ど うで あ ったか とい うと、

わが 国 では イ ンフ レー シ ョン抑 止 の観 点 か ら黒 字 下 の金 融 引 き締 め とい うあ

や ま ちを おか してい た た め に(1970年 か ら71年 前半 にか け て)、 円切 り

上 げ の負 の所 得効 果 が大 き く作 用 して わが国 の輸 入 を停 滞 させ た。 ま た一 方

アメ リカ では 、 スタ グ フ レー シ ョン と国 際収 支 の 「三重 苦 」 か らの 脱 出 を め

一57一



ざ して、 ドル の 相対 的切 り下 げ と並行 的 に拡 張 的経 済 政策 が と られ 、 アメ リ

カ の輸 入 は増 大 した。

この よ うに して ス ミソニ ア ン合 意 の貿 易 収支 に与 え る効 果 は、付 随 的 な所

得効 果 と、 さ らに 国内経 済 政 策 と為替 政 策 との奇 妙 な と りあわせ の ため に 、

大 き くそ がれ て しま った の で ある。貿 易 収 支 の改 善 には、1973年 の前 半 に

お け る再 度 の通貨 調整 が必 然 の もの で あ った と思 われ る。

9.今 後 の 課 題

1973年 か ら74年 にか け ての石 油 シ ョック以 後 、 世 界経 済 の1つ の 大 き

な問 題 と して食 糧 お よび資源 エ ネルギ ー等 のい わ ゆ る1次 産 品市 場 の 安定 化

の問 題 が 強い関 心 を ひい てい る。 プ ロジ ェ ク ト ・リン クで も国連 経 済 開発 機

構 の発 展途 上 国 モデ ル を拡 張す る意味 で市 場 モデ ル を開 発 し、 これ を リン ク

・モデル の 一部 と して結 合 す る とい う試 み が現 在 進行 してい る。石 油 、 石 炭、

ボー キ サ イ ト、錫 、 等 々 の鉱 物 資源 お よび コー ヒー 豆 、 カ カオ、 小麦 、 と う

もろ こ し、 等 の穀 物 、 この よ うな主要1次 産 品 の価 格 の変 動 は発 展途 上 国 の

経済 水 準 の決 定 に大 き な影響 を もつ。 そ こで、1次 産 品市 場vatoけ る価 格 の

決定 を リン ク ・モ デ ルの システ ム の 中で行 い 、 これ を発 展途 上 国 モデル の イ

ン プ ッ トと して用 い よ う とい うわ け であ る。

ま た現在 進 行 中の 電 子計算 機 利用 上 の 新 しい 課題 と して は、 リンク ・シス

テ ムを世 界 の主 要 都市 の どこか らで もア クセ スす る こ との で きるモ デル と し

て国 際 的 な ネ ッ トワー ク(た とえ ばGEの ネ ッ トワー ク ・シス テム)に の せ

る ことが計 画 され てい る。 これ に よって次 の よ うな利点 が得 られ る もの と期

待 され て い る。

第1に プ ロジ ェク ト ・リンクに参加 す る各 国 の グル ー プが直 接 この リンク

・シス テム を利 用 す る こ とが で きる。第2に 各 国 の モ デルk・ よび予 測 の た め

の イ ン プ ッ トの情 報 は現 在磁気 テー プそ の他 の 手段 に よ ってペ ン シル バ ニ ア

大学 の リンク ・セ ンター に送 られ て い るが 、 これ を各 国の グル ー プか ら直 接

国 際 的 ネ ッ トワー ク を通 して リンク ・システ ム に レジス ター しそ の結 果 をチ
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び

エ ッ ク す る 、 と い う こ と が 可 能 に な り 、 各 国 グ ル ー プ の 協 力 上 の 効 率 と正 確

さ の 飛 躍 的 な 向 上 が 期 待 さ れ る 。 た だ 、 す で に 述 べ た よ うに 非 常 に 大 き な 規

模 の マ ク ロ 計 量 モ デ ル ・シ ス テ ム を こ の よ う な 国 際 的 ネ ッ ト ワ ー ク にinst-

allし て こ れ を 効 率 的 に 運 転 し う る た め に は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の 種 々 の 改 良 が

な さ れ な く て は な ら な い 。 ま た 同 時 に 現 在 の リ ン ク ・ シ ス テ ム お よ び そ の サ

ブ シ ス テ ム で あ る 各 国 計 量 モ デ ル の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 を 統 一 し か つ 一 段 と

効 率 を レベ ル ・ ア ッ プ さ せ る こ と が 必 要 で あ る 。

な お 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ン ク の 総 会 が 本 年9月 に 京 都 で 開 催 さ れ る こ と に

な っ て お り、 そ の 際 リ ン ク ・ シ ス テ ム の 国 際 的 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る ア ク セ ス

可 能 性 の 実 験 を デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン す る こ と に な っ て い る 。
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5.「 盲学校 にお け る計算機指導の

ための機 器開発 な らびに関連

した事項 の研究」

●

研究責任者 東京教育大学附属盲学校教諭

共 同研究者 筑波大学数学系教授

東京教育大学附属盲学校教諭

立教大学 大学院生

三

男

三

司

利

敏

育

英

藤

村

関

岡

遠

西

尾

長

⑳

1.は じめ に

本 研 究 は普 通校 な どです で には じめ られ てい る計 算機 の指 導 を盲 学校 に お

い て も実践 し、 そ の方 法 等 の 問題 点 を解 明 す るた めの試 み で あ る。 こ こに い

う計 算機 の指 導 とは、 高 等 学校 段 階 に おけ る プ ログ ラム計 算 の で き る電卓 な

どの 指導 で あ るが、 当面 は計 算機 を 中心 とす る内容 の指導 より も、計 算機 を

数学 科 の 指導 に 道具 と して利 用 す る こと に重点 を置 く もの とす る。 附 属 盲学

校 で は 昨年 よりプ ロ グラ ム電 卓 を授 業 に利 用 す る試 み も始 め てい るが 、 現 在

の ま まで は全 盲 生 が結 果 を読 み取 る ことが で きないの で十 分 な指 導 を行 っ て

い る と はい え ない。 す な わち 点 字 の 出 力装 置 が 必要 で あ り、 す で に開 発 さ れ

てい る もの もあ るが 、 そ れ らを改 造 して利 用 す るに して も、 電 卓 な どと接 続

して 教 室 内 で 使用 で き る ような簡易 型の もの が 望 ま しい と考 え て い るの で あ

る。 した が って本 研究 で は、 この よ うな 出力 装 置 を開発 す る こ とが 当面 の 目

標 と な る。 しか し、 この装 置 の 果 す役 割 は単 に直接 計算 機 に 関 す る もの に と

どま らず 、 盲教 育 の他 の 分 野 へ も及 ぶ もの と考 え てい る。 例 え ば 、 盲学 校 で

は黒 板 を十 分利 用 で き ない こ とが 多 い が 、 この 問題 を あ る程 度 解決 す るこ と

も可 能 と な る。 これ を生 徒 の 学 習用 端 末 機 と して用 い るこ とに よ り、 教 師 と

生徒 の 間 の点 字 に よる即 時 的 な コ ミュニ ケー シ ョンが可 能 と な るの で あ る。

さ らに はCAIの 端末 と して利 用 す る こと もで き るもの と考 え られ る。 この
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よ うな事 項 に っい て も、 で き る限 りの基 礎 的 研究 を行 う予定 で あ る。

また、 以 上 に述 べ た計 算 機 の指 導 を通 じて、 盲学 校 にお け る理 数 科 教 育 の

充 実 をは か るだけ で な く、学 校教 育 の立 場 か ら視覚 障 害者 の職 業 開 拓 に寄 与

す る こと も重要 な 目標 で あ る と考 え てい る。

2.研 究 の内容

21盲 学校 に おけ る計 算 機 指導 の 意 義

本 研 究 の 直接 の 目標 は 、盲学 校 に おけ る計 算 機 の 指導 を可 能 にす る こと

で あ るが 、 そ れ に は次 の よ うな意 義 が あ る と考 え て い る。

① 現 在 あ らゆ る分 野 に導 入 さ れ てい るコ ン ピ ュータや その 関連 技 術 に対

す る理 解 を深 め、 あわ せ てそ れ らの視 覚 障害 者 のた め の応 用 の可 能 性 を認

識 さ せ る機 会 をつ くる。

② 数学 をは じめ とす る教 科 の学 習上 の補 助 と して、計 算機 を利用 す るこ

と に よ り教 科 学 習 の効果 を高 め る。

③ プ ・グ ラマ ー な ど、 視覚 障 害 者 の新 職 業 開 拓 に学 校 教育 の 立 場 か ら寄

与 す る。

2.2指 導上 の問 題 点

盲学 校 高等 部(普 通 科)に お け る教 科教 育 は 、一 般 の高 等 学校 とほぼ 同

等 の ものが行 わ れ てい るが、 一般 校 と同 じ方 法 が用 い られ ない こ とが 少 な

くな い。 これ に っ い て は各 教科 に おい てそ れ ぞ れの 創 意工 夫 に よって解 決

を図 って い るが 、特 に各 種 の 教 育機 器 を利 用 す るに は、 そ れ らの 改造 あ る

い は補 助用 具 の 開発 な どを必 要 とす る。電 子計 算機 に つい て は、入 出力装

置 が そ れ に相 当 す る。 これ に っい ては 次節 で述 べ るが、 機器 ・用 具 だけ で

問 題 が解決 さ れ るわ け では な く、 実 際 の 指導 法 な どに つい て十 分 な研 究 が

なさ れ なけ れ ば な らない 。

.2.3入 出力 装置

点 字 は6ビ ッ トを1単 位 とす る触 読 文 字 で あ り、現 在 一般 に用 ら られ て

い る点 字 に は漢字 に相 当 す る もの は ない。6ビ ッ トが1単 位 で あるが、 複
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数単位の組合 せに よる各分野の記号 の表記法が確立 されてい る。

6ビ ッ
○○

トは88の 形 .で1単 位 と な っ てteり 、 その点 字 の 例 を図 一1に 示

す 。図 一1の 中の ・は 凸点 を表 し、 。は位 置 だけ を表 す(以 下 同様)。

五十音 濁 音

●

O

O
O

●
O

O

O

O

O

■

●
O

●
O

O

●
O

O

●
O

O

●

●
O

●
O

O

O

●
O

oo■o

O●OO

OOO●

OO●O

o● ●o

OOO●

oo● ●

O●OO

OOO●

OO● ●
o● ●o

ooo●

OOO●

o● ●o

ooo●

ア イ ウ 工 オ ガ ギ グ ゲ
ひ

コ

、●

O

O

●

●
O

O

O

O

●

●

●
O

●

O

●

●
O
O

● ●

●O

O●

●

O

●

O

●
O

OO●O

O●O●

ooo●

oo●o

o● ●●

OOO●

OO● ■

O●O■

ooo●

oo● ●

O● ● ●

OOO●

OOO●

o● ● ●

ooo●

カ キ ク ケ コ ザ ジ
ヰ

ス ゼ ゾ

O

●

●

●
O
O

●o

●●

o●

● ●

O●

o●

● ●

● ●

o●

O●

● ●

O■

OO●O

o●o●

OO●O

oo●o

O● ●●

oo●o

OO● ●

O●O●

OO●O

OO● ●

o● ● ■

OO●O

OOO●

OO● ●

OO●O

サ シ ス セ ソ ダ ヂ ヅ デ ド

数 字

o●

o■
● ●

O

O
O

●
O

O

O

O

O

●

●
O

●
O

O

●
O
O

●
●
O

●
O

O

O

●
O

●
O

O

● ●

●o
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●●

●●

OO

O

●
O

●

●
O

●
O
O

O

●
O

■

●
O

O

●
O

数符1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

ア ル フ ァ ベ ッ ト

ト

●

O

●

●

O

O

O

O

O

O

●
O

O

外字符A

O

O

O

●

●
O

B

●
O

O

●
O

O

C

●

●
O

●
O

O

D

O

●
O

■
O

O

E

●
O

O

●

●
O

F

●●

■●

OO

G

●0

●●

oo

H

●
O

O

O

●
O

1

●

●
O

O

●
O

J

も

O

O

O

●
O

●

O

O

O

●

●

■

● ●
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●O

●●
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●O

●o
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●

■

O

●

●

●
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こ の よ う な 点 字 の 入 出 力 と し て は 以 下 の よ う な も の が 考 え ら れ 、 い く つ

か の も の が 試 作 さ れ て い る 。

(1)入 力

(a)通 常 の キ ー ボ ー ド… … 電 卓 や デ ー タ ・タ イ プ ラ イ タ の キ ー ボ ー ド を

そ の ま ま 操 作 す る こ と は 全 盲 生 に も 困 難 で な い 。

(b)点 字 キ ー ボ ー ド… … 最 低7個 の キ ー が あ っ て 点 字 に 対 応 す る 電 気 信 号

の 得 ら れ る も の 。

(c拍 動 点 字 読 み 取 り装 置 … … 手 書 き の 点 字 を 直 接 読 み 取 る も の 。

② 出 力

(a)点 字 プ リ ン タ

㈲ 点 字 デ ィ ス プ レ イ

(c)音 響(モ ー ル ス 信 号 、 音 声)

{d)通 常 の 出 力+オ プ タ コ ン(opticaltotactileconverter)

我 々 が 現 在 利 用 で き る も の は 次 の 通 り で 、 こ れ は オ フ ラ イ ン で 用 い ら れ

て い る 。 図 一2に 示 す 。

◆

t

改造

点 字 タ イ プラ イタ
テ ー プ ・ パ ン チ ャ

_一 一芦

庵

↓ [
唱← 一点 字 プ リ ン タ テ ー プ ・ リ ー ダ

一 一 ー 一 一 「

コ ン ピ ュ ー タ 処 理

●

図 一2

●

(a)点 字 プ リンタ

1958年 沖 電気 に よっ て試作 され た もの で、 最 近 一応 の補 修 を行

っ て実験 に は使 え る状態 で ある。
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●

(b)点 字 入 力

点 字 タ イ プ ラ イ タ に マ イク ロス イ ッチ を組 み 込 んだ もの で、一 昨

年 来 、附 属 盲学 校 、 古市 仲 教 諭 の協 力 に よって試 作 、改 良 を続 け てい

る。

しか し本 研究 で我 々 の 目標 とす る点 字 プ リ ン タ は 次 の よ う な もの

で あ る。

① 電 卓 な どとの…接続 も可 能 で あ る。

② オ フラ イ ンで用 い て もす べ ての キ ャラ クタが 印字 で きる。

③ 用 紙 は テー プ状 の もの で あっ て もよい。

現在 の と ころ製 品化 こそ さ れ ては い ない が 、本 格 的 な点 字 プ リンタ

が数 種 試 作 され てお り、 通常 の デ ータ ・タ イ プ ラ イ タ を改 造(後 に

一 例 を示 す)し て 点字 の 出 力 とす る こと も可 能 で あ るの に
、上 記 の よ

うな点 字 プ リンタ を開 発 しよ うとす る のは 、学 校 教 育 の現 場 で容 易 に

利 用 で き る よ うな もの も必要 で あ り、 さ らにその よ うな点 字 プ リンタ

が広 範 な応 用 も考 え られ るか らで あ る。

2.4電 卓 指導 の 例

上 記 の 出 力装 置 が 接続 され なけ れ ば全 盲生 が 電卓 を使 用 す る こと はで き

ない が 、以 下 の よ うな形 態 での 指導 を附属 盲 学校 で は じめ てい る。

(1)電 卓 利用 の 形態

① 操 作 はす べ て教 師 が行 い 、 適 時状態 を知 らせ る。

② 主 要 なキ ーに つ い て、 これ に対 応 す る記号 を あ らか じめ定 め て お く。

た だ し最 初 は 必要 最 小 限 と して段 階 的 に増 してい く。

③ 生徒 の書 い た記 号 の通 り教 師 が キー ボ ー ドを操 作 す る。(こ の操 作 は

最 終 的 には記 号 と1対1に 対 応 す る もの で あ るが 、初 めの段 階 では複

雑 な もの に っ い てマ ク ロ命 令 の よ うな もの を設 け て お く)

(2)授 業 の 概略

生 徒:高 等 部2年12名(全 盲 生6名 、 弱視 生6名)

教 科 書:高 等 学 校 数 学HB吉 田洋一 他(学 校 図 書)
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使 用 機 種:シ ャ ー プ コ ン ペ ッ トPC-3600MODEL皿

単 元 名:ア ル ゴ リズ ム("数 列"の 最 後)

配 当 時 間:5時 間

授 業 の 展 開(以 下 の 通 り)

(a)ア ル ゴ リ ズ ム の 意 味

(b)ア リ ゴ リズ ム の 記 述

①箇条書き

② 流 れ 図

点 字の 場 合 で も、 どち らの方 法 も可 能 で あ り、流 れ 図 は理 解 に

役 立 つ が、 点 字 の 性質 上 書 きに くい とい う問 題 が あ るの で 、実 際

の 記述 では 主 に箇条 書 きの方法 を用い た。

(C)ル ー プの意 味

図 一3のA、Bの 違い につ いても今 後 の学 習 のために明 確 に してお

く。

A.B.

図 一3ル ー プの 意 味

(d)プ ・ グ ラム計 算 の導 入

① 箇条 書 きさ れた 操作 の 一つ 一 つ を電 卓 の命 令 と対応 で きる よ う

な単 位 に分割 してい く。

② プ ログ ラム内蔵 方 式 の概 念

(∂ 電卓 の概 略

(f)使 用 で きる命 令 の 記号 の約 束 、k－ よびそ の使 い方
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① キー ボー ドに表 示 さ れた もの が、 そ の まま記号 と して利 用 で き る

もの もあ るが、 例 え ば 図 一4の よ うな もの は表 記 を改 め た。

●
圏

TM

SC

図 一4キ ー ボ ー ドの 表 示

■

●

'

① 平 均変 化 率 の 計算b-a

・f(a) 、f(b)の 計 算 をサ ブル ーチ ン で行 う。

・a 、bの 値 をい ろい ろ と変 え て い くこと に より微 分係 数 の導 入 に利

用 す る。

② ニ ュ'一トン法

プPグ ラム は反 復 す る度 に停 止 す る よ うに して、 よ り正 確 な近 似 値

が得 られ ること をみ せ る。
o

② 条 件 ジ ャ ン プな どは 最初 の段 階 で は マ ク ・命令 で あ り、 キ ーボ ー

ドの 操作 と1対1に 対応 しない 。 、

㎏)(f)の命 令 の意 味 をマ ニ ュ アル計 算 で確認 してみ せ る。

(h)(f)の命 令 を用 いた 簡 単 な プ ログ ラム を示 し、 これ を実行 す る。

(i)簡単 な例題 に つい て プ ログ ラム を作 成 さ せ、 これ を実行 す る。

(j)マ ク ロ命 令 をキ ー操作 と1対1に 対 応 す る命令 に分割 す る。
　

(k)例題n2=Σ(2k-1)を 利用 してn2を 計算 す る プ ログ ラム。
k・=1

10002の 計 算 を これ に よって行 うと約95秒 要 した。 ステ ッ プ数

は25で あった が、 この 例 に よって この 電卓 の計 算速 度 を実感 させ た 。

この 単元 の指 導 は以 上 の よ うに進 め られた が、 余 り深 入 りは せ ず サ ブ ル

ーチ ン な どの概 念 は 次 の微 分 法 の 授業 に計 算 機 を利用 しなが ら導 入 す る こ

と に した。

f(b>-f(a)
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2.5ミ ニ コ ンの会 話 型 使 用例

コ ン ピ ュータ を用 い る な らば、 ピ リオ ドを点 字の 一点 と した り、活 字 を

点 字 用 の もの と交 換 す る な ど、 通 常 の もの を多 少改 造 すれ ば、 点 字 の 出力

とす る こ とが で きる。 この 方法 はユ ニパ ック、 日本 ライ トハ ウ ス、IBM

な どで行 われ てい るが 、以 下 に長 岡 英 司 が立 教 大学 で利 用 した シ ス テム に

っ い て述 べ る。(図 一5参 照)

e

点 字 ター ミナル

図 一5

HITAC10

16KW

フ ロ ッ フ ィ

デ ス ク ド ラ イハ

高 速テ ープ
パ ンチ ャ

光 電 式

テー プ リー ダ

(注)ブ ザ ーは エ ラー発 生 時 の警 報 等 に用 い られ てい る。

ミ ニ コ ン はHITAC-1016KWで 、 点 字 タ ー ミ ナ ル は 以 下 に 述 べ る 点

字 タ ー ミナ ル と そ れ を 制 御 す る ソ フ ト ウ ェ ア か ら 成 り立 っ て い る 。

(1)点 字 タ ー ミ ナ ル

テ レ タ イ プ 社 製 モ デ ルARS-33型 テ レ タ イ プ を ベ ー ス と し 、 こ れ を

次 の よ う に 改 造 し た 。

① タ イ プ ホ イ ー ル を 点 字 の も の に 交 換 す る 。

② プ ラ テ ン に 厚 手 の 生 地 を 巻 き つ け る 。

③ カ ー ボ ン リボ ン を 取 り は ず す 。

④ 防 音 用 の プ ラ ス チ ッ ク ボ ー ド を 改 造 す る 。

(2)ソ フ ト ウ ェ ア

上 記 の 点 字 タ ー ミナ ル を 制 御 し 、 通 常 の 文 字 の3字 分 で 点 字1文 字 を

打 ち 出 す 。 。
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この シス テ ム に よ り、 ミニ コ ンの 会話 型 使 用 が点 字 で も可 能 と な るが 、

これ だ けの 設 備 を高 等 学校 段 階 の教 育 に導 入 す るに は 多 くの 問題 が あ る

もの と思 わ れ る。 しか しなが ら、計 算 機 の指 導 だけ に 目的 を限定 す る な

らば 、 メ カ ニカ ル な部 分 の 開発 は ほ と ん ど不 要 で あ り、 よ り高度 の計 算

機教 育 を行 うに は有 効 で あ るの で 、今後 の研 究 課題 とす べ き で あ ろ う。

t

P

5.今 後 の計 画

現 在 使 用 で き る装置 等 を利 用 してい くこと に よ り次 の(1)② を平 行 して進 め、

さ らに(3}へ と研 究 を発 展 させ てい きた い。

(1)計 算機 の 指導 方法 な どに つい て の研究

(2)前 記 の 簡易 型 点字 プ リンタ の 開発

(3)改 造 点 字 タ イ プラ イタ 、 簡 易 型点 字 プ リンタ の学 習 用 端 末機 と しての利

用

前記 の 点 字 プ リンタ は 直接 には電 卓 の 指導 の た め に用 い る もの で あ るが 、

これ を教 室 内 に 複数 設 置 し、生 徒 の学 習用 端 末 機 とす る ことが で き る。 一般

校 で 用 い られ る黒板 の果 す機 能 はいろいろあるが、 そ れ らの うち 、生 徒 と教 師

の即 時的 な コ ミ ュニケ ー シ ョンの道 具 と しての 役 割 をあ る程 度果 す こ とが で

き る。 現 在 の ま まで は 点 字 を媒 体 と して即 時 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョンを十 分

行 うことが で きな い た め 、 多 くは 口述 に よってい るの で あ る。 さ らに コン ピ

ュータ を導 入 す れ ば 盲学 校 にお け るCAIが 可 能 と な る(図 一6参 照)。

以 上 述 べ て きた よ うに点字 入 出力 装置 は視 覚 障 害者 の活 動 分 野 へ 導入 す る

た めの 要 で あ り、今 後 多種 多様 の もの が開発 さ れ る ことが 望 まれ る(図 一7

参照)。
、
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4.関 連 した他 の研 究

コン ピ ュータ技 術 の 視 覚 障害 者 の た め の応 用 に関す る我 国 にお け る研 究 に

つ い て主 な もの を述 べ る。

(1)通 常 文字 の 点字 への 翻 訳

これ に関 す る我 国 初 の もの は 、喜安 善 市 、関 口茂(以 上 寛 々 公 社 ・通 研)

和 田英 一(東 大)、 今井 秀 雄(東 教 大)の 各氏 お よび尾 関 育三 に よる もの

で、1958年 に前 述 の 点 字 プ リンタ とPC-1、M-1号 計 算 機 を用 い

て、 ローマ 字 一点 字 の 翻 訳 実験 を行 っ てい る。 また当 時 パ ラメ ト ロン約

800個 を用 い た ローマ 字 一 点字 変 換器 も試作(通 研)さ れ てい る。

(2)漢 字 を含 む通 常 文 、点 字 文 の相 互 翻訳

附属 盲学 校 、長 谷 川 貞 夫 教 諭 らに よって 、独 自の漢 字 と対応 す る符号 を

含 む 点文 字 と普 通 文 との 相 互 変換 な どに つ い ての研 究 が進 め られ、1975

年 電 算写 植 シ ステ ム を利 用 した 点字 文 か ら普通 文 への変 換 実験 が 行 われ た 。

この シ ステム と次 の㈲ を組 み 合 わ せ るな ど、 さ まざまの 実験 が 続 け られ て

い る。

(3)自 動 点 字読 み取 り装 置(ABR)

点 字 カセ ッ トシス テ ム開 発 研 究 会 の長 谷 川 健 介(東 工 大)、 入 江正 俊

(芝 浦 工 大)の 両 氏 に よっ て研 究 が 進 め られ てい る。従 来 、点 字 を コ ン

ピ ュータ で処理 す るた め に は点 字 を書 く段 階 で何 らか の入 力 装 置 を必要 と

す るが 、 これ を入 力 と して用 い る な らば手 書 きの点字 を直i接処 理 で きる点

が 画 期 的 で あ る。 例 え ば 、 これ に よって書 かれ た 点字 の コ ピー が とれ るな

どその 可能 性 は 多種 多様 な方 面 に あ るが 、 計 算 機の 指導 に関 しては 、手 書

きの プ ログ ラム を読 み取 らせ て処理 す る方 法 が可 能 とな る。

5.お わ り に

本 研 究 は具 体 的 な こ とは、 は じめ られた ば か りで あ り、 簡 易 型点 字 プ リン

タ の 開 発 な ど残 さ れ た 問題 は 多い が、 そ れ に よって さ まざ まの事 が可 能 ど な

る こ と も明 らか に な った。 また 近 年 コ ン ピ ュータ技 術 の視 覚 障 害 者 の た め の
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応 用 に関 す る他 の研究 も多 くな ってい るが、 そ れ らに注 目 し、 その成 果 を生

か しなが ら本 研 究 を進 め て い きたい と考 え てい る。 終 りに、本 研 究 をは じめ

るに 際 し、 ご激 励 と ご助言 を賜 った 情 報処 理 開発 協会 副会 長 山 内二 郎先 生 、

東 大計 数 工学 科 森 口繁 一 教 授 な らび に ご協 力 いた だい た 多 くの 方 々 に深 く感

謝 の 意 を あ らわ したい 。

9
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6.「 新幹 線軌 道 管 理 シ ス テム 」

◆

●

研究 責 任者 日本国有鉄道 施 設 局

共 同 研 究者 日本国有鉄道 新幹線総局

日本国有鉄道 新幹線建設局

日本国有鉄道 施 設 局

日本国有鉄道 新幹線総局

日本国有鉄道 新幹線総局

日本国有鉄道 新幹線総局
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藤

1.は じめ に

新幹 線軌 道 管 理 シ ス テム の 母体 で あ る新幹 線 情 報 管理 シス テ ム(SMIS)

に つい て 説 明 す る。

SMISは 、新 幹 線 に お け る多岐 に わた る業 務 に コ ン ピ ュー タ を導 入 し管

理 方 法 の改 善 を行 い、 運 営 の 高度 化 、能 率 化 をは か る もの で あ る。

そ のた め に 、 現場 機 関 に は端 末 装 置 を配 置、 原 始 デ ータ を収 集 し、 各種 の

台帳 を一元 的 に集 中管 理 して、 現場 で必要 とす る情 報 や 管 理 部 門 で必 要 とす

る資料 を随 時 提供 で き る もの で、本 格 的総 合 シス テ ム で あ る。

現 在 稼 動 してい る もの は、 車 両 、軌 道 、電気 設 備 の シ ス テ ム で あ って、 シ

ス テ ムの 発 展 に あわせ て、 他 の部 門 に も進 展 す る計 画 に な っ てい る。

本 シス テム の特 色 の1つ と して、 現場 と直結 した 伝送 シス テム を もって い

る こ とで あ る。

す な わち 、 現場 に は デ ータ の 入 出力 を行 う端 末 装置 を配 置 し(現 在47台 、

支 所 段 階 まで配 置)、 中央 の コ ン ピ ュー タ とオ ンラ イ ン で結 び、 デ ータ の集

配 を行 う。

入 力媒 体 はB4サ イズ のマ ー ク シー トを使用 し、 端 末 装 置 か ら入 力 して 中

央 コ ン ピ ュータ に伝送 す る。 コ ン ピ ュータ で はエ ラーチ ェ ック を行 い 即 時チ
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エ ック 内容 を返送 して、 そ の場 で不 良 デ ータ は訂正 し、 常 に正 しいデ ー タ を

送 り得 る方 式 とな ってい る。

また、 コ ンピ ュータ で処理 さ れた 資料 は 出力 メ ー ルボ ック ス(OMB)に

格 納 してお き、必 要 な と きに端 末 装 置 か ら照 合 操作 をす るこ とに より、 必要

な資料 を取 り出す ことが で き る。

軌 道 管理 シ ス テム で も、 この機 能 を有効 に活 用 して い る。

2.軌 道 管理 シ ステ ム概 要

新 幹 線軌 道 管理 シ ステ ム は、表 一1の ように軌 道管 理 全 般 に わた って開発

を進 めた。

軌 道管 理

シ ステ ム

表 一1軌 道管理 システム

軌道整備工事
施工指示およ び検収

軌道状態管理表

軌道作業計画 ロング レール管理

軌 道 作 業 計 画

軌 道作業関係 分析

⇒≡
軌道 など定型工事 の積算

この 中で 、太 字 の 部 分 は実 用 に供 さ れ てい る部 分 で、 この外 の 軌 道 作業 計

画 、 材料 計 画等 の シ ス テム は、 開 発 はほ とん ど終 了 し、 実 用 す るた めの 準 備

中 で あ る。

この太 字 の 部分 を 中心 に 細 部 につ いて の べ る。
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5.軌 道試 験 車 の デー タ処理

新 幹 線 の軌 道 管 理 を検 討 す るた め に は、軌 道 試 験 車の デ ータ を使 用 した 部

分 の軌 道 管理 が重 要 な項 目で あ る。

す なわ ち 、10日 に1回 、 軌道 試 験 車 に よって全 線 の軌 道 の狂 い状 態 を測

定 し、 列 車運 転 の安全 を確 認 す る と と もに、 この記 録 に よ り、整 備 作 業 を行

って い る。

従 っ て、 この測 定 デ ータ(軌 道狂 いデ ータ)を コンピ ュータ処 理 す るた め

に磁 気 テー プに デ ータ を集 録 す る必要 が あ る。

集 録 方 法 は、 デ ータ精 度 、運 搬 時間 、処 理 技術 な どを検 討 して、 試験 車 上

で アナ ログ ーデ ジタ ル変 換 を して磁 気 テ ー プ に集録 した 。

す なわ ち 、車 上 では測 定 デ ー タ をその ま ま集録 し、 デ ータ の加 工 は地上 の

コン ピ ュー タ で行 うこ とに した。

図 一1軌 道 狂 い デー タ収 録 装 置

←

集録装置 の諸元 は次の通 り

集録項 目

データ の分解能 狂量

距離

磁気 テー プ

デ ー タ 量

14項 目

0.1ミ リ メ ーー トル

0.3メ ー トノレ

9ト ラ ッ ク

800BPI

1キ ロ メ ー トル ー3200サ ン プ ル

東 京 一 名 古 屋 テ ー プ1巻

こ の よ う に 集 録 し た 、 軌 道 狂 い デ ー タ は 、 地 上 の コ ン ピ ュ ー タ で 、 次 の3
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工 程 に より正 確 な軌 道 狂 い デー タ とす る。

(1)前 処 理

集 録 デ ータ の中 で不 良 デ ータ を矯 正 して、 地 点信号 の検 定 を行 う。

② 本 処 理

ノ イズ 除去 、基 準 線 の補 正 を行 っ て、1メ ー トルごとの執道 狂 いをつ くる。

(3)検 定 処理

ス ラブ軌道 区間 な ど不 動区 間 に お い て、前 回 の データ と比較 してデ ー タ

の 検定 及 び補 正 をす る。

こ う して作成 さ れた 軌道 狂 い デ ー タ を 図 一2の よ うに方眼 紙 に プ ロ ッ トす

る と、 試験 車 測 定 記録 と完 全 に一 致 す る。

この 軌道 狂 いデ ータ は、 色 々 な方 面 に利 用 さ れ る。

キo程 高低(左)
900006

認=1
79003-

90041
90057

990060

900704
890080

9009-09
9010-20
9011-24
9012-33

9013-35
9014--30
9015-14
901620

290173

901832

9k

キ

o
程

図 一21m代 表値 波形 交 換

4.軌 道 整 備 工事 施 行指 示 及 び検 収

新 幹 線 に お け る、軌 道整 備 工 事 の大 半 は外 注 に よ り施 行 され てい る。 この

た め に、外 注 業 者 に施 行位 置 を 指示 し、 施行 後 の 出来 上 り状 態 を検 査 す る必

要 が あ る。

そ こで軌 道狂 いデ ー タ を使 用 して 、 この 施 行 指示 、及 び検 収 業務 を コ ン ピ

ュータ処 理 す る ことに した。 図一3は 、 シス,テムの 流 れ図 で、各 地 に配置 さ
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図 一3

⑰

治

れた 端 末 装 置 を使 用 して 次の よ うに処理 さ れ てい る。

① 軌 道 狂 い デ ータ を電算 処理 して、 施行 指示 書 をつ くる。

② 施 行 指 示 書 は 支 所 段階 で端 末装 置 よ り出 力 し、 これ に より外 注 業者 に施

行 位 置 を指示 す る。

③ 外 注 業 者 は、 施行 後 に施行 報 告 を提 出 し、 これ をマ ー ク シー トに記入 し

て端 末 装 置 よ り入 力 す る。

④ 作 業 前 後 の軌 道 狂 い デ ータ に より、 施行 ケ所 の 出来 上 り検 収 を行 い、 そ

の 結 果 を端末 装置 より出 力す る。

さ らに、 シ ステ ム 内容 を項 目 ごと に くわ し くの べ る。

(1)施 行 指示 書 の 作 成

従 来 、施 行 指 示 書 は、軌 道 試 験 車の 記 録 を表 一2の ル ー ル に よって施

行 区 間 を定 めた 。

電 算 処 理 に おい て も、軌 道 狂 い デ ータ を同 じ ルー ル に従 っ て処理 す る。
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表 一2主 な施 行 指 示 ル ール

作業種別 狂 い

む

ら

直

し

高 低

.高 むらのとき
・一指示区間 「一 ㌃ 一 「

一 〔煮]一

前後2っ 目の山 の 頂点 まで

。低む らの と き

両側 の 山 の頂 点 まで/∨^))》v、

・・妹 満の・きは次の山の頂点・で②!二 元
一 コ ー

。無道 床 区 間 との境 目

境 目か ら30mに 一番 近 い 山の 頂点 まで

!)VV∨v'

〃%1頃30m・1

平面性 不良ケ所に近接する高低狂いで指示する。区間決定は高低に同じ

水 準 基準線の交点から交点まで

通 り直 し 通 り 通 り狂 い のみ が不 良の とき指 示 し、両側 の ピー ク点 をす ぎて基 準 線 との交 点 まで

施 行 指 示 書 は 図 一4の 通 り で 、 測 定 日 の 翌 日 に は 端 末 装 置 よ り 出 力 で

き る 。
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この 指示 書 には 、施 行位 置 、作 業種 別 、 狂 い量の 外 に次期 高 低 狂 い

(10日 後 の 推定)も 表 示 す る。

(2)作 業 報 告

作業 報 告 は、す べ てマ ー ク シー トを使用 し端 末装 置 よ り入 力 す る。 シ

ー トの 種 類 は 次の3種 類 で あ る
。

ア.軌 道 整 備 工事 実施 報 告

イ.外 注 軌 道 工事 実施 報 告

ウ.直 轄 作 業 報 告

ア項 は、4図 で説 明 した施 行 指 示書 を使用 す る もの で、右 端 の[コ 欄

に 施行 内 容 をマ ー ク して実 施 報 告 にか え る、 ター ン ァ ラ ン ド方 式 を と っ

て い る。 他 の2種 類 も施行 位 置 、 作業 内容 、 施行 日等 をマ ー ク して報告

す る。

ア項 の 報告 書 と、 他 の2種 類 の報 告 書 の作 成 作業 は極端 に ア項 の マ ー

ク シー トが少 な く能率 的 で あ り、 この シ ス テ ム を定 着 さ せ るた め に、大

き く貢 献 した。

この マ ー ク シー トを端 末 装 置 に入 力 して、 中央 コ ン ピ ュータ に送 りい

エ ラー デ ータ はそ の場 で訂 正 で き る シス テ ム に なっ てい る。

(3)検 収 処 理

軌 道 整 備 工 事 の 出来 上 り検 収 は 、施 行 前 後 の軌 道 狂 い デ ータ を重 ね合

せ 、波 形 が変 化 してい る こと を確 認 し、 さ らに施行後 の残 留 狂 い に より

検 収 を行 った 。 電算 処 理 で も、 この ル ー ル に合 った 方法 を開 発 し、検 収

調書 を作 成 した 。検 収 結 果 は 工事 代 金 に直 接 関係 す るの で、 慎 重 に検 討

を重 ね、 満 足 の 行 く結果 を得 たの で実 施 にふ み切 った もの で あ る。

5.軌 道 状 態 管理

これ までの シ ステ ム でつ く られ た軌 道狂 いや 、 作 業 実績 を使用 して、 軌道

管 理 に必 要 な資料 を作 成 す る。
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(1)軌 道 狂 い状 態表

軌 道 狂 い 目標 値超 過 ケ所 を1キ ロ メー トル 、又 は10キ ロメー トル ご と

に集計 し、表 又 は 図表 とした もの。
～^一 ・-

1`

)こ>Jイt'J》=胃 《`G)=A`
$1

}ト う,い'=コ`

`1

トうり%MHO1)?,1'A40bOeeつOSCgOIOO

elo～o,f40bO607eeogoloe

図5-1軌 道 狂 い 目標 値 超 過 箇 所一 覧 図

② 軌 道 管理 表

軌 道 狂 い 、保 守 状態 が 一 目で わ か る よ う整 理 した 図表 。

(3)主 要 作業 量 集 計表

レー ル更換 、 道 床 更換 、 む ら直 し、 総 づ き作 業 等 の主 要 軌 道保 守 作業 量

を集計 した もの。

この3表 の 中で一 番 使用 ひ ん度 の 多 い軌 道 管理 表 に つい て 説 明す る。

新 幹 線 で は従 来軌 道 検査 班 な どで図 一5の ような軌 道 管理 図 を作 成 し、

軌 道 の 保 守状 態 を管理 してい る。

そ こで、 この 管理 図 の一 部 子 あ る軌 道 狂 い 一作 業 実績 を記入 す る部 分 を

コ ン ピ ュータ に より作成 した 。

この表 は、 約10日 間 周期 に試験 車 で測 定 さ れ る、軌 道狂 い デ ータ と、
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軌道 管理表(下 り)

そ の 間の 作 業実 績 を短 冊形 の整 理 表(図 一6)と して作成 す るもので これを管

理 表 台紙(図 一5)に 貼 付 け て管 理 表 とす る。

作業一

高低一

通り一

135136

図 一6作 業 、 軌 道 狂 い実績 表

MM MM MMMM

7 へ4 15 6 へ4 6 へ5 へ4

4 1 5

20戊1ブ ロ ック

1㎞50ブ ロ ッ ク一 一

この 管理 表 には 、列 車 動 よ う加速 度 、 線形 不 良箇 所 等 を合 せ て整 理 し、

日常 の軌 道 管理 業務 に役 立 てて い る。

6.軌 道 狂 い 進 み

軌 道 試験 車 で測 定 した 記録 を時 系 列 的 に並 べ ると、 図 一7の よ うに劣 化 す

る状 態 が よ くわ か る。軌 道 狂 い は、 段 々 と大 き くな り、 保 守 目標 値 まで太 き
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図一7軌 道狂い劣化状態

くな る と、保 守作 業 が な され、小 さ な狂 い とな る。

この よ うに 、狂 い の劣 化 、保 守 作業 の反復 に より、軌 道 の保 守 が なさ れ て

い るが 、 この劣 化 状態 、す なわち 、軌 道 狂 い 進 み を計 算 す る シ ス テム をつ く

った。

軌道 狂 い 進 み の計 算 ル ー ルは、 コン ピ ュー タ を使 用 す る前程 と して 、次 の

よ うに定 め た。

① 高 低 狂 い の狂 い 進 み を もって、軌 道 狂 い 進 み とす る。

②1ロ ッ トを軌 道 延 長20mと す る。

③ ロ ッ ト内 の 最 高値 の 狂 い進 み を求 め る。

④ 試 験車 間 に作 業 が な か った と きの狂 い変 化量 を集 計 して計 算 す る。

⑤ む ら直 し、総 づ き作 業 は、作 業 前後 で狂 い進 み に変 化 な きもの と し、 材

料 更 換 な どを行 った と きは変 化 す る もの とす る。

⑥ 計 算式 は 図一8の 通 り。

この よ うに して軌 道狂 い進 み は、主 本 体 の20mご とに軌 道 の状 態 を示 す

指数 を あた え得 る ように なった。

この デ ータ を当面 次の よ うに利用 してい る。

① 軌 道 整 備 工事 施行 指 示書 の 次 期 高低 狂 い の 推定

② 軌道 管理 表 の 保 守周 期

③ 道 床 検 査 資料
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④ レール凹凸検査資料

⑤ 軌道 弱点箇所の抽 出

この よ うな方 法 に おけ る・軌道 狂 い進 み の算 出 は・軌 道 管理 に お け る画期

的 な事柄 で あ り、 約3年 間 の デー タ を蓄積 し、 相 当 信頼 性 の 高 い もの がっ く

られ てい る。

これ らの デ ー タ を もと に、種 々 の 分析 を行 い、 軌 道 破 壊の メ カニ ズ ム を種

々検 討 して い る。

Zロ ング レー ル管 理

ロ ング レー ルの保 守 管 理(張 出防 止)を シ ステ ム化 した もの で、 現 場機 関

に あった保 守 台 帳 を コ ン ピ ュー タ側 に フ ァイ ル し、検 査 デ ータ 、 作 業 実績 デ

ー タ に よ り更新 し、 ロ ング レー ル張 出 防止 管理 に必 要 な資料 を提 供 す る もの

で あ る。

ロ ング レー ル台帳 フ ァ イル は、 次の項 目が 集録 され てい る。

・ロ ング レー ル構造 諸 元

・設 定 温 度 、 ス トロー ク、 ふ く進 量

・検 査 歴

・作 業 歴

この フ ァイ ル に よ り、定 期 的 に 次の 出力表 を作成 す る。

・ロ ング レー ル管 理 表
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・伸 縮 管理 図

・設 定替 必要 箇所 表

この中 で設 定替 必 要 箇所 表 は、 台 帳 フ ァ イル より、 設定 替 作 業 を必要 とす

る部 分 を抽 出 した もの で、 作 業 計 画 に反映 され る。

8.実 用 に供 す るため 準 備 中 の シ ス テ ム

これ までの べ た シ ス テム は、49年 度 よ り実用 に供 して い る シス テム で あ

るが、 シ ステ ム開発 は ほ とん ど終 了 し、稼 動準 備 にか か って い るシ ス テム を

紹 介 す る。

(1)軌 道作 業計 画 シス テム

この シス テム は、軌 道 狂 い デ ータ な どで コ ンピ ュー タ 内 で作 る作 業計 画

と、 人手 で つ く る作 業計 画 を集 計 し、コ ンピ ュータ シ ミュレ ー シ ョン を行

って総 合 的作 業計 画 を作成 す る シス テム で あ って、 シ ス ァム の機 能 と して

次 の よ うな もの を もつ。

① 試 験車 デ ータ よ り、 平 面 、縦 断 の 線形 計算 を して、 不 良箇 所 を抽 出す

る。

② 軌 道狂 い進 み より、 長期 軌 道 状 態 をシミュレーシ・ンして 総 づ き時期 を

定 め る。

③ 主 作業 の 作 業 時期 の 調 整 をす る。

④ 主 作業 の 計 画 を もと に補 作 業量 と軌 道状態 の 推定 計 算 をす る。

⑤ この計 画 に必要 な、 入 、 物 、 金 を算 出す る。

⑥ 以 上 を反 復 して、 計 画 者 の 満 足 す る もの を作 成 す る。

軌道 管理 シス テム の 中心 に な る もの が、 この シ ス テム で あるが 、 実用 に

供 しな が ら、改 良 を加 え、 よ り よい もの に して行 く考 え で あ る。

② 軌 道 材料管 理 シ ステ ム

新幹 線 の軌 道 材料 は 、 い よい よ更新 更換 を行 う時期 に な り、 材料 に関 す

る色 々 な分 析 が必 要 と な って い る。

そ こで、 レー ル、 分 岐器 、伸 縮 継 目、道床 の主 要 材料 に つい て 、構造 、

●
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環 境条 件 、破 壊条 件 、 更換 検査 履 歴 を コ ン ピ ュータ側 に フ ァ イル して、 各

種 分 析 が可 能 な シス テ ム を作成 す る。

す なわ ち、 蓄 積 され た デー タ を簡 易 情 報検 索 プ ログラム(EMERS)を

使 用 して 図 一9の よ うに、 各種 報 告 類 、 分析 、検 索表 を作成 す る もの で あ

る。

●

(
定

例

)

(入 力)

検査報告

＼
材料更換報告

CPU

I－ 一 一一一 一 「

一ー ーー一→

/爾 項目
・目標値

琶
(計 画 者 ・指定)

図 一9

台

帳

プ

ア

イ

(出 力)

|検 査集計表

1/

L－ 現場胎 帳

Lこ ざ壁 担…竺

L_____」

＼
検索,分 析表

軌道材料管理 シス テム

,

9.ま と め

新 幹 線軌 道 管 理 シ ス ァム は、 新幹 線 の軌 道 を能 率 的 に、 か つ 高い精 度 で管

理 す るこ と を 目的 と した もの で、 この開 発 には 技術 的開発 要 素 が 多 く、色 々

な苦 労 が あ った が 、 現在 まで に確立 さ れた 主 な事項 は 次の通 りで ある。

① 軌 動試 験 車 の デー タ処 理 の 確立

② 軌 道整 備 工 事 施 行 指示 及 び検収 シス テ ムの 定着

③ タ ー ン アラ ン ドのマ ー ク シー ト利 用 方 式 の 確立

④ 軌 道 狂 い進 み 計 算手 法 の確 立

⑤ 縦 断、 平 面 線 形 の計 算手 法 の 確立

⑥ 軌道 作 業 を総 合 的 に と らえ シ ステ ム化 を行 う。

新 幹 線軌 道 管 理 シ ステ ム の開 発 方 向 は、 現場 第 一 線の 必要 とす る情報 に焦

点 を あて、 この 積 上 げ と して管理 部 門 の資 料 をつ くる ことに あった 。 この 方

針 は、 これ か ら継 続 して 開 発 して い くが 、引 きつづ き蓄 積 さ れ た'データ の
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精 力 的 な解 析 に よ り、新 分 野 の 開 拓 を行 い た い。

50年 度 よ り210K/H走 行 の新 軌道 試験 車 が建 造 さ れ、新 しい 測定 項 目

も加 え られて 、 シス テムの 深度 化 を可 能 に してお り、今 後 と も一 歩 一歩 ふ み

しめ て、 シス テムの 完成 をめ ざ して努 力 して 行 きた い。

6

ψ
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7.「 富 士 電 機製 造 株 式会 社

販 売在 庫 管 理 オンライン ・システム」

φ

P

研 究 責 任 者

富士電機製造㈱システム部

シ ス テ ム 部 長 岩 本

共 同 研 究 者

富士通 ㈱ システム統轄部

製造工業システム部長 福 田

製 造 工 業 シ ス テ ム 部

第2シ ステ ム課 長 難 波

忠 吉

善 一

貫太郎

●

1.は じめ に

富 士 電機 製 造㈱ は、 汎 用電 機器(小 型 モー タ、電 磁 開閉 器 、 ス イ ッチ等)

を 中心 とす る在 庫 品 販 売業 務 の合理 化 と、物 流 情報 管理 の 高度 化 を 目的 とし

て、 昭 和48年9月 に販 売在 庫管 理 オ ン ラ イン ・シス テ ム(FRESH)の

開 発 に着 手 し、 昭和51年5月 よ り稼 働 を開 始 した。 富士 電 機 で は 、引合 い

の多 い標 準 製 品 を各 営 業 所所 在 地 の 中継 セン タに 、引合 いが比較 的 少 ない製

品 を2ヵ 所の在 庫 セ ン タ(中 央 倉庫)に 在 庫 し、そ れぞ れ中継 セ ン タ 品 、在

庫 セン タ品 と呼 び管理 して い る。在 庫 セ ン タ品は 、即にデ イ リーバ ッチで電算.

処 理 して いたが 、中継 セ ン タ品 は、 人手 に よる手配 に頼 っ てい た。 しか し、

年 々増 加 す る注 文件 数 に 、人 手 に よる対処 では限 界 が ある為 、 中継 セン タ品

の販 売在 庫 オ ン ライ ン ・シ ステ ムを開発 して、① 顧 客 サ ー ビスの 向上 、

② 事 務 作業 の省 力 化 。③ 管理 レベ ルの 向上。④ 事 務 の 標準 化 を図 った

もの で あ る。

FRESHは 、東 京 有 楽町 の セ ン タ コン ピ ュー タ と、主要 営 業 所k・ よ び中

継 セ ン タのOMR端 末 とを特 定 回線 で 結 び、 また特 約店 の テ レ ック ス と を公
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衆 回 線 で 結 ん で 、 受 注 か ら 出 荷 に 至 る 一 連 の 在 庫 品 販 売 業 務 を 、 リ ア ル タ イ

ム で 処 理 し て い る 。 セ ン タ に は 、FACOM230-48(パ ン チ コ ン カ レ

ン ト)と テ レ ッ ク ス 回 線 制 御 の 為 のPANAFACOMU-200と を設 置

し て い る 。 セ ン タ の ソ フ トウ エ ア と し て 、OSI[/VSRICSを 使 用 し 、

オ ン ラ イ ン ・ デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム を 採 用 し て い る 。 現 在 オ ン ラ イ ン稼 働

率 は95%で あ り、 注 文 処 理 の 平 均 応 答 時 間 は 、OMR端 末 で 約5秒 、 テ レ

ック ス で 約30秒 と な っ て い る。FRESHの 稼 働 に よ り 当 初 の 目 的 を 達 す

る と と も に 、52年 度 に は 、 未 設 置 の 営 業 所 に ネ ッ ト ワ ー ク を 拡 げ 、 よ り 高

い サ ー ビ ス と 信 頼 性 の 向 上 を 計 る 予 定 で あ る 。

⑲

2.シ ステ ム 概 要

21シ ス テ ムの 目的

(1)顧 客 サ ー ビス の向 上(出 荷 の 迅速 化 、 納 期 の短 縮 、在 庫情 報 の信頼 性

向 上 に よる トラ ブル防 止 、出荷 オ ーダ の 確実 な把 握 と管理 、 顧客 へ の 情

報提 供 の 迅速 化)

(2)事 務 作 業 の 省力 化(手 配業 務 、在 庫 管理 業 務 、伝 票 発行 、価 格 チ ェ ッ

ク の簡 素 化)

(3)管 理 レベ ルの 向 上(販 売 情 報の 生産 へ の早 期 フ ィー ドバ ック)

(4)事 務 の標 準 化(補 充基準 の 設定 、中継 セ ン タ品販 売 シ ス テムの統 一 化)

2.2概 要

富 士 電機 製造 ㈱ に おけ る、汎 用電 機 品 の 販 売 は 、特 約 店 を主体 と した ル

ー トセー ル ス と、一 般顧 客の注 文 と に分 け られ る。

本 シス テ ム では 、次 の よ うな処 理 を行 って い る。

① 注文 は、 営 業 か らはOMRシ ー ト、特 約 店 か らはTELEXを 利 用 し

て イ ン プ ッ トされ る。

② セ ン タで は 、注文 の イ ンプ ッ トに よ り即 納 期 の もの につ い ては在 庫 引

当 て を行 い 、在 庫 が あれ ば 出荷 伝 票 を フ ァ イ ル上 に作成 す る。

,
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⑨

■

③ 在庫 が なけれ ば注残 と し、 中継 セ ンタ よ り入庫 の デ ー タが入 る と同時

に 自動 的 に 出荷 伝 票 が ファイ ル上 に作成 され る。

④ フ ァイ ル上 に作成 され た 出荷伝 票 は 、 中継 セン タの指 示 に より、 随 時

出 力 さ れる。

⑤ 先 納 期 の もの は 、注残 と して登録 さ れ納 期(出 荷 日)が 到 来す る と、

在 庫 引 当て を行 い毎朝 一番 に 出荷伝 票 が作 成 さ れ る。

⑥ 入 庫 時 に中継 セン タは、OMRカ ー ドに よ り入庫 情 報 を イ ン プ ッ トす

る。

⑦ 営 業 所 、特 約店 か らは、注 文以 外 に在 庫 照 会 、注残 照会 な どの イン ク

ワイア リが 行 え る。

⑧ 売 上 に伴 う請 求 業務 は、 オ ンラ イ ンの デ ータを渡 す ことに よ り別 業 務

で行 う。

在庫 セ ン タ品 の 出荷 手配 につ い て は、 パ ッチ処理 で は あ るが 、物流 シス

テ ム と してEDP化 さ れて いる 。 したが って注 文が セン タに 送 られ た段 階

で、 バ ッチ渡 しの デー タを作成 し、 夜間 各 在 庫 セン タに 出荷 指 示 を行 って

い る。

2.3シ ス テ ム概 念 図

シス テ ム概念 図 を図 一1に 示 す。

2.4送 受 信 の パ タ ー ン

シ ス テ ムの 送 受信 パ ター ンを 図一2に 示 し、OMRシ ー トと カー ドフ ォ

ーマ ッ ト例 を図 一3に 示 す。
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5.処 理 業務 の概要

本 シス テ ムにお け る業務処 理 を機 能 別 に大 別 す る と、 次 の よ うにな る。

(1)販 売処 理

売 上 につ なが る処理 で あ り、注 文 、返 品 な ど7種 類 の処 理 が用 意 され て

い る。

(2)販 売サ ポー ト処 理

新 規顧 客 の マス ターへの登 録 、異 常在 庫 状 態 の注 残 コ ン トロー ル、注 文

内容 の変 更 な どを行 う処 理 で あ り、9種 類 の 処理 が用 意 され て い る。

(3)出 庫 処理

他 の 中継 セン タお よび 、在 庫 セ ン タに物 を移 し在 庫 の有 効 活用 を行 うこ

とを 目的 と した処 理 で、3種 類 の処 理 が用意 され て い る。

(4)出 庫 サ ポ ー ト

出荷伝 票 を製 品 コ ー ド順 に並 べ 替 え、 ピ ッキ ン グ リス トと、配送 方 面 リ

ス トを添付 す る処 理 で ある。

(5)入 庫処 理

中継 セ ン タに 、返 品 とか在 庫 セ ン タ、又 は他 の 中継 セン タか ら入庫 が あ

っ た場 合 の処理 で あ り3種 類 の処 理 が用意 され て い る。

(6)サ ー ビス処理

在 庫の 問合 せ 、注残 の問合 せ な ど4種 類 の処 理 が 用 意 されて い る。

(7)運 用 サ ブ処 理

一 度処 理 した ものに対 す る修 正 を 目的 と した処 理 で、4種 類 の処 理 が 用 ・

意 さ れて い る。

(8)運 用 サ ポー ト

固定 フ ォー ムであ る 出荷 伝 票 の端 末 へ の セ ッ ト、電 文紛 失 の さい の再 送 、

端 末障 害の代 行 等 の処 理 であ る。

(9)情 報連 絡処 理

デ ー タ集 信 お よび端 末 ヘ セ ン タか ら各種 メ ッセー ジ を送 信 す るた め の処

理 で あ る。
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00バ ッチ処理

(a)オ ン ライ ン中 更新 で きな か った項 目に対 す る フ ァイル更 新 。

(b)既 存 パ ッチシ ス テムへ渡 す デ ー タの作成 。

(c)各 種営 業 管理 資料 、各種統 計 表 の 作成 。

4.ハ ー ドウ エア構 成

4.1ネ ッ トワー ク構 成

ネ ッ トワー ク構 成 を図4に 示 す。

4:2セ ン タ機 器 構成

セン タ及 び、PANAFACOMU-200機 器 構成 を図5に 示 す 。

4.3回 線 網 の特 徴

①1-1規 格(東 京 一大 阪48KHZ)とD-1規 格 の接 続 利 用 を行 っ

て い る。

②OMR端 末 は 、1200ビ ッ ト/秒 の マル チ ド・ ップ運 用 を行 って い

る。

③ 公 衆通 信 回線 の利 用(特 約店 か らの注 文 は 、TELEXを 利 用)を 行 っ

て い る。
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東京 中継 センタ

TOKYODISTRIBUTIONCENTER

端末設置
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5.ソ フ トウ エ ア

5.1ソ フ ト ウ エ ア 構 成

本 シ ス テ ム の ソ フ ト ウ エ ア 構 成 は 図 一6に 示 す よ う にFACOM230-

48は 、OS皿/VSRICS(DC制 御 にCOP-F、DB制 御 に

RAPID)を 使 用 し て い る 。 ま た 、PANAFACOMU-200は 、 オ

ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム と し て 、COMS-CRSを 、 オ ン ラ イ ン 制 御 に

MCOP-Xを 使 用 し て い る 。

5.2セ ン タ処 理

5・2・1処 理 概 要

セ ン タ オ ン ラ イ ン処 理 の タ ス ク 構 成 に つ い て は 図 一6に 示 す 。

① イ ン プ ッ トさ れ た デ ー タ は す べ て 入 分 配 へ 通 知 さ れ 、 端 末 種 別 に 従

が つ た 電 文 の フ ォ ー マ ッ ト変 換 を 行 っ た あ と 、 リ カ バ リ ー 対 策 の 為 の

入 通 番 の 付 与 が 行 わ れ 、 処 理 コ ー ドで 識 別 し た 業 務 処 理 プ ロ グ ラ ム の

起 動 が 行 わ れ る 。

② 業 務 処 理 が 起 動 さ れ る と 、 イ ン プ ッ トの デ ー タ の チ ェ ッ ク が 行 わ れ 、

正 常 デ ・一夕 に つ い て は 、 フ ァ イ ル の 更 新 等 の 処 理 を 行 う 。

③ 業 務 処 理 は 、1つ の ブ ・ グ ラ ム で 処 理 し た 結 果 を も と に 、 他 の 業 務

処 理 を 起 動 す る パ タ ー ン(業 務 処 理 パ タ ー ン1)と1つ の プ ロ グ ラ ム

で 処 理 を 終 了 す る パ タ ー ン(業 務 処 理 パ タ ー ン2)と に 分 け ら れ る 。

④ 業 務 処 理 で は 、 処 理 結 果 を 端 末 に 通 知 す る為 に 、 交 換 フ ァ イ ル に 電

文 を 書 き 込 む 。

⑤ 交 換 フ ァ イルに書 き込 まれ た電 文 は 、端 末 へ の電 文 送 出 を一括 して

行 う出処 理 に読 み込 まれ 、 出通 番 を付 与 され 、端末 へ 出力 され る。

⑥ 送 出後 、後処 理 が起 動 され 、送 出結果 の判 定 を行 う。異 常 で あ れ ば ・

出障 害復 旧の プ ログ ラ ムを起 動 し、 出側 の 回線 、端 末 関係 の障 害 お よ

び復 旧 の管 理 を 行 う。

5.2.2処 理 プ ログ ラム

処 理 プ ・グラ ム と して は 、 入 分配 、 出処 理 、 後処 理 等 、オ ン ライ ン処 理
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特有 の機 能 を持 つ もの を共 通処 理 プ ロ グラ ム、実 際 の業 務 を行 うプ ログ ラ

ムを業務 処 理 ブ ・ グラ ム と して管理 して い る。

共 通処 理 ブ ・ グラ ムは ア ッセ ン ブラで組 まれ 、将来 メイン テナ ンス が考

え られ る業 務 処理 プ ・グ ラムにつ いて は扱 いや す さ を考慮 し、富 士 通の

COBOLに オ ン ライン制御 マク ・を追 加 したOLC(ONLINE-

COBOL)を 使 用 して いる。

プ ・グ ラ ム本 数 とス テ ップの 一 覧表 を表 一1に 示す 。
●

イ

表 一1プ ロ グ ラ ム ス テ ッ プ 一 覧 表

COBOL FASP OLC

轍
ステ ッ

プ数
本数

ス テ ッ

プ数
本数

ス テ ッ

プ数

共 通 処 理 『 一 68 18,700 } 一

リカ バ リ関 連
一 『 6 3,200 ,一 一一

業 務 処 理 43 3,700 一 一 32 10,100

デ バ ク エ イ ド 7 5,200 23 10,300 一 一

付 帯 パ ッ チ 83 17,200 一 一 　 一

フ ァ イ ル セ ッ ト

ア ッ プ
44 12900 一 一 一 一

デ ー タ ベ ー ス

アク セ スル ーチン
30 2100 一 一 一一 －

PANAFACCM

U-200
一 一 25 12300 一 一

合 計 207 41,100 122 44,500 32 10,100

括

5.3PANAFACOMU-200処 理

5.3.1ソ フ ト ウ エ ア 構 成

PANAFACOMU-200の ソ フ ト ウ エ ア 構 成 は 図 一7に 示 す 通 りであ

る 。
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図 一7PANAFACOMU-200ソ フ トウエア構 成 及 び タ ス ク構 成

5.3.2処 理 概 要

①TELEXよ り 入 力 さ れ た 電 文 を 受 け 取 り 、 コ ー ド コ ン バ ー ト

(TELEXコ ー ド→ISOコ ー ド)を 行 い 、TELEX番 号 で 一 意

に な る 項 目(た と え ば 、 特 約 店 コ ー ド、 端 末 種 別)、 及 び セ ン タ へ

の 上 り通 番 を 付 加 す る 。

② ダ ウ ン 対 策 用 に チ ェ ッ ク ポ イ ン トMTに デ ー タ を 書 き 込 み 、 セ ン タ

へ 電 文 を 送 信 す る 。

③ セ ン タ か ら 送 信 さ れ て き た 電 文 を 受 け と り 、 コー ドコ ン バ ー ト(ISO

-TELEXコ ー ド)を 行 う
。

④ 電 文 を チ ェ ッ ク ポ イ ン トに 書 き 出 し 、TELEX端 末 に 送 信 す る 。

⑤ 回 線 状 態 、 端 末 状 態 を 管 理 し 、 障 害 の 場 合 、 セ ン タ コ ン ソ ー ル へ 電

文 を 打 ち 出 す 。

ま た 、PANAFACOMU-200の そ の 他 の 特 徴 と し て は 、

(1)セ ン タ ダ ウ ン 時 の 対 応

セ ン タ が ダ ウ ン し て も 、TELEXか ら の 電 文 を 受 け と り 、 紙 テ
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一 プにそ の 電文 を出 力す る。(こ の処理 は 、 自動 的に 行 わ れ、 オ ペ

レ ー タの介 入 は不要)

セ ン タが 復 旧す る と、 オ ペ レー タの介 入 の もとに、 紙 テ ー プを読

ませ 電 文 を セン タへ送 信 す る。

(2)回 線 診 断 シ ス テ ム

NCU及 び回線 障 害 時 の調 査 を速 やか に行 うため に、回線 診断 シ

ス テ ム を用 意 して い る。

(3)伝 送 の 効率 化

すべ てのTELEXか らの電文 は、 伝送 効率 を高 める た め に 、列

信 で送 信 す る。

6.デ ータベ ース

6.1デ ー タベ ー ス の適 用 の 目的 と特 徴

6.1.1適 用 の 目的

① オ ン ライ ン処 理 に対 し充 分 な処 理 能 力が 期待 で きる。

② 開 発 期間 の短 縮 と 、工数 の減 少が 可能 とな る。

③ アク セ ス方法 が簡 便 であ る。

④ 効 率 的 な排 他 制御 が可能 であ る。

⑤ フ ァイル の リカバ リーが容易 で ある。

⑥ シス テ ムの拡 張 や ハ ー ドの更新 時 に有 利 で ある。

6.1.2特 徴

① 処 理 効率 を高 め る為 に、 セグ メン トをす べ て 、 ランダ ムエ ン トリセ

グ メ ン トと した。

② チ ェ ック ポイ ン トの デー タ量 を削 減す る為 に 、 セ ッ トを最 小限 に押

え た。

③ 各 セ グ メ ン トの領 域率(最 低 所要 ペ ー ジ数 を1と した場 合 の倍率)

を約2倍 と した。 この倍 率 は パ イ ロ ッ トテス トに よ り決定 してい る。

④ 領域 の節 約 を 目的 と して 、出荷 伝 票等1日 に 発生 す るデ ー タが ほ ぼ
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一 定 の も の に つ い て は 、 領 域 を サ イ ク リ ッ ク に 使 用 す る サ イ ク リ ッ ク

制 御 を 行 っ て い る 。

⑤ 排 他 制 御 、、オ ー パ ー フ ・ 一 管 理 を 含 め た デ ー タ ベ ー ス の ア ク セ ス を

ル ー チ ン 化 し 、 プ ・ グ ラ マ は 単 にREAD、WRITEの 意 識 を 持 つ

だ け で プ ロ グ ラ ミ ン グ で き る よ う に し た 。

⑥ 登 録(PUTENTRY)の 多 い セ グ メ ン トに 対 し 、 オ ー パ ー フ

・ 一 管 理 を 行 い 、 ア ク セ ス 回 数 を 最 小 に し た 。

●

Z障 害 対 策

7.1セ ン タ 障 害 対 策 の 基 本 方 針

(1)セ ン タ 障 害

大 記 憶 フ ァ イ ル に 影 響 の な い シ ス テ ム ダ ウ ン は 、BEFORE情 報(デ

ー タ ベ ー ス 更 新 の 都 度 、 そ の 更 新 前 の 状 態)に よ り 、 ク イ ッ ク リ カ バ リ

を 行 う 。

大 記 憶 フ ァ イ ル の ハ ー ドエ ラ ー に よ る シ ス テ ム ダ ウ ン は 、AFTER

情 報(デ ー タ ベ ー ス 更 新 後 の 状 態)に よ り 、 フ ァ イ ナ ル リ カ バ リ を 行 う 。

処 理 ブ ・ グ ラ ム に よ る ソ フ ト障 害 は 、 シ ス テ ム ダ ウ ン と し て 、BEF-

ORE情 報 に よ り 、 ク イ ッ ク リ カ バ リ を 行 う。

(2)回 線teよ び 端 末 障 害

セ ン タ か ら一 定 時 間 ご と に テ ス ト コ ー ル を か け る こ と に よ り 、 障 害 回

復 を 確 認 す る 。

(3)PANAFACOMU-200障 害 対 策

本 シ ス テ ム のPANAFACOMU-200は 、 電 文 め フ ァ イ ル を 持 っ

て い な い 為 に 、 チ エ ツ ク ボ ィ ン トMTに 書 か れ た 電 文 だ け が 、 リ カ バ リ

ー の 対 象 と な っ て い る
。

(4)障 害 発 生 に 対 す る バ ッ ク ア ッ プ

セ ン タ ダ ウ ン時 に 、TELEXに よ る インプ ッ トは 、.PANAFACOM

U-200で 集 信 を行 う。 ま た 端 末 障 害 時 に は 他 の 端 末 へ の 代 行 処 理 も行 う 。
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8.評 価

8.1稼 働 状 況

(1)稼 働 率

本稼 働(昭 和51年5月)開 始以 来 シ ステ ムの 月間 稼 働率 は 順調 に向

上 し、 当 初90%で あ った もの が、10か 月 目に は100%に 達 して い

る。

(2)稼 働 時 間

8時 間/1日(9:00～17:00)

(3)注 文 処理 の平均 応 答時 間

特 約 店 か らの注 文(TELEX)約30秒

営 業 所 か らの注文(OMRシ ー ト)約5秒

(4)効 果

本 シ ステ ムの 開発 に よ り、 次 の よ うな効果 があ った。

(a)受 注 か ら出荷 ま での手 配が 短縮 され た。

(b)特 約店 か らの発 注業 務 が簡 素化 され た。

(c)特 約店 か らの在 庫 、注残 につ い ての 問合 せ に対 し、速 く、正 確 に 、

人手 をわず らわさず 回答 で き る よ うに な った 。

(d)発 注 時点 に入 庫予 定 が確 認 で き る よ うにな った。

(e)ほ とん どの注文 が 特約店 か ら直 接 イ ン プ ッ トさ れ る よ うに な り、営

業部 門の手 配業 務が 大幅 に減少 した 。

(f)機 種別 在 庫 お よび注残 が即 時 かつ 正 確 に把 握 で きる ようにな り、生

産計 画 へ の きめの細 か い フ ィー ドバ ッ クが可 能 とな った 。

⑧ 注文 書 か らの転 記作 業 が な くな り、正 確 な デー タが得 られ る よ うに

な った。

(h)伝 票 発 行 と、 応答業 務 が軽 減 され た こ とに よ り、さ らにきめの細かい

在 庫 管理 業 務 に専念 で きる よ うに な った。
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9.む す び

本 シ ステム は 、 まえ が きで述 べ た よ うに、富 士電 機 の顧 客 との 接点 を包含

した初 め ての オ ン ライ ン ・シ ス テム と して、略所 期 の計 画 通 り確 立す る こ と

が でき た。 ま た 、オ ン ラ イン ・シ ステ ムが 、 この よ うな販 売 在 庫 管理 シス テ

ムに 、 いか に有効 で あ るか を確信 した。'

今 後 、顧 客 サー ビス の 向 上 とい う面 での レベ ル ア ップは無 論 の こ と、効 率

的 な オ ン ライ ン ・ネ ッ トワーク(た とえ ば 、時分 割 多重 装 置 と1-1回 線 の

利 用 等)の 改 善 な ど、 さ らに顧客 重視 の シス テ ム開 発 に取 り組 ん で い きた い。

●
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8.「 博 報 堂マーケティング ・オンライン

シス テ ムの 研 究開発 」

研 究 責 任 者(株)博 報 堂

マーケティング計画部長 池 上

共 同研 究 者

久

マー ケテ ィング 計 画 部 ス タ ッ フ

●

■

■

1.は じめに

マ ー ケ テ ィング お よび広 告計 画 立 案 の た めの オ ン ライ ン情報 システ ム と し

ては 、 わ が国 最初 の もの で あ る。

比較 的安 価 な端 末 装 置 を使 い なが ら、 ソ フ トウ エア上 の工夫 に より、現 場

の営 業 担 当者 に も容 易 に利用 で き る対 話方 式 を実 現 、 きわ め て実 用 性 の 高 い

シ ス テ ム を作 る こ と に成 功 した。東 京 、神 田の セ ン ターか ら大阪 、 名古 屋 を

含 む13端 末 ヘ ネ ッ トされ 、現 在 、月 間 約6,000件 の 利 用 が あ る。

中央 演 算装 置 に はIBM370-145、 端 末 装 置 には キ イボ ー ド、CRT

デ ィス プ レ イ、 プ リン ター を備 え たIBM3270を 使 用 して い る。

博 報 堂 が コ ン ピ ュー タに よる広 告計 画 シス テ ムの 開発 に着 手 したの は昭 和

44年 です でに47年 項 には バ ソチ ・シ ス テ ム で はあ ったが 、新 聞 ・雑 誌 ・

テ レ ビ ・ラジ オのそ れぞ れ につ い て媒 体計 画 シス テ ムが 日常的 に稼 働 して い

た。HMOSは これ を オ ン ライ ン化 す る と共 に 、そ の 内容 を飛躍 的 に拡 充 し

た もの で ある。

デ ー タ ・バ ン ク には全 国規 模 の消 費者 デ ー タ、媒 体 デ ー タのほ か、 主要 な

官 公 庁 ・業界 団 体 の 統計 がほ とん どフ ァイ ルさ れ て お り、端 末 の 前 に坐 っ た

プ ラ ンナー は 、 モデ ル ・バ ン クに フ ァイ ル され て い る100を 超 え る モ デ ル

を駆 使 して 、 これ らデ ー タを即 時 に検 索 、集計 、 分析 し、 マー ケテ ィング計
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画 、広告 計 画 の 立案 に役 立 て る こ とが で きる。

マー ケ テ ィングお よび広告 計 画 の た め の モ デ ル 、シス テ ムの 研究 は 米 国 に

おい て大 い に進 ん でい るが 、一 広告 会社 が この領 域 の総 合 的 なオ ン ラ イ ン ・

シ ス テ ムを開 発 し、必要 な デ ー タ ・ベ ース を確保 した上 で実 用化 してい る例

は ない の で、HMOSの 開 発 に 当 って は さ ま ざま の試行 を重 ね 、 い くつ かの

オ リジ ナル な ソフ トウ ェアを創 りなが らシ ス テ ムを完 成 したの で あ る。

2.研 究 の内 容

2-1研 究開 発 の背景

近 代的 な広 告 活動 は マ ー ケテ ィン グ活 動 の一 環 と して 行 わ れ る。換 言 す

れば 、 マ ー ケテ ィ ン グ基 本 戦 略 の 実施 方策 と しての マ ー ケ テ ィング ・ミ ッ

ク ス 、すな わ ち製 品政 策 、価 格政 策 、流 通 対策 、販 売 促 進 、等 々の1構 成

要 素 で あ る。 従 って広 告計 画 もまた 、商 品 、市 場 、消 費者 の分 析 な しに立

案 す る こ とは許 され ない 。

一 方 、広告 活 動 は企 業 活動 の一 部 で あ る以 上 、合 理 的 な意志 決 定 過程 で

なけ れば な らず 、 「目標 に よる管 理 」の必要 性 は広告 活 動 に お い て も例 外

では な い。

広 告 活動 の フ ・一は 、大 要 図一1の よ うな もの で ある。

この中 で市 場環 境 分 析 の ステ ップ では 、市場 調査 デ ー タや広告 統 計 の 集

計 分析 に 、当社 で も早 くか ら コ ン ピュ ータ(PCSを 含 め て)を 使 って来

た。

次 の段階 は広告 活動 のPlan-Do-Seeに どこま で コ ン ピュ ー タを活用

で きるか であ る。

ア メ リカでは媒 体計 画 の領 域 で 、 この領 域 には デ ー タが比較 的 豊 富 に あ

る こと もあ って 、 コ ン ピ ュ ータの 活用 が進 ん で いた。 当社 で も昭和44年

には 新 聞 とテレ ビの媒 体 計 画 モ デル を 、各 々パ ッチ処理 に よ り実 用 に供 す

る と共 に 、 シ ミュレー シ ョン ・モ デ ルの 開発 に も成 功 して いた。昭 和47

年 頃 には 、新 聞 ・雑誌 ・テレ ビ ・ラジオ のそ れ ぞ れ に つ い て い くつ ものモ

一106一

■

●



デ ル が 用 意 さ れ 、 バ ッ チ ・シ ス テ ム と し て 日 常 的 に 稼 働 し 、 当 社 の 媒 体 計

画 モ デ ル の ア ウ トプ ッ トを 愛 用 す る ク ラ イ ア ン ト も 多 く な っ た 。

市 場 環 境 分 析

ワ

、

o

問㌣

機会

o

広 告 戦 略 立 案

⊂三三 ⊃(三i三 三 ⊃

国
一

図 一1広 告 活 動 の フ ロ ー

■

●

第一 線 の営 業 マン が ク ライア ン ト ・サ ー ビス の た めに媒 体 計 画 シ ス テ ム

を多用 す る よ うにな る と、利 用 申込 み か らア ウ トプ ッ トの入 手 ま でに数 日

を要 す る とい う状 態 で は苦 情 を抑 え切 れ ない。

一 方 、 この時 期 にわ が国 で も ようや くア メ リカ並 み に、 全 国規 模 の、 個

人 ベ ー スに よる消費者 デ ー タが開 発 、提供 され る よ うに な った。 この種 の

デ ー タは 、 同一個 入標 本 に対 して① 個 人属 性 、②商 品購 入 ・消費 状況 、

③ 新 聞'雑 誌 ・テレ ビ ・ラジ オ接触 状況 な どを同時 に調 査 した もの で 、多

種 多様 な ク ・ス集 計 を行 うこ とに よって豊 かな情 報 を引 き出 す ことが で き

る。 しか し、有 効 な ク ・ス集計 を得 るま でには何 回かの 試 行錯 誤 が不 可避

一107一



で あるが 、 この よ うな試行 錯 誤 をパ ッチ ・'シス テ ムで繰 り返 す こ とは全 く

非 現実 的 で あ る。

ま た、媒 体 計 画 の 領域 におけ る実績 に よ って コ ン ピュ ー タの広 告 活動 へ

の導 入に 明 か る い展 望 を持 った当社 は.さ らに高度 な、コンピュータ利用 に

よる広 告 計画 シ ス テムの 開発 を構 想 してい た。

こ うした諸条 件 か ら、 昭和47年12月 、 当社 は新 た にマ ー ケテ ィン グ

計 画 部 を設 立 、 オ ン ライン ・シ ス テ ムを主 要 部分 とす る総合 的 な広 告計 画

シ ステ ムの開 発 に着手 したわ け で ある。HMOSは 、そ のオ ン ライ ン ・シ

ス テ ムに相 当 す る 。

v.

'

2-2シ ス テ ム の 概 要

(1)当 初 シ ス テ ム 設 計 の 要 点

総 合 的 な 広 告 計 画 の た め の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム は 海 外 に も 例 が な く 、

ハ ー ド ウ ェ ア ・ メ ー カ ー も 経 験 の な い 領 域 な の で 、 シ ス テ ム 設 計 そ の も

の に つ い て も あ る 程 度 の 試 行 錯 誤 を 覚 悟 し な け れ ば な ら な か っ た 。 そ の

た め 、 予 算 の 制 約 も あ っ た が 、 最 低 必 要 限 の シ ス テ ム か ら 出 発 し 、 経 験

を 積 み な が ら 改 良 、 レ ベ ル ・ア ッ プ し て 行 く こ と と し た 。

従 っ て 、 当 初 の ハ ー ドウ ェ ア はCPUがIBM370-125、 端 末

は デ ィ ス プ レ イ で な く タ イ プ ラ イ タ ー 型IBM2740TYPを 採 用 し

た 。 こ の た め 、 個 人 ベ ー ス の 全 国 デ ー タ を 使 う と 応 答 時 間 が か か り す ぎ

る な ど 性 能 上 の 制 約 に 悩 ま さ れ た が 、 ソ フ ト ウ ェ ア を逐 次 改 良 し て 実 用

的 な レ ベ ル ま で 短 縮 す る こ と に 成 功 し た 。

こ の 段 階 で は 、 ① シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・モ デ ル や 大 が か り な 計 算 プ ・ グ

ラ ム(多 変 量 解 析 な ど)は モ デ ル ・レ パ ー ト リ ー に 含 ま れ て お ら ず 、 情

報 検 索 モ デ ル が 主 体 で あ っ た こ と 、 ② こ の オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム を 広 告

計 画 専 用 と し た こ と 、 な ど の た め に 、 当 面 の ニ ー ズ を こ の ハ ー ド ウ ェ ア

で ま か な う こ と が で き た 。(図 一2参 照)

■
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特定逓信回●

●

、

内構ー

図 一2審 査対 象 時期 の シス テム

'

習

●

当 初 のHMOSの シ ス テ ム 設 計 上 の 特 徴 は 次 の 通 り で あ る 。

①TSSで は な い が 、 実 用 上 は ほ ぼTSS的 な 感 じ で 利 用 で き る 。

(元 来HMOSは 、 モ デ ル 、 プ ロ グ ラ ム は す べ て 内 蔵 し た も の を 使

う シ ス テ ム で 、 ユ ー ザ ー が 端 末 か ら プ ロ グ ラ ム を イ ン プ ッ トす る こ

と は 前 提 と し て い な い の で 、TSSは 特 に 必 要 が な く 、 ま たCPU

の 性 能 か ら もTSSは 無 理 で あ っ た 。)

② モ デ ル ・ バ ン ク と デ ー タ ・パ ン ク を 独 立 し て 抱 え 、 ユ ー ザ ー は 利

用 の 都 度 、 必 要 な モ デ ル と 必 要 な デ ー タ と を 組 合 せ て 処 理 で き る 。

③ デ ー タ は 予 め バ ッ チ ・シ ス テ ム で 処 理 し て 、 オ ン ラ イ ン 用 の デ ー

タ ・フ ァ イ ル を つ く る 。

④ モ デ ル は す べ て 原 則 と し て 会 話 モ ー ドで 、 コ ー ド ・プ ツ ク さ え あ

れ ば 、 専 門 技 能 な し に リ ア ル タ イ ム で 利 用 で き る 。

(2)そ の 後 の 改 良 点

昨51年9月 、CPUを パ ン チ ・シ ス テ ム と 共 用 に し てIBM370
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一145に レ ベ ル ・ア ッ プ す る と 同 時 に 、 端 末 にCRTデ ィ ス プ レ イ

IBM3286を 導 入(プ リ ン タ ーIBM3277併 用)し た 。(図 一

3参 照)

CRTデ ィ ス プ レ イ を イ ン プ ッ ト専 用 と す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ ー が

ラ イ トペ ン で イ ン プ ッ ト中 で も 、 処 理 済 の ア ウ ト プ ッ トが プ リ ン タ ー か

ら 打 ち 出 さ れ る た め 、 端 末 の 利 用 効 率 が 著 し く向 上 し た 。

な お 、 こ の 時 期 か ら 、 事 務 管 理 シ ス テ ム もHMOSと 同 じ端 末 を 使 用

し て い る 。

●`

'

特定通信回線

図 一3現 在 時 点 の シ ステ ム

東京

東京

東京

東京

名古屋

、

'
●'

2-3モ デ ル と デ ー タ の 概 要

(1)モ デ ル ・パ ン ク の 内 容

HMOSの モ デ ル ・レ パ ー トリ ー は 、 大 要 図 一4の 通 り で あ る が 、 各

モ デ ル ・グ ル ー プ 毎 に 数 種 か ら10数 種 の モ デ ル ・ バ リ エ ー シ ョ ン を 抱
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ゼ

⑨

●

、

え て お り 、 さ ら に デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン 用 、 特 殊 な ク ラ イ ア ン トの た め

の カ ス タ ム メ イ ド ・モ デ ル ま で 数 え れ ば 、 現 在 の モ デ ル 数 は100を 超

え て い る 。

こ う し た 多 数 の モ デ ル と大 量 の デ ー タ を 抱 え て い る た め 、 ユ ー ザ ー に

と っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ の 特 殊 技 能 は 不 要 で あ っ て も 、HMOSの 全 体 に

通 暁 す る こ と は 容 易 で な い 。 勿 論 、 マ ニ ュ ア ル と コ ー ド ・ ブ ッ ク は 用 意

さ れ て い る わ け で あ る が 、 多 忙 な 第 一 線 の 営 業 マ ン で も 気 軽 に 利 用 で き

る よ う に 、 モ デ ル 検 索 の た め の モ デ ル と も い うべ き 「HMOSモ デ ル ・

メ ニ ュ ー 」の ほ か 、 コ ー ド検 索 用 の モ デ ル も4種 用 意 さ れ て い る 。

「 モ デ ル ・ メ ニ ュ ー 」の シ ソ ー ラ ス は 広 告 計 画 の フ ・ 一 に 従 っ た モ デ

ル 機 能(用 途)の 体 系 で あ り、 大 分 類 か ら 小 分 類 へCRTデ ィ ス プ レ イ

上 に 順 次 表 示 さ れ 、 ユ ー ザ ー は ラ イ トペ ン で 選 択 肢 を 指 定 し て 行 く も の

で あ る 。

(2)デ ー タ ・ パ ン ク の 内 容

前 述 の 個 人 ベ ー ス の 全 国 消 費 者 デ ー タ の ほ か 、 世 帯 パ ネ ル に よ る 全 国
ト

デ 一 夕、 テレ ビ視聴 率 デ ータ、新 聞雑 誌発 行 蔀 数 デー タ、 テ レ ビCM統

計 、新 聞雑 誌 広 告統 計 、お よび有 価 証 券報告 書 を含 む入 手可 能 な官 公庁

・業 界統 計 のほ とん どすべ て を フ ァイル して いる。

官 公庁 ・業界 統 計以 外 は、 ほ とん ど個票 ベ ースの デ ィテー ル ・デ ー タ

ない しそ れ に近 い もの を抱 え る こと に よ って 、① ユ ーザ ーがそ の 都度 任

意の 集 計 表 を作 る こ とが で きる 、② 値入 ベ ース のシ ミ ュレ ー シ ョン がで

き る、 な どの メ リ ッ トを確 保 してい る。
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*シ ミュ レ ー シ ョン ・モ ァ ル

図 一4HMOSモ デル群 と主 要機 能
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5.利 用 の 状 況

HMOS以 前 に 、 バ ッチ ・ シ ス テ ム に よ る5年 の 利 用 経 験 を 持 っ て い た た

め 、 基 本 的 に は オ ン ラ イ ン のHMOSは 「 よ り進 ん だ シ ス テ ム 」 と し て 受 容

さ れ 、 現 場 の 拒 絶 反 応 は ほ と ん ど な か っ た 。 も っ と も 、 バ ッ チ ・シ ス テ ム の

時 期 に は 、 第 一 線 の 営 業 マ ン と コ ン ピ ュ ー タ と の 具 体 的 な イ ン タ ー フ ェ イ ス

は 、 利 用 申 込 み の 帳 票 と処 理 後 の ア ウ ト プ ッ ト と い う 「書 類 」に 過 ぎ な か っ

た わ け で 、 端 末 と い う 「機 械 」 と の 接 触 は 初 体 験 で あ っ た か ら 、 導 入 の た め

の 社 内 広 報 と 教 育 に は 特 段 の 配 慮 を 行 っ た 。

オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム の 導 入 効 果 を 利 用 件 数(モ デ ル 数 × 利 用 回 数)に よ

っ て 見 て み る と 、 大 要 次 の よ う で あ る 。

(a)オ ン ラ イ ン 導 入 直 前 年 度 で あ る 昭 和47年 の バ ッ チ ・シ ス テ ム 利 用 件 数

は 月500～1,000件 で あ っ た 。

(b)オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム が 定 着 し た49年 に は 月 平 均 約2,000件 。 ほ か

に 月500～1,000件 の バ ッ チ ・シ ス テ ム 利 用 あ り 。

(c)タ イ プ ラ イ タ ー 式 端 末 の 最 終 期 で あ る51年 夏 頃 に は 月3,000～4,000

件 。(ほ か に バ ッ チ 利 用 、 同 前)

((D'CRTデ ィ ス プ レ イ 導 入 直 後 の51年 秋 に は 月7,000件 を 超 え 、 ほ ぼ

現 在 ま で こ の レ ベ ル を 維 持 し て い る 。(こ の 時 期 か ら 、 バ ッ チ ・シ ス テ ム

に 残 存 し て い た モ デ ル を 大 巾 に オ ン ラ イ ン 化 し た の で 、 パ ッ チ の 利 用 は 急

速 に 減 っ た 。)

・上 述 の よ う な シ ス テ ム 改 良 に よ る 利 用 増 大 の ほ か
、 一 時 的 な 増 加 の 波 を つ

く る 時 期 と して は 、 ① ク ラ イ ア ン トへ の 新 年 度 広 告 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の シ

ー ズ ン(1～2月)
、② デ ー タ 更 新 直 後 、③ 新 開 発 モ デ ル 稼 働 直 後 、 な ど が

あ る 。

オ ン ラ イ ン化 に よ る 営 業 上 の メ リ ッ トと し て は 、

(a)モ デ ル や デ ー タ の 利 用 が 現 場 で容 易 に な っ た た め に 、 ク ラ イ ア ン トに 対

す る 情 報 サ ー ビ ス の 質 、 量 、 速 度 が 大 巾 に 向 上 し た 。

(b)ク ラ イ ア ン トに 対 す る デ モ ン ス トレ ー シ ョ ン(こ と にCRTデ ィ ス プ レ

ー113一



イ)が 効効果 的 にな った。

ことな どが挙 げ られ るが 、そ の ほか 、

(c)社 員 に対 す る教 育 効 果(ク ライア ン トの ため に端 末 を使 って プ ラン をつ

くる と とが 、そ の ま まCAIと 同様 り 効果 を もた らす)は 測 り知れ な い。

また 、

(d)こ れ ま で折 角 の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムを余 り利 用 で きな か った地 方支

社 に とっては 、オ ン ライ ン端 末 の 登場 は画 期的 な支 社 機 能 の 充実 を もた ら

して い る。

●

台

、
C
>
■

4.今 後 の 計 画

近 くCPUをIBM370-148に レ ベ ル ・ア ッ プ す る 。 す で に ハ ー ド

ウ エ ア に つ い て は 事 務 管 理 シ ス テ ム と共 用 し て い る が 、 ハ ー ド ウ ェ ア の レ ベ

ル ・ア ッ プ を 契 機 に 、 モ デ ル や デ ー タ に つ い て も 事 務 管 理 シ ス テ ム と の リ ン

ケ ー ジ を 図 り 、 広 告 計 画 シ ス テ ム と 事 務 管 理 シ ス テ ム と の 統 合 を 行 う 予 定 で

り 　 　 つ

あ る。(た と えば、 テ レ ビス ポ ッ トの最 終 的 な媒 体計 画 ア ウ トプ ッ トを、放

送会 社 へ の購 入 申込 に使 い 、 さ らに ク ラ イ アン トへ の支 払 請求 、 当社 内 で の
　 ロ 　 ロ

会計 情 報 に も利用 す る 、な ど)

また 、多変 量解 析 を含 む 高度 な統 計 解析 プ ログ ラ ムの パ ッ ケー ジ と して は

ア メ リカ よbSPSSを 購 入 し、情 報 検 索主 導型 の現 行HMOSに 、 さ らに

「計 算 セ ンタ ー 」的 機能 を付 加 すべ くテ ス ト中で あ る。

さ らに長 期的 に は、広 告計 画 に とど ま らず 、 トー タル な マ ー ケ テ ィング計

画 におい て もク ライ ア ン トの 情 報 需要 に応 ずべ く、 モ デ ル、 デ ー タの開発 に

取 り組 ん でい る。
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